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流
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大
会

日　

時　
　

9
月
2
日
㈯

会　

場　
　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル

開
催
要
領

①
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル

　
（
5
名
の
部
、
男
女
別
）

②
合
吟
第
一
部　

自
由
合
吟
の
部

③
合
吟
第
二
部　

新
準
師
範

　
（
男
・
女
）

　
「
何
と
な
く　
今
年
は
よ
い
事　
あ
る

ご
と
し　
元
日
の
朝　
晴
れ
て
風
な
し
」

―
啄
木

　

皆
様
、
今
年
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

詩
吟
を
一
生
の
趣
味
と
し
て
、
宝
も
の

と
し
て
、
楽
し
く
活
動
し
て
参
り
ま
し

ょ
う
。

　

皆
様
方
の
、
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
四
日
、
高
松
市
国
分
寺

会
館
に
お
い
て
、
臥
風
流
吟
詠
会
本
部

常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
徳
田
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
久
保
田
事
務
局
長
か
ら
令

和
五
年
度
事
業
計
画（
案
）の
説
明
が
あ

り
審
議
が
開
始
、
次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
た
。

　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に

は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
佳
き
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
騒
動
が
始
ま

っ
て
以
来
、
三
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が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。
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の
間
、
私
達
は
か
つ
て
経
験
し
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こ
と
の
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い
危
機
に
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面
し
、
生

活
、
又
、
文
化
活
動
の
制
限
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余
儀
な

く
さ
れ
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し
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。
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臥
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流
吟
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本
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開
催
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ま
し
た
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と
は
、
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様
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気
と

情
熱
の
賜
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、
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協
力
、
ご
苦
労
に

対
し
、
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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格
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と
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る
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入
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後
初
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る
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を
受
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の
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は
、
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張
の
中
に
も
堂
々
と
吟
じ
全

員
合
格
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る
と
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、
成
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優
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者
１
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一
階
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上
位
の
1
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が
允
許
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れ

た
。

　

ま
た
、
1
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初
段
、
二
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を
受
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の
内
で
成
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は
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次
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と
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が
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。
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者
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山
野
緑（
あ
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佐
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明（
鶴
尾
）

出
吟
順

【
三
段
合
格
者
雅
号
付
与
】

　

今
回
、
三
段
に
合
格
さ
れ
た
７
名
と

特
進
の
２
名
の
方
々
に
は
、「
臥
」の
付

く
雅
号
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

師
範
に
合
格
の
11
名
に
は
「
風
」
の
付

く
雅
号
が
付
与
さ
れ
、
指
導
者
と
し
て

の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
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と
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号
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保
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更
な
る
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も
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少
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と
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好
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ま
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う
。
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計
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定
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」
の
付

く
雅
号
が
付
与
さ
れ
、
指
導
者
と
し
て

の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。

【
師
範
合
格
者
と
雅
号
付
与
】　

11
名

香
川
順
・
順
風（
寿
風
）
大
森
正
・
正
風

（
三
観
）
國
井
陽
子
・
陽
風（
鶴
尾
）
安
田

美
都
子
・
美
風（
鷲
山
）
植
田
善
生
・
善

風（
鷲
山
）
山
下
昭
夫
・
昭
風（
長
尾
）
黒

川
謙
司
・
謙
風（
香
南
町
）
三
好
美
也
子
・

杏
風（
簡
保
）
大
西
克
美
・
克
風（
白
鳥
）

佐
藤
秀
彦
・
秀
風（
三
友
）
橋
本
真
希
・

真
風（
孝
風
）

　

桜
花
爛
漫
の
令
和
四
年
四
月
二
日
に

高
松
市
宮
脇
町
石
清
尾
八
幡
神
社
境
内

に
建
立
の
詩
碑
に
、
本
部
事
務
局
長
久

保
田
章
風
氏
・
会
計
部
長
須
田
鋒
風
氏

の
三
人
で
参
拝
し
、
臥
風
流
の
更
な
る

発
展
を
祈
念
し
た
。

　

一
昨
年
か
ら
の
新
型
感
染
症
コ
ロ
ナ

禍
に
加
え
て
、
吟
界
も
高
齢
化
が
進
み

会
員
減
少
の
波
は
容
赦
な
く
押
し
寄
せ

て
お
り
ま
す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が
愛

好
者
の
増
加
に
向
け
て
努
力
を
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
四
年
度

　
　
　
段
級
審
査
結
果

令
和
四
年
度

　
　
　
段
級
審
査
結
果

　
　

会
長　

宮
本　

浩
風

「
日
本
の
誇
」

　
　
　
　
詩
碑
参
拝

令和４年度　臥風流段級審査合格者数
実施日：令和4年5月14日

［過去10年間の実績］
申込者 欠席者 実受審者 合格者 合格率（%） 特進者年　度
132
172
179
192
216
225
265
282
301
332

16
0
13
10
12
16
19
18
19
14

116
172
166
182
204
209
246
264
282
318

89
172
134
146
169
177
204
218
228
268

76.7
100.0
80.7
80.2
82.8
84.7
82.9
82.6
80.9
84.3

6
0
10
10
12
12
14
17
16
18

３年度
２年度
元年度
30年度
29年度
28年度
27年度
26年度
25年度
24年度

申込者 欠席者 実受審者 合格者 合格率（%） 特進者区　分
6
3
8
17
10
11
13
13
12
21
114

0
0
1
1
2
1
0
3
0
0
8

6
3
7
16
8
10
13
10
12
21
106

6
3
7
16
7
9
12
6
8
11
85

100.0
100.0
100.0
100.0
87.5
90.0
92.3
60.0
66.6
52.3
80.1

２　級
１　級
初　段
二　段
三　段
四　段
五　段
準師範
師範補
師　範
合　計

1
1
1
2

5

左より　宮本浩風会長、須田鋒風会計部長
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⑴
脱
会

　

№
66　

屋
島
新
浜
吟
詠
会

　
　

３
・
４
・
30
付
（
小
林
良
生
）

　

№
57　

亀
鶴
吟
詠
会

　
　

３
・
８
・
31
付
（
谷
口
智
寿
子
）

　

№
81　

財
田
吟
詠
会

　
　

３
・
12
・
１
付
（
大
西
章
博
）

⑵
会
員
の
推
移

　
　

三
年
度
は
472
名
、
56
名
の
減
少
。

⑶
臥
風
流
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
日
別

（
平
成
30
年
10
月
22
日
〜
令
和
4
年

3
月
31
日
）

訪
問
者　
　
　
　
　
　
　
　
3
、7
9
8

訪
問
数　
　
　
　
　
　
　
　
4
、6
0
0

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数　
　

1
4
、9
6
8

問
合
せ
数　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　

最
後
に
徳
田
寿
風
臥
風
流
新
会
長
よ

り
就
任
と
、
こ
れ
か
ら
の
臥
風
流
に
つ

い
て
の
挨
拶
が
あ
り
役
員
総
会
が
終
了

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
26
日
㈰

◎
本
部
関
連
事
業

　

①
漢
詩
同
好
会
活
動　

月
一
回
程
度

　

②
郊
外
研
修
会　
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
実
施

引
き
続
き
、
第
四
号
議
案
の
予
算
案

（
別
表
四
頁
）が
会
計
部
長
か
ら
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
本
部
顧
問
前
参
議
院
議
員

木
村
義
雄
先
生
よ
り
、
臥
風
流
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
と
の
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
の
臥
風
流
吟
詠
会
本
部

規
約
の
一
部
改
正
で
は
、会
員
の
高
齢
化

に
伴
い
役
員
の
任
期
、
審
査
員
資
格
基

準
の
年
齢
を
83
歳
ま
で
と
し
、
了
承
さ

れ
た
。

　

第
六
号
議
案
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
、

事
務
局
よ
り
提
案
説
明
が
あ
り
、
1
部

氏
名
の
訂
正
が
あ
っ
た
も
の
の
、
提
案

ど
お
り
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

（
別
表
五
頁
改
選
後
）

　

第
七
号
議
案
そ
の
他
で
は

　

第
一
号
議
案
に
、
令
和
三
年
度
事
業

報
告
が
上
程
さ
れ
、
久
保
田
事
務
局
長

よ
り
各
種
事
業
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
に
、
令
和
三
年
度
会
計

決
算
報
告
が
上
程
さ
れ
、
須
田
会
計
部

長
よ
り
収
支
報
告
が
詳
細
に
行
わ
れ
た
。

（
別
表
四
頁
）

　

そ
の
後
、
大
西
昊
風
、
大
路
幸
風
監

事
よ
り
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の

内
容
は
全
て
適
正
で
あ
る
。
と
報
告
さ

れ
た
。

　

第
三
号
議
案
は
、
令
和
四
年
度
事
業

計
画
案
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
た
。

　

⑴
常
任
理
事
会　
　
　

４
月
９
日
㈯

⑵
段
級
審
査
打
合
会　

４
月
９
日
㈯

⑶
段
級
審
査
会　
　
　

５
月
14
日
㈯

⑷
全
員
研
修
会　
　
　

５
月
28
日
㈯

⑸
役
員
総
会　
　
　
　

6
月
５
日
㈰

⑹
師
範
研
修
会
⑴　
　

７
月
16
日
㈯

⑺
第
40
回
臥
風
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
４
日
㈰

⑻
吟
士
権
者
決
定
吟
詠
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
２
日
㈰

⑼
段
級
別
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
２
日
㈰

⑽
師
範
研
修
会
⑵　
　

11
月
19
日
㈯

⑾
常
任
理
事
会　
　
　

12
月
３
日
㈯

⑿
吟
詠
発
表
大
会
【
準
師
範
以
上
】

　

昨
年
六
月
五
日
、
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ

レ
ス
さ
ぬ
き
2
階
瀬
戸
の
間
に
於
い

て
、
115
名
の
役
員
中
、
43
名
の
委
任

状
、
66
名
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

　

午
後
一
時
開
会
宣
言
の
後
、
宮
本
浩

風
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
議
長
団
に
香

西
広
風（
三
木
町
）
定
國
伯
風（
英
風
）

両
氏
を
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

臥
風
流
吟
詠
会

本
部
役
員
総
会
開
催
す

臥
風
流
吟
詠
会

本
部
役
員
総
会
開
催
す

徳田寿風新会長
挨拶

開会の挨拶をする
宮本浩風会長

香西　広風　　　　定國　伯風
議長団の挨拶

木村義雄顧問より
祝辞をいただく
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小　　　　　　　　　　　計

次　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

5,017

6,710

11,727

小　　　　　　　　　　　計

前　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

5,479

6,248

11,727

単位：円

424,000
127,954

0
0

23,036
105,588
112,849

0
－111,818
413,346
28,880
38,228
203,500
340,980
179,200
31,625
187,500
209,560
178,850
855,461
1,303,879
（427,645）
（184,680）
（169,425）
（120,000）
（160,000）
（242,129）
512,621

令和 3年度段級審査会受審料　仮受払出
段級審査会費
全員研修会費
役員総会費
吟剣詩舞道大会費
段級別コンクール費
吟士権者決定大会費
新春吟剣詩舞道大会費
吟詠発表大会費
準師範以上研修会費
同好会活動費
常任理事会・執行部会費
役員名簿印刷費
臥風流だより発行費
広報費
幼少年活動費
教本発行費（ 4年度版）
各種通知文等印刷費
慶弔費
コロナ対策費
本部運営費
　・事務所　家賃
　・事務所　コピー機維持費
　・事務所　雑費
　・会長活動費
　・事務局・会計・事務費
　・通信・郵送料
令和 4年度　各大会会場費他　費用仮払

令和3年度会計報告書

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部

自　令和3年4月1日～至　令和4年3月31日

小　　　　　　　　　　　計

次　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

5,165,239

6,247,688

11,412,927

436,136

1,416,000

1,765,000

567,000

1,233,000

65,175

369,000

令和 3年度各大会会場費他費用　仮払戻入

本部会費（一般）　　　　　    472名

準師範以上会費（特別）　　    353名

教本収益金

允許料

香川県総連より用品使用料等

令和 4年度段級審査会　受審料仮受

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部

小　　　　　　　　　　　計

前　年　度　繰　越　金

合　　　　　　　　　　　計

5,851,311

5,561,616

11,412,927

単位：千円

369
140
110
350
0
0
0
0
0

400
50
40
200
350
200
80
360
200
180
200
1,328
（428）
（190）
（200）
（120）
（160）
（230）
460

令和 4年度段級審査会受審料　仮受払出
段級審査会費
全員研修会費
役員総会費
吟剣詩舞道大会会費
段級別コンクール費
吟士権者決定大会費
新春吟剣詩舞道大会費
吟詠発表大会費
準師範以上研修会費
同好会活動費
常任理事会費・執行部会費
役員名簿印刷費
臥風流だより発行費
広報費
幼少年活動費
令和 5年度版教本・和歌教本　発行費 
各種通知文等印刷費
慶弔費
コロナ対策費
本部運営費
　・事務所　家賃
　・事務所　コピー機維持費
　・事務所　雑費
　・会長活動費
　・事務局・会計事務費
　・通信・郵送料
令和 5年度段級審査会他　費用仮払

令和4年度会計予算書

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部

自　令和4年4月1日～至　令和5年3月31日

459

1,290

1,600

1,100

650

50

330

令和 4年度大会会場費他　　仮払戻入

本部会費（一般）　　　　　    430名

準師範以上会費（特別）　　    360名

令和 5年度版教本・和歌教本　収益金 

允許料

香川県総連より用品使用料等

令和 5年度段級審査会　受審料仮受

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部
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名誉会長 宮本　浩風
顧　 問 木村　義雄 副会長 大森　英風　横山　公風　山本　鷲風　松下　功風　須田　鋒風

本 部 役 員（令和4年度改選）［任期：令和4年4月1日～令和6年3月31日］

業務区分 責任者（部長・次長） 常 　 任 　 理 　 事 本 　 部 　 理 　 事

事　　　務　　　局

段　　　級　　　審　　　査

コ　ン　ク　ー　ル

吟剣詩舞道大会
（記念大会）
（新春大会）

研　　　　　　修

幼　　　少　　　年

普　　　　　　及

会　　　　　　計

監　　　　　　事

相　　　談　　　役

理　　　　　　事

久保田章風　（満濃）
次長
荒木　法風　（寿風）
松川　天風　（四電）

佐々木誠風　（寿風）
飯田　將風　（春日）
野田　湘風　（本山）

片岡　秀風　（寿風）
寺嶋　清風　（満濃）

山地　修風　（三渓）
児島　節風　（木太中）
堀合　健風　（鶴尾）
小田　孝風　（寿風）

山本　錦風　（満濃）
増田　海風　（綾南）
金光　藤風　（寿風）

大西　譲風　（鷲山）
山地　信風　（山本）
横田　香風　（綾南）
植松　幸風　（寿風）

池田　淑風　（英風）
岩田　雅風　（桑山）
坂東　恵風　（英風）

生西　輝風　（下笠居）
尾松　隆風　（綾南陶）
橋﨑　圭風　（飯山）
吉中　緑風　（寿風）
鈴木　幹風　（寿風）

宮本　舟風　（寿風）
東原　妃風　（寿風）

香西　広風　（三木町）
次長
前原　洋風　（簡保）
定國　伯風　（英風）
堀井　勲風　（津田）
次長
小竹　勲風　（玉藻）
倉元　豊風　（志度）
松原　綾風　（寿風）
次長
安藤　鶴風　（鶴風）
山本　貴風　（満濃）

横山　公風　（綾南）
次長
［大森　英風］　（英風）
冨田　康風　（誠風）
草薙　賢風　（寿風）

川田　美風　（仏生山）
田中　光風　（英風）
中村　江風　（石清尾）
伏見　紘風　（寿風）

蓮井　鶴風　（三友）
堀田　賀風　（満濃）
住田　春風　（英風）
岸下　煌風　（仏生山）
大野　香風　（金蘭）
森本　恵風　（満濃）

佐々木政風　（牟礼）
次長
木村　紅風　（玉藻）

久保　仁風　（玉藻） 古賀　臥隆　（英風）

大森　英風　（英風）
次長
藤井　悠風　（悠風）

森　　賀風　（英風）
水鳥　咲風　（鶴尾）

廣瀬　惠風　（英風）
浜﨑　翠風　（英風）
青木　純風　（孝風）

玉木　浩風　（長尾）
次長
鎌田　鵬風　（信風）

浅井　延風　（寿風）
片山　辰風　（英風）

田辺　磊風　（あゆみ）
松村　清風　（長尾）

大西　昊風　（四電）

濱野　敏風　（洋風）
伊丹　敏風　（ちきり）
久保　草風　（四電）

三笠　輝風（金蘭）
木村　詩風（吟和）
矢野　恵風（屋島友）
橋本　京風（高吟）
國方　弘風（寒川）
奈良　正風（瑞鳳）
川田　紅風（香川町）

鎌田　義風（昇風）
中山　京風（渓風）
関　　羨風（豊中）
小山　春風（白鳥）
大西　良風（鶴尾）  
大平　葉風（相愛）
石川　司風（母神）

北山　幸風（綾歌）
小仙　聰風（鷲山）
中筋　信風（大和）
梶川　賢風（青瓦）
寺尾　琳風（常磐）
盛田　青風（青山）
政岡　洋風（洋風）

広瀬　寧風（庵治）
三木　節風（妙香）
三好　昌風（ちきり）
森石　臥邦（北浦）
塩崎　健二（国分寺）
寺元　紫風（丹生）
白川　臥洋（三観）

髙嶋　睦風（睦風）
山下　菊風（香南町）
小河　聖風（悠風）
鈴木　耿風（大野原）

井上　喜風　（昇風）
西田　緑風　（本山）
鍛冶田洸風　（四電）

田渕　玖風　（豊中）
藤川　美風　（悠風）

臥風流吟詠会本部　審査委員［任期：令和4年4月1日～令和6年3月31日］

（赤字は新任者）

徳田　寿風（仏生山）
古本　光風（悠風）
野田　湘風（本山）
鍛冶田洸風（四電）
草薙　賢風（寿風）
佐々木政風（牟礼）

大森　英風（英風）
木村　紅風（玉藻）
山地　修風（三渓）
児島　節風（木太中）
中村　江風（石清尾）
土岐　晴風（鷲山）

横山　公風（綾南）
堀井　勲風（津田）
大野　香風（金蘭）
池田　弘風（四電）
玉木　浩風（長尾）
西崎　雄風（鷲山）

前原　洋風（簡保）
大西　譲風（鷲山）
生西　輝風（下笠居）
松原　綾風（寿風）
山地　信風（山本）
戸田　麗風（鷲山）

川田　美風（仏生山）
安藤　鶴風（鶴風）
久保田章風（満濃）
金光　藤風（寿風）
鈴木　幹風（寿風）

松下　功風（大内）
香西　広風（三木町）
山本　貴風（満濃）
小田　孝風（寿風）
田中　光風（英風）

大路　幸風　（寿風）

会　 長 徳田　寿風 元　 老 松下　真風　水鳥　翔風　南原　孝風
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昨
年
、
六
月
五
日

の
臥
風
流
吟
詠
会

本
部
役
員
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
本
部
会
長
に
推
挙
さ

れ
、
第
四
代
本
部
会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
共
に
、
責

任
の
重
大
さ
に
心
を
引
き
締
め
て
お
り

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
名

誉
会
長
宮
本
浩
風
先
生
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
職
責
を
は
た
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
臥
風
流
は
、
名
実
共
に
讃
州
吟

界
の
第
一
の
名
門
で
あ
り
、
そ
の
偉
功

は
流
祖
栗
山
臥
風
先
生
以
来
、
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、更
に
コ
ロ

ナ
禍
で
拍
車
が
架
か
り
、
吟
界
の
み
な

ら
ず
、
各
種
文
化
団
体
も
会
員
数
の
激

減
は
免
れ
ざ
る
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
文

化
芸
術
の
発
展
が
、
人
々
や
社
会
を
支

え
、
心
を
癒
し
、
困
難
な
時
代
を
生
き

抜
く
力
を
養
っ
て
く
れ
る
と
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
、
人
生
に
お
い
て
よ
い

趣
味
に
巡
り
合
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、

ご
一
緒
に
こ
の
道
を
歩
い
て
参
り
ま
し

ょ
う
。

　

臥
風
流
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
五
月
二
十
八
日
、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
て
臥
風
流
全
員
研
修
会
が
、

三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
百
九
十
四
名

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
年
だ
と
懇
親
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ

る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
懇
親
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
会
員
全
員
の
懇
親
の

場
は
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る

事
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

徳
田
寿
風
大
会
委
員
長
の
開
会
の
こ

と
ば
に
続
き
、
国
歌
斉
唱
・
臥
風
流
吟

詠
会
詩
吟
詠
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
本
浩
風
大
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、

徳
田
寿
風
先
生
が
、
こ
の
度
、
公
益
財

団
法
人
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
よ
り
吟

剣
詩
舞
大
賞
芸
術
賞
を
二
十
二
年
ぶ
り

に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
受
賞
の
挨

拶
と
続
き
ま
し
た
。（
詳
細
は
23
頁
）

　

昨
年
の
公
益
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩

舞
振
興
会
副
会
長
就
任
に
続
き
、
連
続

の
お
祝
い
事
で
あ
り
、
我
々
臥
風
流
会

員
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

研
修
に
入
り
、
最
初
は
宮
本
浩
風
会

長
に
よ
る
臥
風
流
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

臥
風
流
は
昭
和
三
十
四
年
、
栗
山
臥

風
先
生
に
よ
り
高
松
市
の
市
民
学
校
教

養
講
座
と
し
て
始
め
ら
れ
、
三
十
九
団

体
八
百
三
十
名
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年

に
は
百
十
団
体
二
千
二
百
五
十
名
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
降
減
少
が
続

き
現
在
は
六
十
四
団
体
四
百
八
十
九
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

臥
風
流
の
吟
風
は
、
発
音
、
リ
ズ
ム

迫
力
、
節
調
に
優
れ
て
お
り
、
特
に
教

本
は
、
他
流
派
に
は
見
ら
れ
な
い
と
の

お
話
で
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
徳
田
寿
風
副
会
長
に

よ
る
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
規
定
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
採
点
表
の

説
明
か
ら
始
ま
り
、
次
に
審
査
項
目
と

続
き
ま
し
た
。

　

審
査
項
目
に
は
、
ま
ず
発
声
で
あ
り

音
質
と
発
声
技
術
に
分
け
ら
れ
る
。
審

査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
声
の
美
し
さ
、
品

性
、
渋
さ
で
あ
り
、
裏
声
や
ビ
ブ
ラ
ー

ト
は
良
く
な
い
と
の
お
話
で
し
た
。

　

二
番
目
は
調
和
（
音
程
を
含
む
）
で

あ
り
、
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
伴
奏
曲

と
の
調
和
を
し
て
い
る
か
を
見
て
い
る

と
の
お
話
で
し
た
。

　

三
番
目
は
発
音
で
あ
り
、
審
査
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
標
準
ア
ク
セ
ン
ト
（
わ
た

り
を
含
む
）
及
び
鼻
濁
音
の
正
確
さ
を

ポ
イ
ン
ト
に
す
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

四
番
目
は
詩
心
で
あ
り
、
詩
情
表
現

の
的
確
さ
、
味
が
あ
る
か
ど
う
か
を
ポ

イ
ン
ト
と
す
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

五
番
目
は
態
度
で
あ
り
、
舞
台
マ
ナ

ー
、
吟
詠
マ
ナ
ー
、
社
会
人
と
し
て
の

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
と
の

お
話
で
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
徳
田
寿
風
副
会
長
に

よ
る
俳
句
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

俳
句
の
詠
い
方
に
つ
い
て
は
初
め
て

で
あ
り
、
主
に
陽
旋
法
で
作
曲
さ
れ
て

お
り
、「
荒
海
や
型
」と「
閑
か
さ
や
型
」

と
「
朝
顔
に
型
」
と
「
自
由
型
」
に
分
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
俳
句
に
よ
っ
て
は

陽
旋
法
で
は
合
わ
な
い
も
の
が
あ
り
、

陰
旋
法
で
あ
る
「
夏
草
や
型
」
が
あ
る

と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
松
尾
芭
蕉
の「
荒
海
や
」「
閑

か
さ
や
」
千
代
女
の
「
朝
顔
に
」
松
尾
芭

蕉
の
「
夏
草
や
」
与
謝
蕪
村
の
「
春
の

海
」
を
ご
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
五
月
一
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
香
川
県

予
選
大
会
で
入
賞
し
て
、
七
月
十
日
に

行
わ
れ
る
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
四
国

地
区
大
会
に
出
場
す
る
十
九
名
の
吟
詠

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
年
の
部　

橋
本
真
希

青
年
の
部　

河
野
ひ
か
り

一
般
二
部　

小
泉
眞
砂
子
、
木
太
和
代

　
　
　
　
　

松
川
吉
伸
、
東
原
恵
、

　
　
　
　
　

佐
々
木
政
彦　
　
　
　
　

一
般
三
部　

鈴
木
幹
男
、
柏
野
和
美　

　
　
　
　
　

草
薙
賢
三
、
安
藤
智
津
子

　
　
　
　
　

児
島
節
、
廣
瀬
惠
子

　
　
　
　
　

前
原
洋
子
、
定
國
浩

　
　
　
　
　

飯
田
芳
子
、
田
中
加
代
子

　
　
　
　
　

中
村
利
江
子
、
小
田
孝
子

　

以
上
の
皆
様
で
あ
り
ま
す
。
日
頃
の

実
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
全
国
大

会
に
進
ま
れ
ん
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

　

最
後
に
大
森
英
風
大
会
副
委
員
長
の

閉
会
の
言
葉
で
本
日
の
全
員
研
修
会
を

終
え
ま
し
た
。

会
長　

徳
田　

寿
風

徳
田
会
長
就
任
挨
拶

令
和
四
年
度

臥
風
流
全
員
研
修
会

令
和
四
年
度

臥
風
流
全
員
研
修
会

宮本浩風会長
挨拶

徳田寿風先生受賞
表彰状と
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令
和



で
、
悲
し
く
詠
う
」
又
、
音
を
確
認
す

る
。
節
と
言
葉
を
別
々
に
表
現
す
る
こ

と
。
次
に
大
森
英
風
先
生
よ
り
「
墨
水

秋
夕
、
児
島
高
徳
」
の
律
詩
二
題
の
指

導
で
、
言
葉
を
詰
め
て
詠
う
。
又
、
鼻

濁
音
に
も
注
意
す
る
こ
と
。
今
回
も
細

か
く
具
体
的
に
指
導
を
受
け
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
度
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

四
国
大
会
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
方
の
吟

詠
と
剣
舞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

少
年
の
部
、
橋
本
真
希（
九
月
十
日
）、

一
般
二
部
、
東
原
恵（
蘇
台
覧
古
）、
一
般

三
部
、
安
藤
智
津
子（
応
制
天
の
橋
立
）、

草
薙
賢
三（
書
懐
）、
中
村
利
江
子（
春

暁
）、
剣
舞
三
部
、
山
地
花
枝（
中
庸
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
も
終
息
に
近
づ
い

て
き
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十

一
月
に
入
り
全
国
的
に
も
増
え
、
香
川

県
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
第
八
波
を

心
配
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
十
分
に

し
た
中
、
令
和
四
年
度
、
第
二
回
師
範

研
修
会
が
十
一
月
十
九
日（
土
）に
高
松

国
分
寺
ホ
ー
ル
に
て
、
会
員
百
四
十
五

　

平
成
四
年
度
第
一
回
目
の
師
範
研
修

会
が
七
月
十
六
日（
土
）、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
受
講
者
百
三
十
名

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、
研
修
部
部
長
の
横
山
公
風

先
生
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
七
波
が
急
増
中
で
あ
り
、

当
会
の
予
防
対
策
の
趣
旨
を
十
分
理
解

し
て
対
応
し
て
頂
き
た
い
。
引
き
続
き

横
山
公
風
先
生
よ
り
、
律
詩
「
九
月
十

五
夜
、
曲
江
」
の
二
題
、
特
に
「
九
月

十
五
夜
」
に
つ
い
て
は
「
清
楚
な
感
じ

名（
内
一
般
参
加
者
十
名
）の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
引
き
続
き
、
徳
田
寿
風
会

長
よ
り
挨
拶
と
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

の
報
告
の
後
、
さ
る
九
月
十
九
日（
月
）

東
京
・
日
本
教
育
会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
、
全
国
吟

詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
一
般
三
部
で

優
勝
さ
れ
た
中
村
利
江
子
さ
ん
に
、
徳

田
寿
風
会
長
よ
り
褒
賞
金
が
授
与
さ

れ
、
優
勝
吟
「
春
暁
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
日
本
一
の
吟
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
中
村
利
江
子
さ
ん
は
平
成

二
十
八
年
一
般
二
部
で
も
優
勝
さ
れ
て

お
り
、
二
冠
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
徳
田
寿
風
会
長
に
よ
り

ま
す
令
和
五
年
度
教
本
の
訂
正
と
、
教

本
の
旋
律
変
更
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。教
本
の
訂
正
に
つ
い
て
は
、
お
詫

び
の
説
明
が
あ
り
、
教
本
の
旋
律
変
更

等
に
つ
い
て
は
、
今
風
の
旋
律
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
改

革
が
必
要
と
、
例
を
あ
げ
細
か
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
吟
詠
実
習
は
徳
田
寿
風
会
長

に
よ
る
令
和
五
年
度
吟
題
、
律
詩
「
山

園
小
梅
」、
和
歌
四
首
「
春
過
ぎ
て
」「
秋

来
ぬ
と
」「
吹
く
風
を
」「
東
海
の
」を

徳
田
寿
風
会
長
の
美
声
に
よ
る
吟
詠
披

露
が
あ
り
、
吟
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

作
者
の
思
い
を
理
解
し
吟
ず
れ
ば
、
よ

り
一
層
良
い
吟
と
な
る
と
、
丁
寧
で
よ

く
分
る
吟
詠
実
習
で
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
会
員
の
皆
様
方
も
多
数
参
加
頂
き
、

益
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
十
月
二
日
、
高
松
市
国
分
寺
会

館
に
於
い
て
、
無
級
か
ら
五
段
ま
で
の

会
員
40
名
が
参
加
し
て
、
三
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
十
七
名
で
あ
る
。

　

幼
・
少
年
の
部
で
無
級
だ
っ
た
井
下

尊
凱
、
井
下
智
燿
両
名
に
は
2
級
を
允

許
さ
れ
た
。

【
幼
少
年
の
部
】 

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

尊
凱（
孝
風
）

佳
吟
賞　

井
下
智
燿（
孝
風
）　　

【
第
一
部
】（
2
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

楠
尾　

由
美（
あ
ゆ
み
）

【
第
二
部
】（
2
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

島
田　

晃
男（
英
風
）

準
優
勝　

中
井　

宏
子（
寿
風
）

第
三
位　

濱
本　

貴
美
子（
鶴
尾
）

入　

賞　

鈴
木
孫
衛（
孝
風
）、
市
原
裕

子（
綾
南
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

五
嶋　

辰
男（
下
笠
居
）

準
優
勝　

上
原　

孝
子（
仏
生
山
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

塩
田　

將
展（
英
風
）

準
優
勝　

古
賀　

良
隆（
英
風
）

第
三
位　

篠
原　

正
幸（
本
山
）

入　

賞　

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
佐
藤
明

（
鶴
尾
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
月
二
日
、
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
の

中
止
を
経
て
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
横
山
公
風
先
生
の
開
会
宣
言
、

徳
田
寿
風
先
生
の
審
査
上
の
注
意
が
あ

り
、
第
一
部
十
四
名
、
第
二
部
五
十
二

名
、
第
三
部
二
十
八
名
で
競
い
合
っ

た
。
準
師
範
以
上
の
競
合
で
あ
り
、
熱

い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

藤
本　

由
紀
子（
寿
風
）

入　

賞　

立
川
正
史（
寿
風
）、
下
川
邦

雄（
山
本
）　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

細
川　

節
子（
志
度
）

準
優
勝　

山
本　

初
子（
満
濃
）

第
三
位　

西
岡　

く
に
子（
本
山
）

入　

賞　

田
村
裕
二（
仏
生
山
）、
大
野

利
勝（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
定
國
浩（
英

風
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
森
啓
子（
綾

南
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
川
田
道
子

（
寿
風
）、
吉
中
良
子（
寿
風
）、
植
松

幸
子（
寿
風
）、
植
田
善
生（
鷲
山
）、

大
西
博
子（
本
山
）、
國
井
陽
子（
鶴

尾
）、
安
田
美
都
子（
鷲
山
）
出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

大
路　

大
幸（
寿
風
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
藤
井
チ
ナ

コ（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
小

竹
勲（
玉
藻
）、
西
岡
美
智
代（
寿
風
）、

古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

（二）

師
範
研
修
会
開
催

第
四
十
九
回　
臥
風
流

段
級
別
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

第
四
十
九
回　
臥
風
流

段
級
別
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

横山公風研修部長
挨拶

徳田寿風会長
実習

優勝
中村　利江子

⑻詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号2023年（令和5年）2月10日



で
、
悲
し
く
詠
う
」
又
、
音
を
確
認
す

る
。
節
と
言
葉
を
別
々
に
表
現
す
る
こ

と
。
次
に
大
森
英
風
先
生
よ
り
「
墨
水

秋
夕
、
児
島
高
徳
」
の
律
詩
二
題
の
指

導
で
、
言
葉
を
詰
め
て
詠
う
。
又
、
鼻

濁
音
に
も
注
意
す
る
こ
と
。
今
回
も
細

か
く
具
体
的
に
指
導
を
受
け
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
度
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

四
国
大
会
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
方
の
吟

詠
と
剣
舞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

少
年
の
部
、
橋
本
真
希（
九
月
十
日
）、

一
般
二
部
、
東
原
恵（
蘇
台
覧
古
）、
一
般

三
部
、
安
藤
智
津
子（
応
制
天
の
橋
立
）、

草
薙
賢
三（
書
懐
）、
中
村
利
江
子（
春

暁
）、
剣
舞
三
部
、
山
地
花
枝（
中
庸
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
も
終
息
に
近
づ
い

て
き
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十

一
月
に
入
り
全
国
的
に
も
増
え
、
香
川

県
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
第
八
波
を

心
配
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
十
分
に

し
た
中
、
令
和
四
年
度
、
第
二
回
師
範

研
修
会
が
十
一
月
十
九
日（
土
）に
高
松

国
分
寺
ホ
ー
ル
に
て
、
会
員
百
四
十
五

　

平
成
四
年
度
第
一
回
目
の
師
範
研
修

会
が
七
月
十
六
日（
土
）、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
受
講
者
百
三
十
名

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、
研
修
部
部
長
の
横
山
公
風

先
生
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
七
波
が
急
増
中
で
あ
り
、

当
会
の
予
防
対
策
の
趣
旨
を
十
分
理
解

し
て
対
応
し
て
頂
き
た
い
。
引
き
続
き

横
山
公
風
先
生
よ
り
、
律
詩
「
九
月
十

五
夜
、
曲
江
」
の
二
題
、
特
に
「
九
月

十
五
夜
」
に
つ
い
て
は
「
清
楚
な
感
じ

名（
内
一
般
参
加
者
十
名
）の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
引
き
続
き
、
徳
田
寿
風
会

長
よ
り
挨
拶
と
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

の
報
告
の
後
、
さ
る
九
月
十
九
日（
月
）

東
京
・
日
本
教
育
会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
、
全
国
吟

詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
一
般
三
部
で

優
勝
さ
れ
た
中
村
利
江
子
さ
ん
に
、
徳

田
寿
風
会
長
よ
り
褒
賞
金
が
授
与
さ

れ
、
優
勝
吟
「
春
暁
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
日
本
一
の
吟
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
中
村
利
江
子
さ
ん
は
平
成

二
十
八
年
一
般
二
部
で
も
優
勝
さ
れ
て

お
り
、
二
冠
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
徳
田
寿
風
会
長
に
よ
り

ま
す
令
和
五
年
度
教
本
の
訂
正
と
、
教

本
の
旋
律
変
更
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。教
本
の
訂
正
に
つ
い
て
は
、
お
詫

び
の
説
明
が
あ
り
、
教
本
の
旋
律
変
更

等
に
つ
い
て
は
、
今
風
の
旋
律
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
改

革
が
必
要
と
、
例
を
あ
げ
細
か
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
吟
詠
実
習
は
徳
田
寿
風
会
長

に
よ
る
令
和
五
年
度
吟
題
、
律
詩
「
山

園
小
梅
」、
和
歌
四
首
「
春
過
ぎ
て
」「
秋

来
ぬ
と
」「
吹
く
風
を
」「
東
海
の
」を

徳
田
寿
風
会
長
の
美
声
に
よ
る
吟
詠
披

露
が
あ
り
、
吟
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

作
者
の
思
い
を
理
解
し
吟
ず
れ
ば
、
よ

り
一
層
良
い
吟
と
な
る
と
、
丁
寧
で
よ

く
分
る
吟
詠
実
習
で
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
会
員
の
皆
様
方
も
多
数
参
加
頂
き
、

益
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
十
月
二
日
、
高
松
市
国
分
寺
会

館
に
於
い
て
、
無
級
か
ら
五
段
ま
で
の

会
員
40
名
が
参
加
し
て
、
三
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
十
七
名
で
あ
る
。

　

幼
・
少
年
の
部
で
無
級
だ
っ
た
井
下

尊
凱
、
井
下
智
燿
両
名
に
は
2
級
を
允

許
さ
れ
た
。

【
幼
少
年
の
部
】 

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

尊
凱（
孝
風
）

佳
吟
賞　

井
下
智
燿（
孝
風
）　　

【
第
一
部
】（
2
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

楠
尾　

由
美（
あ
ゆ
み
）

【
第
二
部
】（
2
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

島
田　

晃
男（
英
風
）

準
優
勝　

中
井　

宏
子（
寿
風
）

第
三
位　

濱
本　

貴
美
子（
鶴
尾
）

入　

賞　

鈴
木
孫
衛（
孝
風
）、
市
原
裕

子（
綾
南
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

五
嶋　

辰
男（
下
笠
居
）

準
優
勝　

上
原　

孝
子（
仏
生
山
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

塩
田　

將
展（
英
風
）

準
優
勝　

古
賀　

良
隆（
英
風
）

第
三
位　

篠
原　

正
幸（
本
山
）

入　

賞　

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
佐
藤
明

（
鶴
尾
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
月
二
日
、
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
の

中
止
を
経
て
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
横
山
公
風
先
生
の
開
会
宣
言
、

徳
田
寿
風
先
生
の
審
査
上
の
注
意
が
あ

り
、
第
一
部
十
四
名
、
第
二
部
五
十
二

名
、
第
三
部
二
十
八
名
で
競
い
合
っ

た
。
準
師
範
以
上
の
競
合
で
あ
り
、
熱

い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

藤
本　

由
紀
子（
寿
風
）

入　

賞　

立
川
正
史（
寿
風
）、
下
川
邦

雄（
山
本
）　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

細
川　

節
子（
志
度
）

準
優
勝　

山
本　

初
子（
満
濃
）

第
三
位　

西
岡　

く
に
子（
本
山
）

入　

賞　

田
村
裕
二（
仏
生
山
）、
大
野

利
勝（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
定
國
浩（
英

風
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
森
啓
子（
綾

南
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
川
田
道
子

（
寿
風
）、
吉
中
良
子（
寿
風
）、
植
松

幸
子（
寿
風
）、
植
田
善
生（
鷲
山
）、

大
西
博
子（
本
山
）、
國
井
陽
子（
鶴

尾
）、
安
田
美
都
子（
鷲
山
）
出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

大
路　

大
幸（
寿
風
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
藤
井
チ
ナ

コ（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
小

竹
勲（
玉
藻
）、
西
岡
美
智
代（
寿
風
）、

古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

第三位
井下　尊凱

準優勝
橋本　琴音

優勝
橋本　百恵

佳吟賞
井下　智燿

優勝
楠尾　由美

第三位
濱本　貴美子

優勝
島田　晃男

準優勝
中井　宏子

準優勝
上原　孝子

優勝
五嶋　辰男

優勝
塩田　將展

第三位
篠原　正幸

準優勝
古賀　良隆

第
二
十
一
回

臥
風
流
吟
士
権
者

　
　
　
　
決
定
吟
詠
大
会

第
二
十
一
回

臥
風
流
吟
士
権
者

　
　
　
　
決
定
吟
詠
大
会

第三位
藤本　由紀子

準優勝
木太　和代

優勝
小泉　眞砂子

⑼ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号　2023年（令和5年）2月10日



で
、
悲
し
く
詠
う
」
又
、
音
を
確
認
す

る
。
節
と
言
葉
を
別
々
に
表
現
す
る
こ

と
。
次
に
大
森
英
風
先
生
よ
り
「
墨
水

秋
夕
、
児
島
高
徳
」
の
律
詩
二
題
の
指

導
で
、
言
葉
を
詰
め
て
詠
う
。
又
、
鼻

濁
音
に
も
注
意
す
る
こ
と
。
今
回
も
細

か
く
具
体
的
に
指
導
を
受
け
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
度
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

四
国
大
会
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
方
の
吟

詠
と
剣
舞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

少
年
の
部
、
橋
本
真
希（
九
月
十
日
）、

一
般
二
部
、
東
原
恵（
蘇
台
覧
古
）、
一
般

三
部
、
安
藤
智
津
子（
応
制
天
の
橋
立
）、

草
薙
賢
三（
書
懐
）、
中
村
利
江
子（
春

暁
）、
剣
舞
三
部
、
山
地
花
枝（
中
庸
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
も
終
息
に
近
づ
い

て
き
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十

一
月
に
入
り
全
国
的
に
も
増
え
、
香
川

県
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
第
八
波
を

心
配
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
十
分
に

し
た
中
、
令
和
四
年
度
、
第
二
回
師
範

研
修
会
が
十
一
月
十
九
日（
土
）に
高
松

国
分
寺
ホ
ー
ル
に
て
、
会
員
百
四
十
五

　

平
成
四
年
度
第
一
回
目
の
師
範
研
修

会
が
七
月
十
六
日（
土
）、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
受
講
者
百
三
十
名

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、
研
修
部
部
長
の
横
山
公
風

先
生
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
七
波
が
急
増
中
で
あ
り
、

当
会
の
予
防
対
策
の
趣
旨
を
十
分
理
解

し
て
対
応
し
て
頂
き
た
い
。
引
き
続
き

横
山
公
風
先
生
よ
り
、
律
詩
「
九
月
十

五
夜
、
曲
江
」
の
二
題
、
特
に
「
九
月

十
五
夜
」
に
つ
い
て
は
「
清
楚
な
感
じ

名（
内
一
般
参
加
者
十
名
）の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
横
山
公
風
研
修
部
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
引
き
続
き
、
徳
田
寿
風
会

長
よ
り
挨
拶
と
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

の
報
告
の
後
、
さ
る
九
月
十
九
日（
月
）

東
京
・
日
本
教
育
会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
、
全
国
吟

詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
一
般
三
部
で

優
勝
さ
れ
た
中
村
利
江
子
さ
ん
に
、
徳

田
寿
風
会
長
よ
り
褒
賞
金
が
授
与
さ

れ
、
優
勝
吟
「
春
暁
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
日
本
一
の
吟
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
中
村
利
江
子
さ
ん
は
平
成

二
十
八
年
一
般
二
部
で
も
優
勝
さ
れ
て

お
り
、
二
冠
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
徳
田
寿
風
会
長
に
よ
り

ま
す
令
和
五
年
度
教
本
の
訂
正
と
、
教

本
の
旋
律
変
更
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。教
本
の
訂
正
に
つ
い
て
は
、
お
詫

び
の
説
明
が
あ
り
、
教
本
の
旋
律
変
更

等
に
つ
い
て
は
、
今
風
の
旋
律
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
改

革
が
必
要
と
、
例
を
あ
げ
細
か
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
吟
詠
実
習
は
徳
田
寿
風
会
長

に
よ
る
令
和
五
年
度
吟
題
、
律
詩
「
山

園
小
梅
」、
和
歌
四
首
「
春
過
ぎ
て
」「
秋

来
ぬ
と
」「
吹
く
風
を
」「
東
海
の
」を

徳
田
寿
風
会
長
の
美
声
に
よ
る
吟
詠
披

露
が
あ
り
、
吟
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

作
者
の
思
い
を
理
解
し
吟
ず
れ
ば
、
よ

り
一
層
良
い
吟
と
な
る
と
、
丁
寧
で
よ

く
分
る
吟
詠
実
習
で
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
会
員
の
皆
様
方
も
多
数
参
加
頂
き
、

益
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
十
月
二
日
、
高
松
市
国
分
寺
会

館
に
於
い
て
、
無
級
か
ら
五
段
ま
で
の

会
員
40
名
が
参
加
し
て
、
三
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。

　

各
段
級
別
・
年
齢
区
分
別
入
賞
者
は

次
の
通
り
十
七
名
で
あ
る
。

　

幼
・
少
年
の
部
で
無
級
だ
っ
た
井
下

尊
凱
、
井
下
智
燿
両
名
に
は
2
級
を
允

許
さ
れ
た
。

【
幼
少
年
の
部
】 

優　

勝　

橋
本　

百
恵（
孝
風
）

準
優
勝　

橋
本　

琴
音（
孝
風
）

第
三
位　

井
下　

尊
凱（
孝
風
）

佳
吟
賞　

井
下
智
燿（
孝
風
）　　

【
第
一
部
】（
2
級
〜
二
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

楠
尾　

由
美（
あ
ゆ
み
）

【
第
二
部
】（
2
級
〜
二
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

島
田　

晃
男（
英
風
）

準
優
勝　

中
井　

宏
子（
寿
風
）

第
三
位　

濱
本　

貴
美
子（
鶴
尾
）

入　

賞　

鈴
木
孫
衛（
孝
風
）、
市
原
裕

子（
綾
南
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
三
段
〜
五
段
69
歳
以
下
）

優　

勝　

五
嶋　

辰
男（
下
笠
居
）

準
優
勝　

上
原　

孝
子（
仏
生
山
）

【
第
四
部
】（
三
段
〜
五
段
70
歳
以
上
）

優　

勝　

塩
田　

將
展（
英
風
）

準
優
勝　

古
賀　

良
隆（
英
風
）

第
三
位　

篠
原　

正
幸（
本
山
）

入　

賞　

山
野
緑（
あ
ゆ
み
）、
佐
藤
明

（
鶴
尾
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
月
二
日
、
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
間
の

中
止
を
経
て
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
横
山
公
風
先
生
の
開
会
宣
言
、

徳
田
寿
風
先
生
の
審
査
上
の
注
意
が
あ

り
、
第
一
部
十
四
名
、
第
二
部
五
十
二

名
、
第
三
部
二
十
八
名
で
競
い
合
っ

た
。
準
師
範
以
上
の
競
合
で
あ
り
、
熱

い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

準
優
勝　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

第
三
位　

藤
本　

由
紀
子（
寿
風
）

入　

賞　

立
川
正
史（
寿
風
）、
下
川
邦

雄（
山
本
）　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
二
部
】（
70
〜
79
歳
） 

優　

勝　

細
川　

節
子（
志
度
）

準
優
勝　

山
本　

初
子（
満
濃
）

第
三
位　

西
岡　

く
に
子（
本
山
）

入　

賞　

田
村
裕
二（
仏
生
山
）、
大
野

利
勝（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満
濃
）、

黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
定
國
浩（
英

風
）、
小
河
聖（
悠
風
）、
森
啓
子（
綾

南
）、
浜
﨑
清
美（
英
風
）、
川
田
道
子

（
寿
風
）、
吉
中
良
子（
寿
風
）、
植
松

幸
子（
寿
風
）、
植
田
善
生（
鷲
山
）、

大
西
博
子（
本
山
）、
國
井
陽
子（
鶴

尾
）、
安
田
美
都
子（
鷲
山
）
出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

準
優
勝　

大
路　

大
幸（
寿
風
）

第
三
位　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

入　

賞　

鎌
田
保（
信
風
）、
藤
井
チ
ナ

コ（
悠
風
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
小

竹
勲（
玉
藻
）、
西
岡
美
智
代（
寿
風
）、

古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝

風
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
四
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

二
年
間
中
止
に
な
っ
て
い
た
臥
風
流
吟

剣
詩
舞
道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
挨
拶
を
横
山
公
風

先
生
が
さ
れ
、
今
回
の
大
会
は
、
宮
本

浩
風
先
生
の
名
誉
会
長
就
任
と
徳
田
寿

風
先
生
の
会
長
就
任
の
記
念
大
会
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

君
が
代
と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
流
れ

た
後
、
徳
田
寿
風
審
査
委
員
長
か
ら
の

審
査
上
の
注
意
事
項
の
説
明
が
な
さ

れ
、
十
七
チ
ー
ム
に
よ
る
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

〔
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
〕

優　

勝　

寿
風
吟
詠
会（
男
子
Ａ
）

準
優
勝　

寿
風
吟
詠
会（
女
子
Ｂ
）

第
三
位　

山
本
吟
詠
会（
男
子
Ｂ
）

入　

賞　

英
風
吟
詠
会（
女
子
Ａ
）、
山

本
吟
詠
会（
女
子
）、
寿
風
吟
詠
会（
女

子
Ａ
）、
英
風
吟
詠
会（
女
子
Ｂ
）、
寿

風
吟
詠
会（
女
子
Ｃ
）、
英
風
吟
詠
会

（
男
子
）、
満
濃
吟
詠
会　
　

出
吟
順

　

九
十
歳
以
上
の
部
で
は
、
小
野
臥
煇

（
寿
風
）、
宮
崎
正
風（
綾
南
陶
）、
青
木

勝
風（
下
笠
居
）、
冨
川
扇
風（
綾
南
陶
）、

小
仙
聰
風（
鷲
山
）、
田
中
仁
風（
満
濃
）

の
吟
詠
発
表
が
あ
り
、
と
て
も
御
高
齢

の
吟
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

声
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
と
新
師
範
の
連
吟

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
午
前
の
部
最

後
の
表
彰
式
の
前
に
、
徳
田
寿
風
会
長

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
大
会
が
速
や
か

に
開
催
さ
れ
た
御
礼
と
、
会
長
就
任
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

□
特
別
功
労
者
表
彰　

宮
本
浩
風
先
生

□
長
寿
表
彰

〔
傘
寿
の
部
〕（
19
名
）

　

山
地
修
風（
三
渓
）、中
山
俊
風（
四
電
）、

堀
合
健
風（
鶴
尾
）、
西
岡
美
風（
寿
風
）、

宮
本
妙
風（
綾
南
陶
）、
溝
川
將
風（
孝

風
）、
倉
本
豊
風（
志
度
）、
丸
子
錦
風（
仏

生
山
）、
伏
見
紘
風（
寿
風
）、
永
井
恵
風

（
寿
風
）、
須
崎
裕
風（
鷲
山
）、
飯
田
將
風

（
春
日
）、
大
野
忠
風（
坂
出
昇
風
）、
塩
谷

渓
風（
寿
風
）、
原
健
風（
鷲
山
）、
竹
本
藤

風（
簡
保
）、
安
田
枝
風（
鷲
山
）、
高
畑

臥
代（
仏
生
山
）、
白
川
臥
洋（
三
観
）

〔
米
寿
の
部
〕（
6
名
）

　

福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
長
尾
久
風（
金

蘭
）、
和
田
仁
風（
寿
風
）、
河
合
博
風

（
寿
風
）、
山
下
弘
風（
鷲
山
）、
中
村
良

風（
寿
風
）

　

昼
食
休
憩
の
後
、
合
吟（
自
由
の
部
）

十
八
チ
ー
ム
が
出
演
、
次
に
幼
少
年
部
が

大
森
英
風
先
生
の
下
、『
日
本
の
名
山
を

詠
う
』を
題
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
で
立
山

を
望
む
、富
士
山
、石
鎚
山
を
英
語
、中
国

語
、
剣
舞
を
交
え
て
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
五
番

あ
り
続
い
て
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
、
橋
本
真
風
・
東

原
妃
風
・
池
田
弘
風
・
安
藤
鶴
風
・
草

薙
賢
風
・
中
村
江
風
六
名
の
吟
詠
と
山

地
霊
秀
の
剣
舞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
総
範
・
大
師
範

の
連
吟
十
六
番
で
全
て
が
終
わ
り
大
森

英
風
先
生
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し

た
。

第
四
十
回

臥
風
流

　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

第
四
十
回

臥
風
流

　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

　

宮
本
浩
風　

名
誉
会
長
就
任

　

徳
田
寿
風　

会　

長　

就
任　

記
念

第三位
西岡　くに子

準優勝
山本　初子

優勝
細川　節子

第三位
藤川　美代子

準優勝
大路　大幸

優勝
柏野　和美

横山公風先生
開会挨拶

優勝
寿風吟詠会（男子Ａ）

⑽詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号2023年（令和5年）2月10日



　

昨
年
九
月
四
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

二
年
間
中
止
に
な
っ
て
い
た
臥
風
流
吟

剣
詩
舞
道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
挨
拶
を
横
山
公
風

先
生
が
さ
れ
、
今
回
の
大
会
は
、
宮
本

浩
風
先
生
の
名
誉
会
長
就
任
と
徳
田
寿

風
先
生
の
会
長
就
任
の
記
念
大
会
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

君
が
代
と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
流
れ

た
後
、
徳
田
寿
風
審
査
委
員
長
か
ら
の

審
査
上
の
注
意
事
項
の
説
明
が
な
さ

れ
、
十
七
チ
ー
ム
に
よ
る
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

〔
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
〕

優　

勝　

寿
風
吟
詠
会（
男
子
Ａ
）

準
優
勝　

寿
風
吟
詠
会（
女
子
Ｂ
）

第
三
位　

山
本
吟
詠
会（
男
子
Ｂ
）

入　

賞　

英
風
吟
詠
会（
女
子
Ａ
）、
山

本
吟
詠
会（
女
子
）、
寿
風
吟
詠
会（
女

子
Ａ
）、
英
風
吟
詠
会（
女
子
Ｂ
）、
寿

風
吟
詠
会（
女
子
Ｃ
）、
英
風
吟
詠
会

（
男
子
）、
満
濃
吟
詠
会　
　

出
吟
順

　

九
十
歳
以
上
の
部
で
は
、
小
野
臥
煇

（
寿
風
）、
宮
崎
正
風（
綾
南
陶
）、
青
木

勝
風（
下
笠
居
）、
冨
川
扇
風（
綾
南
陶
）、

小
仙
聰
風（
鷲
山
）、
田
中
仁
風（
満
濃
）

の
吟
詠
発
表
が
あ
り
、
と
て
も
御
高
齢

の
吟
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

声
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
と
新
師
範
の
連
吟

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
午
前
の
部
最

後
の
表
彰
式
の
前
に
、
徳
田
寿
風
会
長

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
大
会
が
速
や
か

に
開
催
さ
れ
た
御
礼
と
、
会
長
就
任
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

□
特
別
功
労
者
表
彰　

宮
本
浩
風
先
生

□
長
寿
表
彰

〔
傘
寿
の
部
〕（
19
名
）

　

山
地
修
風（
三
渓
）、中
山
俊
風（
四
電
）、

堀
合
健
風（
鶴
尾
）、
西
岡
美
風（
寿
風
）、

宮
本
妙
風（
綾
南
陶
）、
溝
川
將
風（
孝

風
）、
倉
本
豊
風（
志
度
）、
丸
子
錦
風（
仏

生
山
）、
伏
見
紘
風（
寿
風
）、
永
井
恵
風

（
寿
風
）、
須
崎
裕
風（
鷲
山
）、
飯
田
將
風

（
春
日
）、
大
野
忠
風（
坂
出
昇
風
）、
塩
谷

渓
風（
寿
風
）、
原
健
風（
鷲
山
）、
竹
本
藤

風（
簡
保
）、
安
田
枝
風（
鷲
山
）、
高
畑

臥
代（
仏
生
山
）、
白
川
臥
洋（
三
観
）

〔
米
寿
の
部
〕（
6
名
）

　

福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
長
尾
久
風（
金

蘭
）、
和
田
仁
風（
寿
風
）、
河
合
博
風

（
寿
風
）、
山
下
弘
風（
鷲
山
）、
中
村
良

風（
寿
風
）

　

昼
食
休
憩
の
後
、
合
吟（
自
由
の
部
）

十
八
チ
ー
ム
が
出
演
、
次
に
幼
少
年
部
が

大
森
英
風
先
生
の
下
、『
日
本
の
名
山
を

詠
う
』を
題
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
で
立
山

を
望
む
、富
士
山
、石
鎚
山
を
英
語
、中
国

語
、
剣
舞
を
交
え
て
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
五
番

あ
り
続
い
て
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
、
橋
本
真
風
・
東

原
妃
風
・
池
田
弘
風
・
安
藤
鶴
風
・
草

薙
賢
風
・
中
村
江
風
六
名
の
吟
詠
と
山

地
霊
秀
の
剣
舞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
総
範
・
大
師
範

の
連
吟
十
六
番
で
全
て
が
終
わ
り
大
森

英
風
先
生
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し

た
。

準優勝
寿風吟詠会（女子Ｂ）

第三位
山本吟詠会（男子Ｂ）

90歳以上代表
小仙　聰風

徳田寿風会長
挨拶

宮本浩風名誉会長に
徳田寿風会長より花束贈呈

新師範連吟
橋本　真風　　　　　　　　　　　國井　陽風
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昨
年
九
月
四
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

二
年
間
中
止
に
な
っ
て
い
た
臥
風
流
吟

剣
詩
舞
道
大
会
が
高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
開
会
の
挨
拶
を
横
山
公
風

先
生
が
さ
れ
、
今
回
の
大
会
は
、
宮
本

浩
風
先
生
の
名
誉
会
長
就
任
と
徳
田
寿

風
先
生
の
会
長
就
任
の
記
念
大
会
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

君
が
代
と
臥
風
流
吟
詠
会
詩
が
流
れ

た
後
、
徳
田
寿
風
審
査
委
員
長
か
ら
の

審
査
上
の
注
意
事
項
の
説
明
が
な
さ

れ
、
十
七
チ
ー
ム
に
よ
る
合
吟
コ
ン

ク
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

〔
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
〕

優　

勝　

寿
風
吟
詠
会（
男
子
Ａ
）

準
優
勝　

寿
風
吟
詠
会（
女
子
Ｂ
）

第
三
位　

山
本
吟
詠
会（
男
子
Ｂ
）

入　

賞　

英
風
吟
詠
会（
女
子
Ａ
）、
山

本
吟
詠
会（
女
子
）、
寿
風
吟
詠
会（
女

子
Ａ
）、
英
風
吟
詠
会（
女
子
Ｂ
）、
寿

風
吟
詠
会（
女
子
Ｃ
）、
英
風
吟
詠
会

（
男
子
）、
満
濃
吟
詠
会　
　

出
吟
順

　

九
十
歳
以
上
の
部
で
は
、
小
野
臥
煇

（
寿
風
）、
宮
崎
正
風（
綾
南
陶
）、
青
木

勝
風（
下
笠
居
）、
冨
川
扇
風（
綾
南
陶
）、

小
仙
聰
風（
鷲
山
）、
田
中
仁
風（
満
濃
）

の
吟
詠
発
表
が
あ
り
、
と
て
も
御
高
齢

の
吟
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

声
に
感
激
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
準
師
範
と
新
師
範
の
連
吟

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
午
前
の
部
最

後
の
表
彰
式
の
前
に
、
徳
田
寿
風
会
長

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
大
会
が
速
や
か

に
開
催
さ
れ
た
御
礼
と
、
会
長
就
任
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

□
特
別
功
労
者
表
彰　

宮
本
浩
風
先
生

□
長
寿
表
彰

〔
傘
寿
の
部
〕（
19
名
）

　

山
地
修
風（
三
渓
）、中
山
俊
風（
四
電
）、

堀
合
健
風（
鶴
尾
）、
西
岡
美
風（
寿
風
）、

宮
本
妙
風（
綾
南
陶
）、
溝
川
將
風（
孝

風
）、
倉
本
豊
風（
志
度
）、
丸
子
錦
風（
仏

生
山
）、
伏
見
紘
風（
寿
風
）、
永
井
恵
風

（
寿
風
）、
須
崎
裕
風（
鷲
山
）、
飯
田
將
風

（
春
日
）、
大
野
忠
風（
坂
出
昇
風
）、
塩
谷

渓
風（
寿
風
）、
原
健
風（
鷲
山
）、
竹
本
藤

風（
簡
保
）、
安
田
枝
風（
鷲
山
）、
高
畑

臥
代（
仏
生
山
）、
白
川
臥
洋（
三
観
）

〔
米
寿
の
部
〕（
6
名
）

　

福
家
和
風（
綾
南
陶
）、
長
尾
久
風（
金

蘭
）、
和
田
仁
風（
寿
風
）、
河
合
博
風

（
寿
風
）、
山
下
弘
風（
鷲
山
）、
中
村
良

風（
寿
風
）

　

昼
食
休
憩
の
後
、
合
吟（
自
由
の
部
）

十
八
チ
ー
ム
が
出
演
、
次
に
幼
少
年
部
が

大
森
英
風
先
生
の
下
、『
日
本
の
名
山
を

詠
う
』を
題
に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
で
立
山

を
望
む
、富
士
山
、石
鎚
山
を
英
語
、中
国

語
、
剣
舞
を
交
え
て
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
剣
詩
舞
・
吟
詠
が
十
五
番

あ
り
続
い
て
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
決
勝
大
会
出
場
者
、
橋
本
真
風
・
東

原
妃
風
・
池
田
弘
風
・
安
藤
鶴
風
・
草

薙
賢
風
・
中
村
江
風
六
名
の
吟
詠
と
山

地
霊
秀
の
剣
舞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
総
範
・
大
師
範

の
連
吟
十
六
番
で
全
て
が
終
わ
り
大
森

英
風
先
生
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し

た
。

傘寿代表
山地　修風

米寿代表
福家　和風

幼少年部出場者

全国吟剣詩舞コンクール決勝大会出場者

徳田　寿風松下　真風　　　　　　　　　宮本　浩風
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中
村
利
江
子
さ
ん
は
、
平
成
二
十
八

年
度
第
二
部
優
勝
、
今
回
第
三
部
優
勝

で
二
冠
。
お
見
事
！！　

昨
年
九
月
十
九

日
、
日
本
教
育
会

館
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
日
よ
り
の
台
風
到
来
と
い
う
悪
天

候
で
、
会
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
一
番

の
課
題
で
し
た
。

　

六
年
前
の
二
部
優
勝
か
ら
七
十
歳
を

迎
え
、
再
度
、
挑
戦
を
始
め
た
も
の
の
、

体
力
と
声
の
衰
え
、
ま
た
、
二
部
優
勝

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
等
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
様
な
中
、
審
査
規
定
の
発
声
、
調

和
、
発
音
、
詩
心
、
態
度
の
基
本
稽
古

な
ど
、
初
心
に
戻
り
、
繰
り
返
し
稽
古

に
励
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
吟
題
「
春
暁
」
で
は
特
に
詩

心
を
重
視
し
、
詩
の
表
現
を
如
何
に
体

得
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
日
々
苦
慮
い

た
し
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
当
日
は
、『
今
ま
で
一
生
懸

命
努
力
を
続
け
て
き
た
の
だ
か
ら
』
と
、

自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
、
マ
イ
ク

の
前
に
進
み
ま
し
た
。会
場
の
雰
囲
気
は

凛
と
し
た
緊
張
感
と
熱
気
に
包
ま
れ
、

そ
れ
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
会
場
の
応
援
の
方
々
の
お
顔
を

拝
見
し
、
心
を
和
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て

全
国
大
会
で
、
二
冠
達
成
す
る
事
が
出

来
た
の
も
、
家
族
や
友
人
、
大
勢
の
詩

吟
の
仲
間
、
そ
し
て
、
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

詩
吟
は
、
今
の
私
に
と
っ
て
一
番
熱

心
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
様
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
、
満

足
感
と
達
成
感
を
実
感
し
、
頑
張
っ
て

き
て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
挑
戦
す
る
事
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
趣
味
の
一
つ
と
し
て
詩
吟
仲

間
の
方
々
と
楽
し
く
向
き
合
っ
て
行
く

事
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
一
日
、
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
下
の
各
流
派
か

ら
の
精
鋭
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

七
月
十
日
高
知
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
で

開
催
予
定
の
四
国
地
区
予
選
大
会
へ
の

出
場
者
四
十
名
が
選
抜
さ
れ
た
。

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

〇
印
は
、
四
国
大
会
へ
出
場
予
定
者
。

〔
少
年
の
部
〕

準
優
勝
○
橋
本　

真
希（
孝
風
）

第
三
位
○
寺
竹　

彩
結（
英
風
）

〔
青
年
の
部
〕

優　

勝
○
河
野　

ひ
か
り（
英
風
）

〔
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

飯
村
明
子（
英
風
）

〔
一
般
二
部
〕

優　

勝
○
東
原　
　

恵（
寿
風
）  

準
優
勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位
○
佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

入　

賞
○
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
○
木

太
和
代（
仏
生
山
）　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

直
井
郁
子（
洸
風
）

〔
一
般
三
部
〕

優　

勝
○
中
村　

利
江
子（
石
清
尾
） 

入　

賞
○
鈴
木
幹
男（
寿
風
）、
○
柏
野

和
美（
綾
南
陶
）、
○
草
薙
賢
三（
寿
風
）、

○
安
藤
智
津
子（
鶴
風
）、
○
山
本
貴

子（
満
濃
）、
○
児
島
節（
木
太
中
）、
○

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
○
前
原
洋
子（
簡

保
）、
○
定
國
浩（
英
風
）、
細
川
節
子

（
志
度
）、
○
飯
田
芳
子（
春
日
）、
○

田
中
加
代
子（
英
風
）、
○
小
田
孝
子

（
寿
風
）、
○
池
田
弘
隆（
四
電
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南

陶
）、
清
川
芳
助（
寿
風
）、
鈴
木
利
明

（
大
野
原
）、
大
路
大
幸（
寿
風
）、
坂
東

恵
美
子（
英
風
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山

本
）、
吉
中
良
子（
寿
風
）、
西
岡
く
に

子（
本
山
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、
植
松

幸
子（
寿
風
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、

溝
川
將
文（
孝
風
）、
浅
井
能
延（
寿
風
）、

宮
武
明
美（
本
山
）、
久
保
仁（
玉
藻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
七
月
十
日
、
高
知
県
立
美
術
館

ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
。
四
国
四
県
か

ら
選
抜
さ
れ
た
幼
年
か
ら
一
般
三
部
ま

で
の
百
四
十
名
の
内
、
臥
風
流
か
ら
六

名
が
来
る
九
月
十
九
日
の
東
京
日
本
教

育
会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

全
国
決
勝
大
会
に
出
吟
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

〇
印
は
、
全
国
大
会
出
場
予
定
者
。

〔
少
年
の
部
〕

優　

勝
○
橋
本　

真
希（
孝
風
）

佳
吟
賞　

寺
竹
彩
結（
英
風
）

〔
青
年
の
部
〕

準
優
勝　

河
野　

ひ
か
り（
英
風
）

〔
一
般
二
部
〕

第
三
位
○
東
原　
　

恵（
寿
風
） 

佳
吟
賞　

小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
松
川

吉
伸（
四
電
）、
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

木
太
和
代（
仏
生
山
）　　
　

出
吟
順

〔
一
般
三
部
〕

優　

勝
○
中
村　

利
江
子（
石
清
尾
）

準
優
勝
○
草
薙　

賢
三（
寿
風
）

第
三
位
○
安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞
○
池
田
弘
隆（
四
電
）

佳
吟
賞　

鈴
木
幹
男（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
山
本
貴
子（
満
濃
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
九
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
百

二
十
五
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
開
催
。

　

香
川
県
勢
は
八
名
、
そ
の
内
臥
風
流

か
ら
は
次
の
六
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

少
年
の
部　

橋
本　

真
希

　

一
般
二
部　

東
原　
　

恵

　

一
般
三
部　

草
薙　

賢
三

　
　
　
　
　
　

安
藤　

智
津
子

　
　
　
　
　
　

中
村　

利
江
子

　
　
　
　
　
　

池
田　

弘
隆

　

開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
幼
年
、
青
年
、

少
年
、
一
般
一
部
、
一
般
三
部
、
一
般

二
部
と
熱
吟
は
続
き
、
我
が
臥
風
流
の

面
々
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
発
揮
し
て

朗
々
と
詠
い
上
げ
ま
し
た
。
結
果
は
、

【
一
般
二
部
】

第
四
位　

東
原　
　

恵

【
一
般
三
部
】

優　

勝　

中
村　

利
江
子

第
六
位　

草
薙　

賢
三

と
三
名
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
見
事

な
も
の
で
し
た
。

令
和
四
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

香
川
県
予
選
大
会

令
和
四
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

香
川
県
予
選
大
会

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
四
国
地
区
大
会

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
四
国
地
区
大
会

優勝
河野ひかり

準優勝
松川　吉伸

第三位
佐々木　政彦

優勝
東原　　恵

優勝
中村　利江子

⒀ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号　2023年（令和5年）2月10日



　

中
村
利
江
子
さ
ん
は
、
平
成
二
十
八

年
度
第
二
部
優
勝
、
今
回
第
三
部
優
勝

で
二
冠
。
お
見
事
！！　

昨
年
九
月
十
九

日
、
日
本
教
育
会

館
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
日
よ
り
の
台
風
到
来
と
い
う
悪
天

候
で
、
会
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
一
番

の
課
題
で
し
た
。

　

六
年
前
の
二
部
優
勝
か
ら
七
十
歳
を

迎
え
、
再
度
、
挑
戦
を
始
め
た
も
の
の
、

体
力
と
声
の
衰
え
、
ま
た
、
二
部
優
勝

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
等
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
様
な
中
、
審
査
規
定
の
発
声
、
調

和
、
発
音
、
詩
心
、
態
度
の
基
本
稽
古

な
ど
、
初
心
に
戻
り
、
繰
り
返
し
稽
古

に
励
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
吟
題
「
春
暁
」
で
は
特
に
詩

心
を
重
視
し
、
詩
の
表
現
を
如
何
に
体

得
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
日
々
苦
慮
い

た
し
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
当
日
は
、『
今
ま
で
一
生
懸

命
努
力
を
続
け
て
き
た
の
だ
か
ら
』
と
、

自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
、
マ
イ
ク

の
前
に
進
み
ま
し
た
。会
場
の
雰
囲
気
は

凛
と
し
た
緊
張
感
と
熱
気
に
包
ま
れ
、

そ
れ
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
会
場
の
応
援
の
方
々
の
お
顔
を

拝
見
し
、
心
を
和
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て

全
国
大
会
で
、
二
冠
達
成
す
る
事
が
出

来
た
の
も
、
家
族
や
友
人
、
大
勢
の
詩

吟
の
仲
間
、
そ
し
て
、
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

詩
吟
は
、
今
の
私
に
と
っ
て
一
番
熱

心
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
様
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
、
満

足
感
と
達
成
感
を
実
感
し
、
頑
張
っ
て

き
て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
挑
戦
す
る
事
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
趣
味
の
一
つ
と
し
て
詩
吟
仲

間
の
方
々
と
楽
し
く
向
き
合
っ
て
行
く

事
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
一
日
、
高
松
国
分
寺
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
香
川
県
下
の
各
流
派
か

ら
の
精
鋭
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

七
月
十
日
高
知
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
で

開
催
予
定
の
四
国
地
区
予
選
大
会
へ
の

出
場
者
四
十
名
が
選
抜
さ
れ
た
。

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

〇
印
は
、
四
国
大
会
へ
出
場
予
定
者
。

〔
少
年
の
部
〕

準
優
勝
○
橋
本　

真
希（
孝
風
）

第
三
位
○
寺
竹　

彩
結（
英
風
）

〔
青
年
の
部
〕

優　

勝
○
河
野　

ひ
か
り（
英
風
）

〔
一
般
一
部
〕

佳
吟
賞　

飯
村
明
子（
英
風
）

〔
一
般
二
部
〕

優　

勝
○
東
原　
　

恵（
寿
風
）  

準
優
勝
○
松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位
○
佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

入　

賞
○
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
○
木

太
和
代（
仏
生
山
）　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

直
井
郁
子（
洸
風
）

〔
一
般
三
部
〕

優　

勝
○
中
村　

利
江
子（
石
清
尾
） 

入　

賞
○
鈴
木
幹
男（
寿
風
）、
○
柏
野

和
美（
綾
南
陶
）、
○
草
薙
賢
三（
寿
風
）、

○
安
藤
智
津
子（
鶴
風
）、
○
山
本
貴

子（
満
濃
）、
○
児
島
節（
木
太
中
）、
○

廣
瀬
惠
子（
英
風
）、
○
前
原
洋
子（
簡

保
）、
○
定
國
浩（
英
風
）、
細
川
節
子

（
志
度
）、
○
飯
田
芳
子（
春
日
）、
○

田
中
加
代
子（
英
風
）、
○
小
田
孝
子

（
寿
風
）、
○
池
田
弘
隆（
四
電
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

佳
吟
賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南

陶
）、
清
川
芳
助（
寿
風
）、
鈴
木
利
明

（
大
野
原
）、
大
路
大
幸（
寿
風
）、
坂
東

恵
美
子（
英
風
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山

本
）、
吉
中
良
子（
寿
風
）、
西
岡
く
に

子（
本
山
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、
植
松

幸
子（
寿
風
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、

溝
川
將
文（
孝
風
）、
浅
井
能
延（
寿
風
）、

宮
武
明
美（
本
山
）、
久
保
仁（
玉
藻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
七
月
十
日
、
高
知
県
立
美
術
館

ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
。
四
国
四
県
か

ら
選
抜
さ
れ
た
幼
年
か
ら
一
般
三
部
ま

で
の
百
四
十
名
の
内
、
臥
風
流
か
ら
六

名
が
来
る
九
月
十
九
日
の
東
京
日
本
教

育
会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

全
国
決
勝
大
会
に
出
吟
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

〇
印
は
、
全
国
大
会
出
場
予
定
者
。

〔
少
年
の
部
〕

優　

勝
○
橋
本　

真
希（
孝
風
）

佳
吟
賞　

寺
竹
彩
結（
英
風
）

〔
青
年
の
部
〕

準
優
勝　

河
野　

ひ
か
り（
英
風
）

〔
一
般
二
部
〕

第
三
位
○
東
原　
　

恵（
寿
風
） 

佳
吟
賞　

小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
松
川

吉
伸（
四
電
）、
佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、

木
太
和
代（
仏
生
山
）　　
　

出
吟
順

〔
一
般
三
部
〕

優　

勝
○
中
村　

利
江
子（
石
清
尾
）

準
優
勝
○
草
薙　

賢
三（
寿
風
）

第
三
位
○
安
藤　

智
津
子（
鶴
風
）

入　

賞
○
池
田
弘
隆（
四
電
）

佳
吟
賞　

鈴
木
幹
男（
寿
風
）、
児
島
節

（
木
太
中
）、
山
本
貴
子（
満
濃
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
九
日
、
東
京
日
本
教
育

会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
百

二
十
五
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
開
催
。

　

香
川
県
勢
は
八
名
、
そ
の
内
臥
風
流

か
ら
は
次
の
六
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

少
年
の
部　

橋
本　

真
希

　

一
般
二
部　

東
原　
　

恵

　

一
般
三
部　

草
薙　

賢
三

　
　
　
　
　
　

安
藤　

智
津
子

　
　
　
　
　
　

中
村　

利
江
子

　
　
　
　
　
　

池
田　

弘
隆

　

開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
幼
年
、
青
年
、

少
年
、
一
般
一
部
、
一
般
三
部
、
一
般

二
部
と
熱
吟
は
続
き
、
我
が
臥
風
流
の

面
々
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
発
揮
し
て

朗
々
と
詠
い
上
げ
ま
し
た
。
結
果
は
、

【
一
般
二
部
】

第
四
位　

東
原　
　

恵

【
一
般
三
部
】

優　

勝　

中
村　

利
江
子

第
六
位　

草
薙　

賢
三

と
三
名
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
見
事

な
も
の
で
し
た
。

石
清
尾
吟
詠
会　
　

中
村　

利
江
子

令
和
四
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
一
般
三
部

優
勝
杯
を
頂
い
て

令
和
四
年
度

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
一
般
三
部

優
勝
杯
を
頂
い
て

令
和
四
年
度
　全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

中
村
利
江
子
さ
ん
優
勝
！

決
勝
大
会
︵
一
般
三
部
︶

令
和
四
年
度
　全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

中
村
利
江
子
さ
ん
優
勝
！

決
勝
大
会
︵
一
般
三
部
︶

後列　徳田寿風会長、鍛冶田洸風相談役
前列　大西秀人高松市長、中村利江子さん

10月28日
高松市長表敬訪問
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全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
香
川
県
予
選
大
会

　

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日　

国
分
寺

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
地
区
大
会

　

令
和
五
年
七
月
九
日　

愛
媛
県

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会

　

令
和
五
年
九
月
十
八
日　

東
京
都

　

昨
年
五
月
二
十
二
日
、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
六
十
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
出
演
し
、
次

の
三
名
（
○
印
）
が
、
七
月
三
日
徳
島

県
で
開
催
す
る
四
国
地
区
大
会
に
駒
を

進
め
た
。
と
同
時
に
入
賞
者
（
過
去
に

優
勝
経
験
は
除
く
）
は
、
七
月
二
十
四

日
三
豊
市
で
開
催
す
る
香
川
県
吟
詠
剣

詩
舞
選
手
権
大
会
に
選
抜
さ
れ
た
。
ご

健
闘
を
祈
る
！

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝
〇
山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝
〇
倉
元　
　

豊（
志
度
）

第
三
位
〇
井
上　

良
一（
綾
南
陶
）

入　

賞　

大
野
香
代
子（
金
蘭
）、
定
國

美
知
子（
英
風
）　　
　
　
　

出
演
順

【
詩
舞
・
一
般
三
部
】

入　

賞　

米
澤
都
子（
草
風
）、
須
田
弘

子（
草
風
）　
　
　
　
　
　

出
演
順

　

昨
年
七
月
三
日
、
徳
島
県
板
野
郡
板

野
町
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臥
風

流
会
員
も
出
演
し
、
山
地
花
枝
さ
ん
が
、

九
月
十
八
日
東
京
赤
羽
会
館
で
開
催
す

る
全
国
決
勝
大
会
に
出
演
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま

す
。
〇
印
は
全
国
大
会
出
演
者

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝
〇
山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
四
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

八
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
た
。

　

な
お
、入
賞
者
（
〇
印
の
五
名
）
は
、

十
月
十
六
日
善
通
寺
市
民
会
館
で
開
催

す
る
四
国
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
吟
詠
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

佳
吟
賞　

三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、
古
川

し
ず
子（
綾
南
陶
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠

風
）、
鎌
田
保（
信
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、

（
悠
風
）、
鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
塩
田

将
展（
英
風
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、
廣

瀬
惠
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
宮

本
修（
寿
風
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、
橋

本
真
希（
孝
風
）、鈴
木
利
明（
大
野

原
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
小
泉
眞
砂

子（
綾
南
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
直
井

郁
子（
洸
風
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、
坂

東
恵
美
子（
英
風
）　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
八
日
、
東
京
赤
羽
会
館

に
於
い
て
、
百
三
十
二
名
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
て
開
催
。
臥
風
流
か
ら
山
地
花
枝

さ
ん
が
出
演
し
、
健
闘
し
た
が
、
惜
し

く
も
入
賞
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

全
力
を
出
し
た
と
の
力
強
い
言
葉
に
感

動
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
十
六
日
午
後
、
香
川
県
善

通
寺
市
文
京
町
善
通
寺
市
民
会
館
に
於

い
て
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

優　

勝　

東
原　

妃
風（
寿
風
）

入　

賞　

池
田
弘
風（
四
電
）、
佐
々
木

　

政
風（
牟
礼
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
三
日
、
高
松
市
立
牟

礼
図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
高
松
市
創
造
都
市
推
進

局
長　

小
川
昌
之
様
の
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。

　

百
二
名
が
参
加
し
、
香
川
県
知
事
賞
・

高
松
市
長
賞
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ら
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
） 

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

準
優
勝
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

第
三
位
（
高
松
市
議
会
長
賞
）

　
　
　
　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

入　

賞　

定
國
浩（
英
風
）、
藤
川
美
代

子（
悠
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝
風
）、
鎌

田
保（
信
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）、

國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英

風
）、
小
林
芳
子（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美

（
英
風
）、
大
脇
昭
要（
英
風
）、
米
澤
都

子（
草
風
）、
森
博
子（
英
風
）、
大
野
利

勝（
寿
風
）、
川
田
道
子（
寿
風
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

準
優
勝
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

第
三
位
（
高
松
市
文
芸
協
会
長
賞
）

　
　
　
　

直
井　

郁
子（
洸
風
）

入　

賞　

上
原
孝
子（
仏
生
山
）

藤
川
美
代
子（
悠
風
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝　

大
野　

香
代
子（
金
蘭
）

【
吟
詠
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝
○
東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝
○
佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

第
三
位
○
池
田　

弘
隆（
四
電
）

第
四
位
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

定
國
浩（
英
風
）、
小
河
聖

令
和
四
年
度

　
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
香
川
県
予
選
大
会

令
和
四
年
度

　
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
四
国
地
区
大
会

令
和
四
年
度
香
川
県

吟
詠
剣
詩
舞
選
手
権
大
会 優勝

山地　花枝

第三位
柏野　和美

優勝
鈴木　幹男

優勝
井上　良一

準優勝
大野　香代子

予
告

優勝　中村利江子
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全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
香
川
県
予
選
大
会

　

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日　

国
分
寺

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
地
区
大
会

　

令
和
五
年
七
月
九
日　

愛
媛
県

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会

　

令
和
五
年
九
月
十
八
日　

東
京
都

　

昨
年
五
月
二
十
二
日
、
高
松
国
分
寺

ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
六
十
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
、
香
川
県
予
選
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
臥
風
流
会
員
も
出
演
し
、
次

の
三
名
（
○
印
）
が
、
七
月
三
日
徳
島

県
で
開
催
す
る
四
国
地
区
大
会
に
駒
を

進
め
た
。
と
同
時
に
入
賞
者
（
過
去
に

優
勝
経
験
は
除
く
）
は
、
七
月
二
十
四

日
三
豊
市
で
開
催
す
る
香
川
県
吟
詠
剣

詩
舞
選
手
権
大
会
に
選
抜
さ
れ
た
。
ご

健
闘
を
祈
る
！

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝
〇
山
地　

花
枝（
三
渓
）

準
優
勝
〇
倉
元　
　

豊（
志
度
）

第
三
位
〇
井
上　

良
一（
綾
南
陶
）

入　

賞　

大
野
香
代
子（
金
蘭
）、
定
國

美
知
子（
英
風
）　　
　
　
　

出
演
順

【
詩
舞
・
一
般
三
部
】

入　

賞　

米
澤
都
子（
草
風
）、
須
田
弘

子（
草
風
）　
　
　
　
　
　

出
演
順

　

昨
年
七
月
三
日
、
徳
島
県
板
野
郡
板

野
町
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
四
国

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臥
風

流
会
員
も
出
演
し
、
山
地
花
枝
さ
ん
が
、

九
月
十
八
日
東
京
赤
羽
会
館
で
開
催
す

る
全
国
決
勝
大
会
に
出
演
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま

す
。
〇
印
は
全
国
大
会
出
演
者

【
剣
舞
・
一
般
三
部
】

優　

勝
〇
山
地　

花
枝（
三
渓
）

　

昨
年
七
月
二
十
四
日
、
三
豊
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
東
・
中
・
西
讃
連

盟
で
の
予
選
を
勝
ち
ぬ
か
れ
た
百
二
十

八
名
が
参
加
し
て
県
吟
詠
剣
詩
舞
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者

が
決
定
し
た
。

　

な
お
、入
賞
者
（
〇
印
の
五
名
）
は
、

十
月
十
六
日
善
通
寺
市
民
会
館
で
開
催

す
る
四
国
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
吟
詠
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

佳
吟
賞　

三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、
古
川

し
ず
子（
綾
南
陶
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠

風
）、
鎌
田
保（
信
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、

（
悠
風
）、
鍛
冶
田
智
育（
四
電
）、
塩
田

将
展（
英
風
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、
廣

瀬
惠
子（
英
風
）、
久
保
仁（
玉
藻
）、
宮

本
修（
寿
風
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、
橋

本
真
希（
孝
風
）、鈴
木
利
明（
大
野

原
）、
細
川
節
子（
志
度
）、
小
泉
眞
砂

子（
綾
南
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
直
井

郁
子（
洸
風
）、
小
田
孝
子（
寿
風
）、
坂

東
恵
美
子（
英
風
）　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
九
月
十
八
日
、
東
京
赤
羽
会
館

に
於
い
て
、
百
三
十
二
名
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
て
開
催
。
臥
風
流
か
ら
山
地
花
枝

さ
ん
が
出
演
し
、
健
闘
し
た
が
、
惜
し

く
も
入
賞
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

全
力
を
出
し
た
と
の
力
強
い
言
葉
に
感

動
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
十
六
日
午
後
、
香
川
県
善

通
寺
市
文
京
町
善
通
寺
市
民
会
館
に
於

い
て
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

臥
風
流
会
員
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

【
吟
詠
の
部
】

優　

勝　

東
原　

妃
風（
寿
風
）

入　

賞　

池
田
弘
風（
四
電
）、
佐
々
木

　

政
風（
牟
礼
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

　

昨
年
十
一
月
十
三
日
、
高
松
市
立
牟

礼
図
書
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
高
松
市
創
造
都
市
推
進

局
長　

小
川
昌
之
様
の
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
。

　

百
二
名
が
参
加
し
、
香
川
県
知
事
賞
・

高
松
市
長
賞
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ら
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
） 

優　

勝
（
香
川
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

準
優
勝
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

第
三
位
（
高
松
市
議
会
長
賞
）

　
　
　
　

小
田　

孝
子（
寿
風
）

入　

賞　

定
國
浩（
英
風
）、
藤
川
美
代

子（
悠
風
）、
溝
川
鈴
子（
孝
風
）、
鎌

田
保（
信
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英
風
）、

國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英

風
）、
小
林
芳
子（
悠
風
）、
浜
﨑
清
美

（
英
風
）、
大
脇
昭
要（
英
風
）、
米
澤
都

子（
草
風
）、
森
博
子（
英
風
）、
大
野
利

勝（
寿
風
）、
川
田
道
子（
寿
風
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
一
部
】（
69
歳
以
下
） 

優　

勝
（
高
松
市
長
賞
）

　
　
　
　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

準
優
勝
（
香
川
県
教
育
長
賞
）

　
　
　
　

浦　

麻
紀（
寿
風
）

第
三
位
（
高
松
市
文
芸
協
会
長
賞
）

　
　
　
　

直
井　

郁
子（
洸
風
）

入　

賞　

上
原
孝
子（
仏
生
山
）

藤
川
美
代
子（
悠
風
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）　
　
　
　

出
吟
順

【
剣
舞
の
部
】

優　

勝
○
井
上　

良
一（
綾
南
）

準
優
勝　

大
野　

香
代
子（
金
蘭
）

【
吟
詠
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝
○
東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝
○
佐
々
木　

政
彦（
牟
礼
）

第
三
位
○
池
田　

弘
隆（
四
電
）

第
四
位
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

佳
吟
賞　

定
國
浩（
英
風
）、
小
河
聖

令
和
四
年
度

　
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
全
国
大
会

第
　
回
　

四
国
吟
詠
剣
詩
舞

　
　
　
　
選
手
権
大
会

59

か
が
わ
文
化
芸
術
祭
二
〇
二
二

　
高
松
文
芸
協
会
玉
藻
ま
つ
り

　
　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

か
が
わ
文
化
芸
術
祭
二
〇
二
二

　
高
松
文
芸
協
会
玉
藻
ま
つ
り

　
　
　
吟
剣
詩
舞
道
大
会

優勝
東原　妃風

優勝
鍛冶田智育

準優勝
藤井チナコ

第三位
小田　孝子

第三位
池田　弘隆

準優勝
佐々木　政彦

優勝
東原　　恵
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施
。
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
・
疑

問
点
等
も
出
て
、
改
善
の
余
地
あ
り
。

4
月
2
日　

第
43
回
西
讃
連
盟
定
期
総

会
が
、
三
豊
市
豊
中
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議
事
の
後
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
は
、
申
込
多

数
あ
り
。

4
月
24
日　

西
讃
連
盟
優
賞
者
決
定
大

会
が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
決
定
大
会
後
、
一
般
吟
詠
。
受

審
者
十
名
内
臥
風
流
入
賞
者
三
名
。

6
月
3
日　

執
行
部
会
が
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
日

を
決
め
る
。
西
讃
の
流
派
と
詩
舞
の
会

を
含
め
総
勢
四
十
五
名
申
込
。

6
月
11
日　

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
選
手

権
西
讃
予
選
大
会
が
、
三
豊
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
入
賞
者
二
十
六

名
内
臥
風
流
十
一
名
の
方
が
、
決
戦
大

会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

【
80
歳
以
上
の
部
】

　

宮
武
明
美（
本
山
）

【
79
歳
以
下
の
部
】

　

鈴
木
利
明（
大
野
原
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、
藤
田

美
貴
子（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、

11
月
27
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
開
催
。
近
年
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
本
大
会
も
70
歳
以
上
が

大
半
を
占
め
た
が
、
独
吟
・
連
吟
・
吟

詠
歌
謡
そ
し
て
剣
詩
舞
と
健
在
ぶ
り
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら

れ
る
と
元
気
を
も
ら
っ
た
大
会
で
も
あ

っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
の
会
員
が
気
楽
に
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
の
創
意
工
夫
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
人
数

の
減
少
の
歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
…

2
月
23
日　

西
讃
連
盟
常
任
理
事
会

が
、
観
音
寺
市
立
大
野
原
図
書
館
音
楽

室
で
開
催
。
新
執
行
部
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
二
年
間
だ
っ
た

が
、
長
年
の
西
讃
連
盟
の
改
善
点
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

3
月
27
日　

西
讃
連
盟
審
査
員
研
修
会

を
、
三
豊
市
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開

催
。
モ
デ
ル
吟
士
（
8
名
）
の
吟
詠
を

基
に
、
審
査
員
の
研
修
・
勉
強
会
を
実

わ
ら
ず
各
流
派
か
ら
、
絶
句
・
剣
詩

舞
・
吟
士
交
流
の
舞
・
律
詩
・
歌
謡
吟

詠
そ
し
て
、
八
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

「
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
再
演
な
ど
多
彩
で
、
プ
ロ
番
号

百
一
番
の
参
加
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
、
会
員
お
楽
し
み
の
来
賓
吟

士
先
生
の
構
成
吟
詠
。

☆
コ
ロ
ナ
禍　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

☆
奥
の
細
道　

〜
芭
蕉
紀
行
〜

　

お
二
方
の
迫
力
溢
れ
る
圧
巻
の
舞
台

に
余
韻
を
残
し
な
が
ら
閉
会
し
た
。

●
第
三
十
四
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

律
詩
吟
剣
詩
舞
道
大
会

で
の
33
名
、
そ
し
て
剣
詩
舞
12
名
の
総

数
57
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

受
審
者
に
は
、
5
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
先
生
方
か
ら
指
導
メ
モ
を
受
け
取

り
、
5
月
14
日
の
本
番
に
向
け
て
参
考

に
練
習
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
指
導
者
吟
詠
と
少
年
を
交
じ

え
た
剣
詩
舞
で
華
を
添
え
て
閉
会
し
た
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権

　
　
　
　
　

中
讃
地
区
予
選
大
会

6
月
5
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の

37
名
が
参
加
し
て
中
讃
地
区
予
選
大
会

が
行
わ
れ
、
各
部
門
か
ら
27
名
の
入
賞

者
が
決
定
し
た
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
79
歳
以
下
）

入　

賞　

御
厨
敏
江（
春
日
）、
荒
井
進

（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）、
大
野
忠

由（
昇
風
）、
中
山
和
子（
渓
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
十
二
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

8
月
24
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル
に
於

て
、
改
修
工
事
が
終
り
三
年
ぶ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

月
5
日
に
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
県
吟
士
権
大
会
へ
向
け
て
参
加
。

片
山
清
風
は
体
調
不
良
の
為
、
次
点
の

方
に
譲
り
ま
し
た
。

4
月
29
日　

第
四
十
八
回
令
和
四
年
度

総
会
を
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
に
て
児
島
公
民
館
の
講
座
支
援
を

頂
い
て
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）「
下
津
井
、

本
荘
、
福
田
、
児
島
」
各
練
習
会
の
運

営
で
短
歌
、
絶
句
、
律
詩
、
歌
謡
吟
、

を
二
段
の
方
か
ら
総
範
ま
で
力
を
入
れ

て
大
き
な
声
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
致

し
ま
し
た
。

5
月
15
日　

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡

山
県
大
会
が
倉
敷
市
児
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、一
般
二
部
で
杉
村
幸
風
、

一
般
三
部
で
森
康
風
、
片
山
清
風
3
名

が
入
賞
し
、
7
月
17
日
に
中
国
地
区
大

会（
廣
島
、
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
。
片
山
清
風
は
一
身
上
の
都
合
で
次

点
の
方
に
譲
り
ま
し
た
。

7
月
24
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
中

国
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
鷲
山
吟
詠
会
の
会
員
よ

り
六
名
の
世
話
役
が
運
営
に
協
力
、一
般

三
部
で
杉
村
幸
風
、
一
般
四
部
で
森
康

風
、
短
歌
の
部
で
小
仙
聰
風
が
入
賞
。

全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
23
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞
道
祭

が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
本
年
の
吟
道
祭
は
、
各
流
派
の
合

吟
は
、
取
り
止
め
る
も
、
八
月
十
一
日

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
合

吟
出
場
者
と
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
合
吟
は
、
出

演
者
の
中
か
ら
、
も
う
一
度
再
現
を
と

声
が
出
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

た
。
他
は
例
年
通
り
と
な
る
も
、
や
は

り
、
最
後
の
徳
田
寿
風
先
生
と
大
森
英

風
先
生
の
ご
出
演
は
、
西
讃
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回

は
音
響
の
具
合
が
悪
く
、
先
生
方
の
時

に
は
最
悪
状
態
で
し
た
が
、
お
二
人
の

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
凄
い

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。

4
月
17
日　

岡
山
県
吟
士
権
大
会
西
部

地
区
予
選
会
が
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ジ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
）
に
て
行
わ
れ

一
般
一
部
で
杉
村
幸
風
、
シ
ニ
ア
の
部

で
森
康
風
、
片
山
清
風
、
が
入
賞
。
6

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山
本
）、

藤
田
敏
雄（
鶴
風
）

7
月
4
日
〜
8
月
11
日　

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
を
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

各
会
派
で
練
習
後
、
合
同
練
習
（
四

回
）
を
す
る
。
日
頃
会
う
事
の
な
い
各

流
派
の
方
達
が
、
日
を
重
ね
る
毎
に
楽

し
そ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
、
練
習
す

る
。
中
に
は
、
合
吟
は
初
め
て
、
仕
方

を
知
ら
な
い
会
の
方
も
い
て
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
き
、

全
員
笑
顔
と
な
り
、
西
讃
連
盟
が
一
つ

に
な
っ
た
‼
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
感
謝
で
す
。

8
月
11
日　

穴
吹
学
園
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
練
習
の
時
以

上
に
前
を
向
き
、
揃
っ
て
歩
き
、
声
も

良
く
出
て
い
た
。
会
場
の
方
達
に
も
誉

め
て
頂
き
、
各
流
派
の
方
も
「
気
持
ち

よ
く
出
来
た
。」「
西
讃
連
盟
が
一
つ
に

な
り
、
行
事
を
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
欲
し

い
」
等
の
声
が
あ
り
、
良
か
っ
た
。
ま

た
、
十
月
二
十
三
日
の
西
讃
吟
道
祭

で
、
も
う
一
度
や
り
た
い
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
晴
風
友
の
会
男
子
二
名
、
女

子
七
名
参
加
。

定
し
た
。

【
吟
詠
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、

浅
井
能
延（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
森
博
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英

風
）、
立
川
正
史（
寿
風
）、
横
田
聡（
綾

南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、青
木
純
子

（
孝
風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
宮
本

修（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
吟
詠
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

準
優
勝　

堀
井　

勲（
津
田
）

準
優
勝　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

入　

賞　

溝
川
將
文（
孝
風
）、
堀
川
武

夫（
英
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
大

路
大
幸（
寿
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、
古

川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

園
田
公
子（
寿
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
田
中
啓
子（
寿
風
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

8
月
21
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
競
吟
九
十
九
名
、
自
由
吟
五

名
、
剣
詩
舞
十
九
名
が
参
加
し
て
、
残

暑
厳
し
い
折
り
で
は
あ
っ
た
が
熱
演
が

展
開
さ
れ
、
吟
詠
部
門
の
入
賞
者
が
決

第
三
位　

河
合　

博
一（
寿
風
）

入　

賞　

園
田
公
子（
寿
風
）、
竹
本
富

子（
簡
保
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、堀
川
武
夫（
英
風
）、

米
澤
都
子（
草
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
九
回
中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大

　

会
兼
一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

4
月
23
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
依

然
と
し
て
「
高
止
ま
り
」
の
中
、
吟

詠
・
詩
舞
を
合
わ
せ
て
、
81
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熱
戦
の
結
果
、

（
臥
風
流
の
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
80
歳
未
満
）

入　

賞　

谷
本
美
代
子（
飯
山
）、
荒
井

進（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

佐
々
木　

新
一（
渓
風
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）

●
第
十
八
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

4
月
24
日　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
当
番
の
満
濃
吟
詠
会
の

お
世
話
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
審
者
は
無
級
か
ら
師
範
ま
で
の
12

名
、
指
導
者
吟
詠
は
師
範
か
ら
総
範
ま

11
月
13
日　

第
四
十
九
回
令
和
四
年
度

文
化
祭
を
児
島
公
民
館
の
援
助
に
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
視
聴
覚
室
に
て
短

歌
九
題
、
今
回
は
倉
敷
市
吟
道
祭
出
吟

の
四
題
稽
古
を
重
ね
吟
じ
、
絶
句
・
律

詩
と
特
に
歌
謡
吟
に
多
く
出
吟
さ
れ
熱

心
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
安

田
美
風
さ
ん（
菊
水
流
）が
舞
い
、「
生

田
に
宿
す
」
を
小
仙
聰
風
が
吟
を
奏
で

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

12
月
4
日　

倉
敷
市
文

化
祭
中
心
行
事
。
特
に

今
年
は
倉
敷
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
大
会
と
倉
敷
市

に
よ
る
三
十
回
の
吟
剣

詩
舞
道
祭
を
兼
ね
盛
大

に
と
の
こ
と
で
市
の
教

育
委
員
会
特
に
伊
東
香

織
市
長
、
西
井
弘
人
文

化
連
盟
会
長
、
井
上
游

洲
岡
山
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
会
長
、
他
多
数

の
関
係
有
識
の
方
の
ご

来
場
を
得
ま
し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会
と
し
て

は
合
吟
に
男
子
「
富
士

山
」、
女
子「
菊
花
」、
企

画
吟
男
子「
富
嶽
」、
女

子
「
子
夜
呉
歌
」、
を
最

後
に「
鷲
羽
山
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
記

念
す
べ
き
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
2
5

名
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
臥
風
流
2
名
を
含

む
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

臥
風
流
2
名
の
方
も
、
し
っ
か
り
と

詠
わ
れ
た
が
、
今
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
お
二
方
と
も
、
ご
自
分

の
力
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
に

よ
る
構
成
吟
「
平
山
郁
夫
と
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
名
詩
へ
の
誘
い
」、「
華
麗
な
る
吟

と
舞
」、「
紅
白
剣
詩
舞
並
び
に
吟
詠
合

戦
」
な
ど
が
あ
り
、
私
も
構
成
吟
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
、
東
京
中
野
駅

周
辺
の
都
市
開
発
計
画
に
よ
り
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
回
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
の
で
、
吟
音

会
員
も
多
数
参
加
し
、
榊
原
舞
踊
団
に

よ
る
舞
も
、
尚
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
の
全
国
大
会
決
選

大
会
の
舞
台
は
、
十
一
月
五
日
大
阪
メ

ル
パ
ル
ク
で
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
、
香
川
県
予
選
は
、
九
月
十
日

（
日
）ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

6
月
19
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
各
流
派
か
ら
会
員
百
十
五
名
が

参
加
し
て
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
の
県
大
会
に
向
け
て
熱
吟
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
一
般
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

入　

賞　

清
川
芳
助（
寿
風
）、
森
啓
子

（
綾
南
）、
山
本
初
子（
満
濃
）、
森
博

子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
堀

合
正
健（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
細
川
節

子（
志
度
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英
風
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、
浜
﨑
清
美（
英

風
）、
橋
本
真
希（
孝
風
）、
片
山
辰
夫

（
英
風
）、
直
井
郁
子（
洸
風
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
山
地
英
文（
寿
風
）、

植
松
幸
子（
寿
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英

風
）、
藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、
小

田
孝
子（
寿
風
）、
小
河
聖（
悠
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

努
力
賞　

三
好　

昌
子 

（
ち
き
り
）

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

尾
）、
大
西
博
子（
本
山
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、森
博
子（
英
風
）、

大
西
節
子（
山
本
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、

松
川
吉
伸（
四
電
）、
橋
﨑
圭
子（
飯

山
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木

一
浩（
長
尾
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

準
優
勝　

鈴
木　

利
明（
大
野
原
）

第
三
位　

村
主　

房
子（
寿
風
）

敢
闘
賞　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

入　

賞　

大
野
利
勝（
寿
風
）、
小
田
孝

子（
寿
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
田
中
啓
子（
寿

風
）、
萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
藤

川
美
代
子（
悠
風
）、
山
地
花
枝（
三

渓
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
古
川
し

ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
赤
松
徳
子（
相

愛
）、
柏
野
和
美（
綾
南
陶
）、
堀
井

勲（
津
田
）、
鎌
田
保（
信
風
）
出
吟
順

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
伴
奏
の
尺
八
に
戸
惑
う

と
言
う
方
も
お
り
ま
す
が
、
尺
八
伴
奏

は
、
ご
自
分
の
声
、
節
調
が
自
由
に
活

か
せ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。

　

審
査
員
に
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟

詠
音
楽
会
副
会
長
平
賀
輝
山
先
生
（
広

島
）、
理
事
渡
邉
皇
洲
先
生
（
福
井
）、

理
事
八
代
光
晃
子
先
生（
宮
崎
）の
三
人

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
豆
島
摂
南
流
一
名
、

臥
風
流
二
名
。
第
三
部
鍛
冶
田
智
育
さ

ん
、
第
四
部
山
本
貴
子
さ
ん
が
、
十
二

月
四
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
全
国
決
選
大
会
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
全
国
決
選
大
会
で
は
、
ご
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
応

援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

（
○
印
は
全
国
決
選
大
会
出
場
者
）

【
第
三
部
】

　
　

（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

準
優
勝
○
鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

久
保　
　

仁（
玉
藻
）

入　

賞　

納
田
恭
子（
英
風
）、
立
川
正

史（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）、
木
太

和
代（
仏
生
山
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴

風
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
國
井
陽
子（
鶴

　

昨
年
九
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、
高

松
市
の
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
香
川
地
区
予

選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部

〜
第
五
部
に
九
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
全
国
大
会
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
若
い
世
代
の
方
が
少
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
吟
詠
時
間
も

二
分
で
、
皆
様
の
力
強
い
吟
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
は
、
今
年
度
は
、

臥
風
流
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
、
ホ
テ
ル
マ

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
徳
田
寿
風
大
会
実
行
委

員
長
始
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
と
臥

風
流
会
員
有
志
の
皆
様
が
あ
た
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
の
コ
ロ
ム
ビ
ア

香
川
地
区
予
選
会
は
、
九
月
十
日（
日
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
香
川
地
区
予
選
大
会

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

　
香
川
地
区
予
選
大
会

第三位
久保　　仁

準優勝
鈴木　利明

敢闘賞
玉川　壽美子

第三位
村主　房子

優勝
松川　吉伸

準優勝
鍛冶田　智育

優勝
木太　和代

準優勝
浦　　麻紀

第三位
直井　郁子
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施
。
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
・
疑

問
点
等
も
出
て
、
改
善
の
余
地
あ
り
。

4
月
2
日　

第
43
回
西
讃
連
盟
定
期
総

会
が
、
三
豊
市
豊
中
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議
事
の
後
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
は
、
申
込
多

数
あ
り
。

4
月
24
日　

西
讃
連
盟
優
賞
者
決
定
大

会
が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
決
定
大
会
後
、
一
般
吟
詠
。
受

審
者
十
名
内
臥
風
流
入
賞
者
三
名
。

6
月
3
日　

執
行
部
会
が
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
日

を
決
め
る
。
西
讃
の
流
派
と
詩
舞
の
会

を
含
め
総
勢
四
十
五
名
申
込
。

6
月
11
日　

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
選
手

権
西
讃
予
選
大
会
が
、
三
豊
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
入
賞
者
二
十
六

名
内
臥
風
流
十
一
名
の
方
が
、
決
戦
大

会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

【
80
歳
以
上
の
部
】

　

宮
武
明
美（
本
山
）

【
79
歳
以
下
の
部
】

　

鈴
木
利
明（
大
野
原
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、
藤
田

美
貴
子（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、

11
月
27
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
開
催
。
近
年
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
本
大
会
も
70
歳
以
上
が

大
半
を
占
め
た
が
、
独
吟
・
連
吟
・
吟

詠
歌
謡
そ
し
て
剣
詩
舞
と
健
在
ぶ
り
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら

れ
る
と
元
気
を
も
ら
っ
た
大
会
で
も
あ

っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
の
会
員
が
気
楽
に
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
の
創
意
工
夫
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
人
数

の
減
少
の
歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
…

2
月
23
日　

西
讃
連
盟
常
任
理
事
会

が
、
観
音
寺
市
立
大
野
原
図
書
館
音
楽

室
で
開
催
。
新
執
行
部
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
二
年
間
だ
っ
た

が
、
長
年
の
西
讃
連
盟
の
改
善
点
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

3
月
27
日　

西
讃
連
盟
審
査
員
研
修
会

を
、
三
豊
市
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開

催
。
モ
デ
ル
吟
士
（
8
名
）
の
吟
詠
を

基
に
、
審
査
員
の
研
修
・
勉
強
会
を
実

わ
ら
ず
各
流
派
か
ら
、
絶
句
・
剣
詩

舞
・
吟
士
交
流
の
舞
・
律
詩
・
歌
謡
吟

詠
そ
し
て
、
八
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

「
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
再
演
な
ど
多
彩
で
、
プ
ロ
番
号

百
一
番
の
参
加
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
、
会
員
お
楽
し
み
の
来
賓
吟

士
先
生
の
構
成
吟
詠
。

☆
コ
ロ
ナ
禍　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

☆
奥
の
細
道　

〜
芭
蕉
紀
行
〜

　

お
二
方
の
迫
力
溢
れ
る
圧
巻
の
舞
台

に
余
韻
を
残
し
な
が
ら
閉
会
し
た
。

●
第
三
十
四
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

律
詩
吟
剣
詩
舞
道
大
会

で
の
33
名
、
そ
し
て
剣
詩
舞
12
名
の
総

数
57
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

受
審
者
に
は
、
5
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
先
生
方
か
ら
指
導
メ
モ
を
受
け
取

り
、
5
月
14
日
の
本
番
に
向
け
て
参
考

に
練
習
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
指
導
者
吟
詠
と
少
年
を
交
じ

え
た
剣
詩
舞
で
華
を
添
え
て
閉
会
し
た
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権

　
　
　
　
　

中
讃
地
区
予
選
大
会

6
月
5
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の

37
名
が
参
加
し
て
中
讃
地
区
予
選
大
会

が
行
わ
れ
、
各
部
門
か
ら
27
名
の
入
賞

者
が
決
定
し
た
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
79
歳
以
下
）

入　

賞　

御
厨
敏
江（
春
日
）、
荒
井
進

（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）、
大
野
忠

由（
昇
風
）、
中
山
和
子（
渓
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
十
二
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

8
月
24
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル
に
於

て
、
改
修
工
事
が
終
り
三
年
ぶ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

月
5
日
に
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
県
吟
士
権
大
会
へ
向
け
て
参
加
。

片
山
清
風
は
体
調
不
良
の
為
、
次
点
の

方
に
譲
り
ま
し
た
。

4
月
29
日　

第
四
十
八
回
令
和
四
年
度

総
会
を
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
に
て
児
島
公
民
館
の
講
座
支
援
を

頂
い
て
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）「
下
津
井
、

本
荘
、
福
田
、
児
島
」
各
練
習
会
の
運

営
で
短
歌
、
絶
句
、
律
詩
、
歌
謡
吟
、

を
二
段
の
方
か
ら
総
範
ま
で
力
を
入
れ

て
大
き
な
声
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
致

し
ま
し
た
。

5
月
15
日　

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡

山
県
大
会
が
倉
敷
市
児
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、一
般
二
部
で
杉
村
幸
風
、

一
般
三
部
で
森
康
風
、
片
山
清
風
3
名

が
入
賞
し
、
7
月
17
日
に
中
国
地
区
大

会（
廣
島
、
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
。
片
山
清
風
は
一
身
上
の
都
合
で
次

点
の
方
に
譲
り
ま
し
た
。

7
月
24
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
中

国
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
鷲
山
吟
詠
会
の
会
員
よ

り
六
名
の
世
話
役
が
運
営
に
協
力
、一
般

三
部
で
杉
村
幸
風
、
一
般
四
部
で
森
康

風
、
短
歌
の
部
で
小
仙
聰
風
が
入
賞
。

全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
23
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞
道
祭

が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
本
年
の
吟
道
祭
は
、
各
流
派
の
合

吟
は
、
取
り
止
め
る
も
、
八
月
十
一
日

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
合

吟
出
場
者
と
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
合
吟
は
、
出

演
者
の
中
か
ら
、
も
う
一
度
再
現
を
と

声
が
出
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

た
。
他
は
例
年
通
り
と
な
る
も
、
や
は

り
、
最
後
の
徳
田
寿
風
先
生
と
大
森
英

風
先
生
の
ご
出
演
は
、
西
讃
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回

は
音
響
の
具
合
が
悪
く
、
先
生
方
の
時

に
は
最
悪
状
態
で
し
た
が
、
お
二
人
の

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
凄
い

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。

4
月
17
日　

岡
山
県
吟
士
権
大
会
西
部

地
区
予
選
会
が
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ジ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
）
に
て
行
わ
れ

一
般
一
部
で
杉
村
幸
風
、
シ
ニ
ア
の
部

で
森
康
風
、
片
山
清
風
、
が
入
賞
。
6

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山
本
）、

藤
田
敏
雄（
鶴
風
）

7
月
4
日
〜
8
月
11
日　

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
を
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

各
会
派
で
練
習
後
、
合
同
練
習
（
四

回
）
を
す
る
。
日
頃
会
う
事
の
な
い
各

流
派
の
方
達
が
、
日
を
重
ね
る
毎
に
楽

し
そ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
、
練
習
す

る
。
中
に
は
、
合
吟
は
初
め
て
、
仕
方

を
知
ら
な
い
会
の
方
も
い
て
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
き
、

全
員
笑
顔
と
な
り
、
西
讃
連
盟
が
一
つ

に
な
っ
た
‼
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
感
謝
で
す
。

8
月
11
日　

穴
吹
学
園
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
練
習
の
時
以

上
に
前
を
向
き
、
揃
っ
て
歩
き
、
声
も

良
く
出
て
い
た
。
会
場
の
方
達
に
も
誉

め
て
頂
き
、
各
流
派
の
方
も
「
気
持
ち

よ
く
出
来
た
。」「
西
讃
連
盟
が
一
つ
に

な
り
、
行
事
を
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
欲
し

い
」
等
の
声
が
あ
り
、
良
か
っ
た
。
ま

た
、
十
月
二
十
三
日
の
西
讃
吟
道
祭

で
、
も
う
一
度
や
り
た
い
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
晴
風
友
の
会
男
子
二
名
、
女

子
七
名
参
加
。

定
し
た
。

【
吟
詠
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、

浅
井
能
延（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
森
博
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英

風
）、
立
川
正
史（
寿
風
）、
横
田
聡（
綾

南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、青
木
純
子

（
孝
風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
宮
本

修（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
吟
詠
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

準
優
勝　

堀
井　

勲（
津
田
）

準
優
勝　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

入　

賞　

溝
川
將
文（
孝
風
）、
堀
川
武

夫（
英
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
大

路
大
幸（
寿
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、
古

川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

園
田
公
子（
寿
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
田
中
啓
子（
寿
風
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

8
月
21
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
競
吟
九
十
九
名
、
自
由
吟
五

名
、
剣
詩
舞
十
九
名
が
参
加
し
て
、
残

暑
厳
し
い
折
り
で
は
あ
っ
た
が
熱
演
が

展
開
さ
れ
、
吟
詠
部
門
の
入
賞
者
が
決

第
三
位　

河
合　

博
一（
寿
風
）

入　

賞　

園
田
公
子（
寿
風
）、
竹
本
富

子（
簡
保
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、堀
川
武
夫（
英
風
）、

米
澤
都
子（
草
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
九
回
中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大

　

会
兼
一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

4
月
23
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
依

然
と
し
て
「
高
止
ま
り
」
の
中
、
吟

詠
・
詩
舞
を
合
わ
せ
て
、
81
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熱
戦
の
結
果
、

（
臥
風
流
の
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
80
歳
未
満
）

入　

賞　

谷
本
美
代
子（
飯
山
）、
荒
井

進（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

佐
々
木　

新
一（
渓
風
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）

●
第
十
八
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

4
月
24
日　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
当
番
の
満
濃
吟
詠
会
の

お
世
話
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
審
者
は
無
級
か
ら
師
範
ま
で
の
12

名
、
指
導
者
吟
詠
は
師
範
か
ら
総
範
ま

11
月
13
日　

第
四
十
九
回
令
和
四
年
度

文
化
祭
を
児
島
公
民
館
の
援
助
に
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
視
聴
覚
室
に
て
短

歌
九
題
、
今
回
は
倉
敷
市
吟
道
祭
出
吟

の
四
題
稽
古
を
重
ね
吟
じ
、
絶
句
・
律

詩
と
特
に
歌
謡
吟
に
多
く
出
吟
さ
れ
熱

心
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
安

田
美
風
さ
ん（
菊
水
流
）が
舞
い
、「
生

田
に
宿
す
」
を
小
仙
聰
風
が
吟
を
奏
で

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

12
月
4
日　

倉
敷
市
文

化
祭
中
心
行
事
。
特
に

今
年
は
倉
敷
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
大
会
と
倉
敷
市

に
よ
る
三
十
回
の
吟
剣

詩
舞
道
祭
を
兼
ね
盛
大

に
と
の
こ
と
で
市
の
教

育
委
員
会
特
に
伊
東
香

織
市
長
、
西
井
弘
人
文

化
連
盟
会
長
、
井
上
游

洲
岡
山
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
会
長
、
他
多
数

の
関
係
有
識
の
方
の
ご

来
場
を
得
ま
し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会
と
し
て

は
合
吟
に
男
子
「
富
士

山
」、
女
子「
菊
花
」、
企

画
吟
男
子「
富
嶽
」、
女

子
「
子
夜
呉
歌
」、
を
最

後
に「
鷲
羽
山
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
記

念
す
べ
き
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
2
5

名
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
臥
風
流
2
名
を
含

む
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

臥
風
流
2
名
の
方
も
、
し
っ
か
り
と

詠
わ
れ
た
が
、
今
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
お
二
方
と
も
、
ご
自
分

の
力
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
に

よ
る
構
成
吟
「
平
山
郁
夫
と
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
名
詩
へ
の
誘
い
」、「
華
麗
な
る
吟

と
舞
」、「
紅
白
剣
詩
舞
並
び
に
吟
詠
合

戦
」
な
ど
が
あ
り
、
私
も
構
成
吟
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
、
東
京
中
野
駅

周
辺
の
都
市
開
発
計
画
に
よ
り
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
回
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
の
で
、
吟
音

会
員
も
多
数
参
加
し
、
榊
原
舞
踊
団
に

よ
る
舞
も
、
尚
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
の
全
国
大
会
決
選

大
会
の
舞
台
は
、
十
一
月
五
日
大
阪
メ

ル
パ
ル
ク
で
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
、
香
川
県
予
選
は
、
九
月
十
日

（
日
）ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

6
月
19
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
各
流
派
か
ら
会
員
百
十
五
名
が

参
加
し
て
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
の
県
大
会
に
向
け
て
熱
吟
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
一
般
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

入　

賞　

清
川
芳
助（
寿
風
）、
森
啓
子

（
綾
南
）、
山
本
初
子（
満
濃
）、
森
博

子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
堀

合
正
健（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
細
川
節

子（
志
度
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英
風
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、
浜
﨑
清
美（
英

風
）、
橋
本
真
希（
孝
風
）、
片
山
辰
夫

（
英
風
）、
直
井
郁
子（
洸
風
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
山
地
英
文（
寿
風
）、

植
松
幸
子（
寿
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英

風
）、
藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、
小

田
孝
子（
寿
風
）、
小
河
聖（
悠
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

努
力
賞　

三
好　

昌
子 

（
ち
き
り
）

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

尾
）、
大
西
博
子（
本
山
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、森
博
子（
英
風
）、

大
西
節
子（
山
本
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、

松
川
吉
伸（
四
電
）、
橋
﨑
圭
子（
飯

山
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木

一
浩（
長
尾
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

準
優
勝　

鈴
木　

利
明（
大
野
原
）

第
三
位　

村
主　

房
子（
寿
風
）

敢
闘
賞　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

入　

賞　

大
野
利
勝（
寿
風
）、
小
田
孝

子（
寿
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
田
中
啓
子（
寿

風
）、
萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
藤

川
美
代
子（
悠
風
）、
山
地
花
枝（
三

渓
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
古
川
し

ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
赤
松
徳
子（
相

愛
）、
柏
野
和
美（
綾
南
陶
）、
堀
井

勲（
津
田
）、
鎌
田
保（
信
風
）
出
吟
順

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
伴
奏
の
尺
八
に
戸
惑
う

と
言
う
方
も
お
り
ま
す
が
、
尺
八
伴
奏

は
、
ご
自
分
の
声
、
節
調
が
自
由
に
活

か
せ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。

　

審
査
員
に
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟

詠
音
楽
会
副
会
長
平
賀
輝
山
先
生
（
広

島
）、
理
事
渡
邉
皇
洲
先
生
（
福
井
）、

理
事
八
代
光
晃
子
先
生（
宮
崎
）の
三
人

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
豆
島
摂
南
流
一
名
、

臥
風
流
二
名
。
第
三
部
鍛
冶
田
智
育
さ

ん
、
第
四
部
山
本
貴
子
さ
ん
が
、
十
二

月
四
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
全
国
決
選
大
会
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
全
国
決
選
大
会
で
は
、
ご
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
応

援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

（
○
印
は
全
国
決
選
大
会
出
場
者
）

【
第
三
部
】

　
　

（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

準
優
勝
○
鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

久
保　
　

仁（
玉
藻
）

入　

賞　

納
田
恭
子（
英
風
）、
立
川
正

史（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）、
木
太

和
代（
仏
生
山
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴

風
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
國
井
陽
子（
鶴

　

昨
年
九
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、
高

松
市
の
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
香
川
地
区
予

選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部

〜
第
五
部
に
九
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
全
国
大
会
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
若
い
世
代
の
方
が
少
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
吟
詠
時
間
も

二
分
で
、
皆
様
の
力
強
い
吟
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
は
、
今
年
度
は
、

臥
風
流
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
、
ホ
テ
ル
マ

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
徳
田
寿
風
大
会
実
行
委

員
長
始
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
と
臥

風
流
会
員
有
志
の
皆
様
が
あ
た
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
の
コ
ロ
ム
ビ
ア

香
川
地
区
予
選
会
は
、
九
月
十
日（
日
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

香
川
県
事
務
局　

安
藤　

鶴
風

第
五
十
八
回

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国

　

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
・

　

全
国
名
流
大
会
に
参
加
し
て

第
五
十
八
回

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国

　

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
大
会
・

　

全
国
名
流
大
会
に
参
加
し
て

通
信
員　

定
國　

伯
風

東
讃
地
区
だ
よ
り

東
讃
地
区
だ
よ
り

東
讃
地
区
だ
よ
り

八代光晃子先生、第四部優勝山本貴子、平賀輝山先生、
　　　　　　　　　　　　　第三部準優勝　鍛冶田智育、渡邉皇洲先生

優勝
東原　　恵

第三位
池田　弘隆

準優勝
松川　吉伸

⒅詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号2023年（令和5年）2月10日



施
。
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
・
疑

問
点
等
も
出
て
、
改
善
の
余
地
あ
り
。

4
月
2
日　

第
43
回
西
讃
連
盟
定
期
総

会
が
、
三
豊
市
豊
中
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議
事
の
後
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
は
、
申
込
多

数
あ
り
。

4
月
24
日　

西
讃
連
盟
優
賞
者
決
定
大

会
が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
決
定
大
会
後
、
一
般
吟
詠
。
受

審
者
十
名
内
臥
風
流
入
賞
者
三
名
。

6
月
3
日　

執
行
部
会
が
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
日

を
決
め
る
。
西
讃
の
流
派
と
詩
舞
の
会

を
含
め
総
勢
四
十
五
名
申
込
。

6
月
11
日　

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
選
手

権
西
讃
予
選
大
会
が
、
三
豊
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
入
賞
者
二
十
六

名
内
臥
風
流
十
一
名
の
方
が
、
決
戦
大

会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

【
80
歳
以
上
の
部
】

　

宮
武
明
美（
本
山
）

【
79
歳
以
下
の
部
】

　

鈴
木
利
明（
大
野
原
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、
藤
田

美
貴
子（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、

11
月
27
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
開
催
。
近
年
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
本
大
会
も
70
歳
以
上
が

大
半
を
占
め
た
が
、
独
吟
・
連
吟
・
吟

詠
歌
謡
そ
し
て
剣
詩
舞
と
健
在
ぶ
り
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら

れ
る
と
元
気
を
も
ら
っ
た
大
会
で
も
あ

っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
の
会
員
が
気
楽
に
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
の
創
意
工
夫
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
人
数

の
減
少
の
歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
…

2
月
23
日　

西
讃
連
盟
常
任
理
事
会

が
、
観
音
寺
市
立
大
野
原
図
書
館
音
楽

室
で
開
催
。
新
執
行
部
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
二
年
間
だ
っ
た

が
、
長
年
の
西
讃
連
盟
の
改
善
点
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

3
月
27
日　

西
讃
連
盟
審
査
員
研
修
会

を
、
三
豊
市
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開

催
。
モ
デ
ル
吟
士
（
8
名
）
の
吟
詠
を

基
に
、
審
査
員
の
研
修
・
勉
強
会
を
実

わ
ら
ず
各
流
派
か
ら
、
絶
句
・
剣
詩

舞
・
吟
士
交
流
の
舞
・
律
詩
・
歌
謡
吟

詠
そ
し
て
、
八
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

「
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
再
演
な
ど
多
彩
で
、
プ
ロ
番
号

百
一
番
の
参
加
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
、
会
員
お
楽
し
み
の
来
賓
吟

士
先
生
の
構
成
吟
詠
。

☆
コ
ロ
ナ
禍　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

☆
奥
の
細
道　

〜
芭
蕉
紀
行
〜

　

お
二
方
の
迫
力
溢
れ
る
圧
巻
の
舞
台

に
余
韻
を
残
し
な
が
ら
閉
会
し
た
。

●
第
三
十
四
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

律
詩
吟
剣
詩
舞
道
大
会

で
の
33
名
、
そ
し
て
剣
詩
舞
12
名
の
総

数
57
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

受
審
者
に
は
、
5
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
先
生
方
か
ら
指
導
メ
モ
を
受
け
取

り
、
5
月
14
日
の
本
番
に
向
け
て
参
考

に
練
習
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
指
導
者
吟
詠
と
少
年
を
交
じ

え
た
剣
詩
舞
で
華
を
添
え
て
閉
会
し
た
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権

　
　
　
　
　

中
讃
地
区
予
選
大
会

6
月
5
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の

37
名
が
参
加
し
て
中
讃
地
区
予
選
大
会

が
行
わ
れ
、
各
部
門
か
ら
27
名
の
入
賞

者
が
決
定
し
た
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
79
歳
以
下
）

入　

賞　

御
厨
敏
江（
春
日
）、
荒
井
進

（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）、
大
野
忠

由（
昇
風
）、
中
山
和
子（
渓
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
十
二
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

8
月
24
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル
に
於

て
、
改
修
工
事
が
終
り
三
年
ぶ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

月
5
日
に
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
県
吟
士
権
大
会
へ
向
け
て
参
加
。

片
山
清
風
は
体
調
不
良
の
為
、
次
点
の

方
に
譲
り
ま
し
た
。

4
月
29
日　

第
四
十
八
回
令
和
四
年
度

総
会
を
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
に
て
児
島
公
民
館
の
講
座
支
援
を

頂
い
て
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）「
下
津
井
、

本
荘
、
福
田
、
児
島
」
各
練
習
会
の
運

営
で
短
歌
、
絶
句
、
律
詩
、
歌
謡
吟
、

を
二
段
の
方
か
ら
総
範
ま
で
力
を
入
れ

て
大
き
な
声
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
致

し
ま
し
た
。

5
月
15
日　

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡

山
県
大
会
が
倉
敷
市
児
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、一
般
二
部
で
杉
村
幸
風
、

一
般
三
部
で
森
康
風
、
片
山
清
風
3
名

が
入
賞
し
、
7
月
17
日
に
中
国
地
区
大

会（
廣
島
、
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
。
片
山
清
風
は
一
身
上
の
都
合
で
次

点
の
方
に
譲
り
ま
し
た
。

7
月
24
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
中

国
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
鷲
山
吟
詠
会
の
会
員
よ

り
六
名
の
世
話
役
が
運
営
に
協
力
、一
般

三
部
で
杉
村
幸
風
、
一
般
四
部
で
森
康

風
、
短
歌
の
部
で
小
仙
聰
風
が
入
賞
。

全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
23
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞
道
祭

が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
本
年
の
吟
道
祭
は
、
各
流
派
の
合

吟
は
、
取
り
止
め
る
も
、
八
月
十
一
日

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
合

吟
出
場
者
と
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
合
吟
は
、
出

演
者
の
中
か
ら
、
も
う
一
度
再
現
を
と

声
が
出
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

た
。
他
は
例
年
通
り
と
な
る
も
、
や
は

り
、
最
後
の
徳
田
寿
風
先
生
と
大
森
英

風
先
生
の
ご
出
演
は
、
西
讃
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回

は
音
響
の
具
合
が
悪
く
、
先
生
方
の
時

に
は
最
悪
状
態
で
し
た
が
、
お
二
人
の

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
凄
い

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。

4
月
17
日　

岡
山
県
吟
士
権
大
会
西
部

地
区
予
選
会
が
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ジ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
）
に
て
行
わ
れ

一
般
一
部
で
杉
村
幸
風
、
シ
ニ
ア
の
部

で
森
康
風
、
片
山
清
風
、
が
入
賞
。
6

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山
本
）、

藤
田
敏
雄（
鶴
風
）

7
月
4
日
〜
8
月
11
日　

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
を
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

各
会
派
で
練
習
後
、
合
同
練
習
（
四

回
）
を
す
る
。
日
頃
会
う
事
の
な
い
各

流
派
の
方
達
が
、
日
を
重
ね
る
毎
に
楽

し
そ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
、
練
習
す

る
。
中
に
は
、
合
吟
は
初
め
て
、
仕
方

を
知
ら
な
い
会
の
方
も
い
て
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
き
、

全
員
笑
顔
と
な
り
、
西
讃
連
盟
が
一
つ

に
な
っ
た
‼
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
感
謝
で
す
。

8
月
11
日　

穴
吹
学
園
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
練
習
の
時
以

上
に
前
を
向
き
、
揃
っ
て
歩
き
、
声
も

良
く
出
て
い
た
。
会
場
の
方
達
に
も
誉

め
て
頂
き
、
各
流
派
の
方
も
「
気
持
ち

よ
く
出
来
た
。」「
西
讃
連
盟
が
一
つ
に

な
り
、
行
事
を
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
欲
し

い
」
等
の
声
が
あ
り
、
良
か
っ
た
。
ま

た
、
十
月
二
十
三
日
の
西
讃
吟
道
祭

で
、
も
う
一
度
や
り
た
い
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
晴
風
友
の
会
男
子
二
名
、
女

子
七
名
参
加
。

定
し
た
。

【
吟
詠
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、

浅
井
能
延（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
森
博
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英

風
）、
立
川
正
史（
寿
風
）、
横
田
聡（
綾

南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、青
木
純
子

（
孝
風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
宮
本

修（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
吟
詠
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

準
優
勝　

堀
井　

勲（
津
田
）

準
優
勝　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

入　

賞　

溝
川
將
文（
孝
風
）、
堀
川
武

夫（
英
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
大

路
大
幸（
寿
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、
古

川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

園
田
公
子（
寿
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
田
中
啓
子（
寿
風
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

8
月
21
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
競
吟
九
十
九
名
、
自
由
吟
五

名
、
剣
詩
舞
十
九
名
が
参
加
し
て
、
残

暑
厳
し
い
折
り
で
は
あ
っ
た
が
熱
演
が

展
開
さ
れ
、
吟
詠
部
門
の
入
賞
者
が
決

第
三
位　

河
合　

博
一（
寿
風
）

入　

賞　

園
田
公
子（
寿
風
）、
竹
本
富

子（
簡
保
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、堀
川
武
夫（
英
風
）、

米
澤
都
子（
草
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
九
回
中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大

　

会
兼
一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

4
月
23
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
依

然
と
し
て
「
高
止
ま
り
」
の
中
、
吟

詠
・
詩
舞
を
合
わ
せ
て
、
81
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熱
戦
の
結
果
、

（
臥
風
流
の
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
80
歳
未
満
）

入　

賞　

谷
本
美
代
子（
飯
山
）、
荒
井

進（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

佐
々
木　

新
一（
渓
風
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）

●
第
十
八
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

4
月
24
日　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
当
番
の
満
濃
吟
詠
会
の

お
世
話
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
審
者
は
無
級
か
ら
師
範
ま
で
の
12

名
、
指
導
者
吟
詠
は
師
範
か
ら
総
範
ま

11
月
13
日　

第
四
十
九
回
令
和
四
年
度

文
化
祭
を
児
島
公
民
館
の
援
助
に
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
視
聴
覚
室
に
て
短

歌
九
題
、
今
回
は
倉
敷
市
吟
道
祭
出
吟

の
四
題
稽
古
を
重
ね
吟
じ
、
絶
句
・
律

詩
と
特
に
歌
謡
吟
に
多
く
出
吟
さ
れ
熱

心
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
安

田
美
風
さ
ん（
菊
水
流
）が
舞
い
、「
生

田
に
宿
す
」
を
小
仙
聰
風
が
吟
を
奏
で

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

12
月
4
日　

倉
敷
市
文

化
祭
中
心
行
事
。
特
に

今
年
は
倉
敷
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
大
会
と
倉
敷
市

に
よ
る
三
十
回
の
吟
剣

詩
舞
道
祭
を
兼
ね
盛
大

に
と
の
こ
と
で
市
の
教

育
委
員
会
特
に
伊
東
香

織
市
長
、
西
井
弘
人
文

化
連
盟
会
長
、
井
上
游

洲
岡
山
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
会
長
、
他
多
数

の
関
係
有
識
の
方
の
ご

来
場
を
得
ま
し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会
と
し
て

は
合
吟
に
男
子
「
富
士

山
」、
女
子「
菊
花
」、
企

画
吟
男
子「
富
嶽
」、
女

子
「
子
夜
呉
歌
」、
を
最

後
に「
鷲
羽
山
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
記

念
す
べ
き
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
2
5

名
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
臥
風
流
2
名
を
含

む
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

臥
風
流
2
名
の
方
も
、
し
っ
か
り
と

詠
わ
れ
た
が
、
今
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
お
二
方
と
も
、
ご
自
分

の
力
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
に

よ
る
構
成
吟
「
平
山
郁
夫
と
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
名
詩
へ
の
誘
い
」、「
華
麗
な
る
吟

と
舞
」、「
紅
白
剣
詩
舞
並
び
に
吟
詠
合

戦
」
な
ど
が
あ
り
、
私
も
構
成
吟
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
、
東
京
中
野
駅

周
辺
の
都
市
開
発
計
画
に
よ
り
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
回
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
の
で
、
吟
音

会
員
も
多
数
参
加
し
、
榊
原
舞
踊
団
に

よ
る
舞
も
、
尚
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
の
全
国
大
会
決
選

大
会
の
舞
台
は
、
十
一
月
五
日
大
阪
メ

ル
パ
ル
ク
で
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
、
香
川
県
予
選
は
、
九
月
十
日

（
日
）ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

6
月
19
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
各
流
派
か
ら
会
員
百
十
五
名
が

参
加
し
て
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
の
県
大
会
に
向
け
て
熱
吟
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
一
般
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

入　

賞　

清
川
芳
助（
寿
風
）、
森
啓
子

（
綾
南
）、
山
本
初
子（
満
濃
）、
森
博

子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
堀

合
正
健（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
細
川
節

子（
志
度
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英
風
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、
浜
﨑
清
美（
英

風
）、
橋
本
真
希（
孝
風
）、
片
山
辰
夫

（
英
風
）、
直
井
郁
子（
洸
風
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
山
地
英
文（
寿
風
）、

植
松
幸
子（
寿
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英

風
）、
藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、
小

田
孝
子（
寿
風
）、
小
河
聖（
悠
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

努
力
賞　

三
好　

昌
子 

（
ち
き
り
）

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

尾
）、
大
西
博
子（
本
山
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、森
博
子（
英
風
）、

大
西
節
子（
山
本
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、

松
川
吉
伸（
四
電
）、
橋
﨑
圭
子（
飯

山
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木

一
浩（
長
尾
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

準
優
勝　

鈴
木　

利
明（
大
野
原
）

第
三
位　

村
主　

房
子（
寿
風
）

敢
闘
賞　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

入　

賞　

大
野
利
勝（
寿
風
）、
小
田
孝

子（
寿
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
田
中
啓
子（
寿

風
）、
萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
藤

川
美
代
子（
悠
風
）、
山
地
花
枝（
三

渓
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
古
川
し

ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
赤
松
徳
子（
相

愛
）、
柏
野
和
美（
綾
南
陶
）、
堀
井

勲（
津
田
）、
鎌
田
保（
信
風
）
出
吟
順

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
伴
奏
の
尺
八
に
戸
惑
う

と
言
う
方
も
お
り
ま
す
が
、
尺
八
伴
奏

は
、
ご
自
分
の
声
、
節
調
が
自
由
に
活

か
せ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。

　

審
査
員
に
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟

詠
音
楽
会
副
会
長
平
賀
輝
山
先
生
（
広

島
）、
理
事
渡
邉
皇
洲
先
生
（
福
井
）、

理
事
八
代
光
晃
子
先
生（
宮
崎
）の
三
人

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
豆
島
摂
南
流
一
名
、

臥
風
流
二
名
。
第
三
部
鍛
冶
田
智
育
さ

ん
、
第
四
部
山
本
貴
子
さ
ん
が
、
十
二

月
四
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
全
国
決
選
大
会
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
全
国
決
選
大
会
で
は
、
ご
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
応

援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

（
○
印
は
全
国
決
選
大
会
出
場
者
）

【
第
三
部
】

　
　

（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

準
優
勝
○
鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

久
保　
　

仁（
玉
藻
）

入　

賞　

納
田
恭
子（
英
風
）、
立
川
正

史（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）、
木
太

和
代（
仏
生
山
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴

風
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
國
井
陽
子（
鶴

　

昨
年
九
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、
高

松
市
の
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
香
川
地
区
予

選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部

〜
第
五
部
に
九
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
全
国
大
会
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
若
い
世
代
の
方
が
少
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
吟
詠
時
間
も

二
分
で
、
皆
様
の
力
強
い
吟
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
は
、
今
年
度
は
、

臥
風
流
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
、
ホ
テ
ル
マ

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
徳
田
寿
風
大
会
実
行
委

員
長
始
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
と
臥

風
流
会
員
有
志
の
皆
様
が
あ
た
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
の
コ
ロ
ム
ビ
ア

香
川
地
区
予
選
会
は
、
九
月
十
日（
日
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

通
信
員　

飯
田　

將
風

中
讃
地
区
だ
よ
り

中
讃
地
区
だ
よ
り

中
讃
地
区
だ
よ
り

優勝
鈴木　幹男

第三位
柏野　和美

準優勝
藤川　美代子

準優勝
小泉　眞砂子

第三位
木太　和代

優勝
藤井　チナコ

第三位
河合　博一

準優勝
堀井　　勲

優勝
佐々木　新一

⒆ 詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号　2023年（令和5年）2月10日



施
。
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
・
疑

問
点
等
も
出
て
、
改
善
の
余
地
あ
り
。

4
月
2
日　

第
43
回
西
讃
連
盟
定
期
総

会
が
、
三
豊
市
豊
中
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議
事
の
後
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
は
、
申
込
多

数
あ
り
。

4
月
24
日　

西
讃
連
盟
優
賞
者
決
定
大

会
が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
決
定
大
会
後
、
一
般
吟
詠
。
受

審
者
十
名
内
臥
風
流
入
賞
者
三
名
。

6
月
3
日　

執
行
部
会
が
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
日

を
決
め
る
。
西
讃
の
流
派
と
詩
舞
の
会

を
含
め
総
勢
四
十
五
名
申
込
。

6
月
11
日　

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
選
手

権
西
讃
予
選
大
会
が
、
三
豊
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
入
賞
者
二
十
六

名
内
臥
風
流
十
一
名
の
方
が
、
決
戦
大

会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

【
80
歳
以
上
の
部
】

　

宮
武
明
美（
本
山
）

【
79
歳
以
下
の
部
】

　

鈴
木
利
明（
大
野
原
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、
藤
田

美
貴
子（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、

11
月
27
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
開
催
。
近
年
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
本
大
会
も
70
歳
以
上
が

大
半
を
占
め
た
が
、
独
吟
・
連
吟
・
吟

詠
歌
謡
そ
し
て
剣
詩
舞
と
健
在
ぶ
り
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら

れ
る
と
元
気
を
も
ら
っ
た
大
会
で
も
あ

っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
の
会
員
が
気
楽
に
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
の
創
意
工
夫
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
人
数

の
減
少
の
歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
…

2
月
23
日　

西
讃
連
盟
常
任
理
事
会

が
、
観
音
寺
市
立
大
野
原
図
書
館
音
楽

室
で
開
催
。
新
執
行
部
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
二
年
間
だ
っ
た

が
、
長
年
の
西
讃
連
盟
の
改
善
点
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

3
月
27
日　

西
讃
連
盟
審
査
員
研
修
会

を
、
三
豊
市
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開

催
。
モ
デ
ル
吟
士
（
8
名
）
の
吟
詠
を

基
に
、
審
査
員
の
研
修
・
勉
強
会
を
実

わ
ら
ず
各
流
派
か
ら
、
絶
句
・
剣
詩

舞
・
吟
士
交
流
の
舞
・
律
詩
・
歌
謡
吟

詠
そ
し
て
、
八
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

「
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
再
演
な
ど
多
彩
で
、
プ
ロ
番
号

百
一
番
の
参
加
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
、
会
員
お
楽
し
み
の
来
賓
吟

士
先
生
の
構
成
吟
詠
。

☆
コ
ロ
ナ
禍　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

☆
奥
の
細
道　

〜
芭
蕉
紀
行
〜

　

お
二
方
の
迫
力
溢
れ
る
圧
巻
の
舞
台

に
余
韻
を
残
し
な
が
ら
閉
会
し
た
。

●
第
三
十
四
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

律
詩
吟
剣
詩
舞
道
大
会

で
の
33
名
、
そ
し
て
剣
詩
舞
12
名
の
総

数
57
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

受
審
者
に
は
、
5
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
先
生
方
か
ら
指
導
メ
モ
を
受
け
取

り
、
5
月
14
日
の
本
番
に
向
け
て
参
考

に
練
習
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
指
導
者
吟
詠
と
少
年
を
交
じ

え
た
剣
詩
舞
で
華
を
添
え
て
閉
会
し
た
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権

　
　
　
　
　

中
讃
地
区
予
選
大
会

6
月
5
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の

37
名
が
参
加
し
て
中
讃
地
区
予
選
大
会

が
行
わ
れ
、
各
部
門
か
ら
27
名
の
入
賞

者
が
決
定
し
た
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
79
歳
以
下
）

入　

賞　

御
厨
敏
江（
春
日
）、
荒
井
進

（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）、
大
野
忠

由（
昇
風
）、
中
山
和
子（
渓
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
十
二
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

8
月
24
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル
に
於

て
、
改
修
工
事
が
終
り
三
年
ぶ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

月
5
日
に
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
県
吟
士
権
大
会
へ
向
け
て
参
加
。

片
山
清
風
は
体
調
不
良
の
為
、
次
点
の

方
に
譲
り
ま
し
た
。

4
月
29
日　

第
四
十
八
回
令
和
四
年
度

総
会
を
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
に
て
児
島
公
民
館
の
講
座
支
援
を

頂
い
て
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）「
下
津
井
、

本
荘
、
福
田
、
児
島
」
各
練
習
会
の
運

営
で
短
歌
、
絶
句
、
律
詩
、
歌
謡
吟
、

を
二
段
の
方
か
ら
総
範
ま
で
力
を
入
れ

て
大
き
な
声
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
致

し
ま
し
た
。

5
月
15
日　

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡

山
県
大
会
が
倉
敷
市
児
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、一
般
二
部
で
杉
村
幸
風
、

一
般
三
部
で
森
康
風
、
片
山
清
風
3
名

が
入
賞
し
、
7
月
17
日
に
中
国
地
区
大

会（
廣
島
、
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
。
片
山
清
風
は
一
身
上
の
都
合
で
次

点
の
方
に
譲
り
ま
し
た
。

7
月
24
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
中

国
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
鷲
山
吟
詠
会
の
会
員
よ

り
六
名
の
世
話
役
が
運
営
に
協
力
、一
般

三
部
で
杉
村
幸
風
、
一
般
四
部
で
森
康

風
、
短
歌
の
部
で
小
仙
聰
風
が
入
賞
。

全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
23
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞
道
祭

が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
本
年
の
吟
道
祭
は
、
各
流
派
の
合

吟
は
、
取
り
止
め
る
も
、
八
月
十
一
日

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
合

吟
出
場
者
と
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
合
吟
は
、
出

演
者
の
中
か
ら
、
も
う
一
度
再
現
を
と

声
が
出
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

た
。
他
は
例
年
通
り
と
な
る
も
、
や
は

り
、
最
後
の
徳
田
寿
風
先
生
と
大
森
英

風
先
生
の
ご
出
演
は
、
西
讃
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回

は
音
響
の
具
合
が
悪
く
、
先
生
方
の
時

に
は
最
悪
状
態
で
し
た
が
、
お
二
人
の

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
凄
い

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。

4
月
17
日　

岡
山
県
吟
士
権
大
会
西
部

地
区
予
選
会
が
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ジ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
）
に
て
行
わ
れ

一
般
一
部
で
杉
村
幸
風
、
シ
ニ
ア
の
部

で
森
康
風
、
片
山
清
風
、
が
入
賞
。
6

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山
本
）、

藤
田
敏
雄（
鶴
風
）

7
月
4
日
〜
8
月
11
日　

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
を
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

各
会
派
で
練
習
後
、
合
同
練
習
（
四

回
）
を
す
る
。
日
頃
会
う
事
の
な
い
各

流
派
の
方
達
が
、
日
を
重
ね
る
毎
に
楽

し
そ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
、
練
習
す

る
。
中
に
は
、
合
吟
は
初
め
て
、
仕
方

を
知
ら
な
い
会
の
方
も
い
て
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
き
、

全
員
笑
顔
と
な
り
、
西
讃
連
盟
が
一
つ

に
な
っ
た
‼
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
感
謝
で
す
。

8
月
11
日　

穴
吹
学
園
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
練
習
の
時
以

上
に
前
を
向
き
、
揃
っ
て
歩
き
、
声
も

良
く
出
て
い
た
。
会
場
の
方
達
に
も
誉

め
て
頂
き
、
各
流
派
の
方
も
「
気
持
ち

よ
く
出
来
た
。」「
西
讃
連
盟
が
一
つ
に

な
り
、
行
事
を
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
欲
し

い
」
等
の
声
が
あ
り
、
良
か
っ
た
。
ま

た
、
十
月
二
十
三
日
の
西
讃
吟
道
祭

で
、
も
う
一
度
や
り
た
い
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
晴
風
友
の
会
男
子
二
名
、
女

子
七
名
参
加
。

定
し
た
。

【
吟
詠
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、

浅
井
能
延（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
森
博
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英

風
）、
立
川
正
史（
寿
風
）、
横
田
聡（
綾

南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、青
木
純
子

（
孝
風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
宮
本

修（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
吟
詠
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

準
優
勝　

堀
井　

勲（
津
田
）

準
優
勝　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

入　

賞　

溝
川
將
文（
孝
風
）、
堀
川
武

夫（
英
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
大

路
大
幸（
寿
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、
古

川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

園
田
公
子（
寿
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
田
中
啓
子（
寿
風
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

8
月
21
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
競
吟
九
十
九
名
、
自
由
吟
五

名
、
剣
詩
舞
十
九
名
が
参
加
し
て
、
残

暑
厳
し
い
折
り
で
は
あ
っ
た
が
熱
演
が

展
開
さ
れ
、
吟
詠
部
門
の
入
賞
者
が
決

第
三
位　

河
合　

博
一（
寿
風
）

入　

賞　

園
田
公
子（
寿
風
）、
竹
本
富

子（
簡
保
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、堀
川
武
夫（
英
風
）、

米
澤
都
子（
草
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
九
回
中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大

　

会
兼
一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

4
月
23
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
依

然
と
し
て
「
高
止
ま
り
」
の
中
、
吟

詠
・
詩
舞
を
合
わ
せ
て
、
81
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熱
戦
の
結
果
、

（
臥
風
流
の
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
80
歳
未
満
）

入　

賞　

谷
本
美
代
子（
飯
山
）、
荒
井

進（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

佐
々
木　

新
一（
渓
風
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）

●
第
十
八
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

4
月
24
日　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
当
番
の
満
濃
吟
詠
会
の

お
世
話
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
審
者
は
無
級
か
ら
師
範
ま
で
の
12

名
、
指
導
者
吟
詠
は
師
範
か
ら
総
範
ま

11
月
13
日　

第
四
十
九
回
令
和
四
年
度

文
化
祭
を
児
島
公
民
館
の
援
助
に
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
視
聴
覚
室
に
て
短

歌
九
題
、
今
回
は
倉
敷
市
吟
道
祭
出
吟

の
四
題
稽
古
を
重
ね
吟
じ
、
絶
句
・
律

詩
と
特
に
歌
謡
吟
に
多
く
出
吟
さ
れ
熱

心
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
安

田
美
風
さ
ん（
菊
水
流
）が
舞
い
、「
生

田
に
宿
す
」
を
小
仙
聰
風
が
吟
を
奏
で

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

12
月
4
日　

倉
敷
市
文

化
祭
中
心
行
事
。
特
に

今
年
は
倉
敷
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
大
会
と
倉
敷
市

に
よ
る
三
十
回
の
吟
剣

詩
舞
道
祭
を
兼
ね
盛
大

に
と
の
こ
と
で
市
の
教

育
委
員
会
特
に
伊
東
香

織
市
長
、
西
井
弘
人
文

化
連
盟
会
長
、
井
上
游

洲
岡
山
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
会
長
、
他
多
数

の
関
係
有
識
の
方
の
ご

来
場
を
得
ま
し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会
と
し
て

は
合
吟
に
男
子
「
富
士

山
」、
女
子「
菊
花
」、
企

画
吟
男
子「
富
嶽
」、
女

子
「
子
夜
呉
歌
」、
を
最

後
に「
鷲
羽
山
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
記

念
す
べ
き
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
2
5

名
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
臥
風
流
2
名
を
含

む
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

臥
風
流
2
名
の
方
も
、
し
っ
か
り
と

詠
わ
れ
た
が
、
今
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
お
二
方
と
も
、
ご
自
分

の
力
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
に

よ
る
構
成
吟
「
平
山
郁
夫
と
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
名
詩
へ
の
誘
い
」、「
華
麗
な
る
吟

と
舞
」、「
紅
白
剣
詩
舞
並
び
に
吟
詠
合

戦
」
な
ど
が
あ
り
、
私
も
構
成
吟
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
、
東
京
中
野
駅

周
辺
の
都
市
開
発
計
画
に
よ
り
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
回
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
の
で
、
吟
音

会
員
も
多
数
参
加
し
、
榊
原
舞
踊
団
に

よ
る
舞
も
、
尚
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
の
全
国
大
会
決
選

大
会
の
舞
台
は
、
十
一
月
五
日
大
阪
メ

ル
パ
ル
ク
で
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
、
香
川
県
予
選
は
、
九
月
十
日

（
日
）ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

6
月
19
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
各
流
派
か
ら
会
員
百
十
五
名
が

参
加
し
て
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
の
県
大
会
に
向
け
て
熱
吟
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
一
般
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

入　

賞　

清
川
芳
助（
寿
風
）、
森
啓
子

（
綾
南
）、
山
本
初
子（
満
濃
）、
森
博

子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
堀

合
正
健（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
細
川
節

子（
志
度
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英
風
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、
浜
﨑
清
美（
英

風
）、
橋
本
真
希（
孝
風
）、
片
山
辰
夫

（
英
風
）、
直
井
郁
子（
洸
風
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
山
地
英
文（
寿
風
）、

植
松
幸
子（
寿
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英

風
）、
藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、
小

田
孝
子（
寿
風
）、
小
河
聖（
悠
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

努
力
賞　

三
好　

昌
子 

（
ち
き
り
）

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

尾
）、
大
西
博
子（
本
山
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、森
博
子（
英
風
）、

大
西
節
子（
山
本
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、

松
川
吉
伸（
四
電
）、
橋
﨑
圭
子（
飯

山
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木

一
浩（
長
尾
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

準
優
勝　

鈴
木　

利
明（
大
野
原
）

第
三
位　

村
主　

房
子（
寿
風
）

敢
闘
賞　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

入　

賞　

大
野
利
勝（
寿
風
）、
小
田
孝

子（
寿
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
田
中
啓
子（
寿

風
）、
萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
藤

川
美
代
子（
悠
風
）、
山
地
花
枝（
三

渓
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
古
川
し

ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
赤
松
徳
子（
相

愛
）、
柏
野
和
美（
綾
南
陶
）、
堀
井

勲（
津
田
）、
鎌
田
保（
信
風
）
出
吟
順

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
伴
奏
の
尺
八
に
戸
惑
う

と
言
う
方
も
お
り
ま
す
が
、
尺
八
伴
奏

は
、
ご
自
分
の
声
、
節
調
が
自
由
に
活

か
せ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。

　

審
査
員
に
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟

詠
音
楽
会
副
会
長
平
賀
輝
山
先
生
（
広

島
）、
理
事
渡
邉
皇
洲
先
生
（
福
井
）、

理
事
八
代
光
晃
子
先
生（
宮
崎
）の
三
人

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
豆
島
摂
南
流
一
名
、

臥
風
流
二
名
。
第
三
部
鍛
冶
田
智
育
さ

ん
、
第
四
部
山
本
貴
子
さ
ん
が
、
十
二

月
四
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
全
国
決
選
大
会
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
全
国
決
選
大
会
で
は
、
ご
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
応

援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

（
○
印
は
全
国
決
選
大
会
出
場
者
）

【
第
三
部
】

　
　

（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

準
優
勝
○
鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

久
保　
　

仁（
玉
藻
）

入　

賞　

納
田
恭
子（
英
風
）、
立
川
正

史（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）、
木
太

和
代（
仏
生
山
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴

風
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
國
井
陽
子（
鶴

　

昨
年
九
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、
高

松
市
の
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
香
川
地
区
予

選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部

〜
第
五
部
に
九
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
全
国
大
会
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
若
い
世
代
の
方
が
少
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
吟
詠
時
間
も

二
分
で
、
皆
様
の
力
強
い
吟
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
は
、
今
年
度
は
、

臥
風
流
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
、
ホ
テ
ル
マ

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
徳
田
寿
風
大
会
実
行
委

員
長
始
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
と
臥

風
流
会
員
有
志
の
皆
様
が
あ
た
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
の
コ
ロ
ム
ビ
ア

香
川
地
区
予
選
会
は
、
九
月
十
日（
日
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

通
信
員　

安
藤　

鶴
風

西
讃
地
区
だ
よ
り

西
讃
地
区
だ
よ
り

西
讃
地
区
だ
よ
り

大森英風先生徳田寿風先生

⒇詩 吟 臥 風 流 だ よ り2023年（令和5年）2月10日 第88号



施
。
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
・
疑

問
点
等
も
出
て
、
改
善
の
余
地
あ
り
。

4
月
2
日　

第
43
回
西
讃
連
盟
定
期
総

会
が
、
三
豊
市
豊
中
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議
事
の
後
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
は
、
申
込
多

数
あ
り
。

4
月
24
日　

西
讃
連
盟
優
賞
者
決
定
大

会
が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
決
定
大
会
後
、
一
般
吟
詠
。
受

審
者
十
名
内
臥
風
流
入
賞
者
三
名
。

6
月
3
日　

執
行
部
会
が
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
日

を
決
め
る
。
西
讃
の
流
派
と
詩
舞
の
会

を
含
め
総
勢
四
十
五
名
申
込
。

6
月
11
日　

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
選
手

権
西
讃
予
選
大
会
が
、
三
豊
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
入
賞
者
二
十
六

名
内
臥
風
流
十
一
名
の
方
が
、
決
戦
大

会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

【
80
歳
以
上
の
部
】

　

宮
武
明
美（
本
山
）

【
79
歳
以
下
の
部
】

　

鈴
木
利
明（
大
野
原
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、
藤
田

美
貴
子（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、

11
月
27
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
開
催
。
近
年
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
本
大
会
も
70
歳
以
上
が

大
半
を
占
め
た
が
、
独
吟
・
連
吟
・
吟

詠
歌
謡
そ
し
て
剣
詩
舞
と
健
在
ぶ
り
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら

れ
る
と
元
気
を
も
ら
っ
た
大
会
で
も
あ

っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
の
会
員
が
気
楽
に
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
の
創
意
工
夫
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
人
数

の
減
少
の
歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
…

2
月
23
日　

西
讃
連
盟
常
任
理
事
会

が
、
観
音
寺
市
立
大
野
原
図
書
館
音
楽

室
で
開
催
。
新
執
行
部
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
二
年
間
だ
っ
た

が
、
長
年
の
西
讃
連
盟
の
改
善
点
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

3
月
27
日　

西
讃
連
盟
審
査
員
研
修
会

を
、
三
豊
市
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開

催
。
モ
デ
ル
吟
士
（
8
名
）
の
吟
詠
を

基
に
、
審
査
員
の
研
修
・
勉
強
会
を
実

わ
ら
ず
各
流
派
か
ら
、
絶
句
・
剣
詩

舞
・
吟
士
交
流
の
舞
・
律
詩
・
歌
謡
吟

詠
そ
し
て
、
八
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

「
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
再
演
な
ど
多
彩
で
、
プ
ロ
番
号

百
一
番
の
参
加
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
、
会
員
お
楽
し
み
の
来
賓
吟

士
先
生
の
構
成
吟
詠
。

☆
コ
ロ
ナ
禍　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

☆
奥
の
細
道　

〜
芭
蕉
紀
行
〜

　

お
二
方
の
迫
力
溢
れ
る
圧
巻
の
舞
台

に
余
韻
を
残
し
な
が
ら
閉
会
し
た
。

●
第
三
十
四
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

律
詩
吟
剣
詩
舞
道
大
会

で
の
33
名
、
そ
し
て
剣
詩
舞
12
名
の
総

数
57
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

受
審
者
に
は
、
5
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
先
生
方
か
ら
指
導
メ
モ
を
受
け
取

り
、
5
月
14
日
の
本
番
に
向
け
て
参
考

に
練
習
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
指
導
者
吟
詠
と
少
年
を
交
じ

え
た
剣
詩
舞
で
華
を
添
え
て
閉
会
し
た
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権

　
　
　
　
　

中
讃
地
区
予
選
大
会

6
月
5
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の

37
名
が
参
加
し
て
中
讃
地
区
予
選
大
会

が
行
わ
れ
、
各
部
門
か
ら
27
名
の
入
賞

者
が
決
定
し
た
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
79
歳
以
下
）

入　

賞　

御
厨
敏
江（
春
日
）、
荒
井
進

（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）、
大
野
忠

由（
昇
風
）、
中
山
和
子（
渓
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
十
二
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

8
月
24
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル
に
於

て
、
改
修
工
事
が
終
り
三
年
ぶ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

月
5
日
に
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
県
吟
士
権
大
会
へ
向
け
て
参
加
。

片
山
清
風
は
体
調
不
良
の
為
、
次
点
の

方
に
譲
り
ま
し
た
。

4
月
29
日　

第
四
十
八
回
令
和
四
年
度

総
会
を
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
に
て
児
島
公
民
館
の
講
座
支
援
を

頂
い
て
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）「
下
津
井
、

本
荘
、
福
田
、
児
島
」
各
練
習
会
の
運

営
で
短
歌
、
絶
句
、
律
詩
、
歌
謡
吟
、

を
二
段
の
方
か
ら
総
範
ま
で
力
を
入
れ

て
大
き
な
声
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
致

し
ま
し
た
。

5
月
15
日　

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡

山
県
大
会
が
倉
敷
市
児
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、一
般
二
部
で
杉
村
幸
風
、

一
般
三
部
で
森
康
風
、
片
山
清
風
3
名

が
入
賞
し
、
7
月
17
日
に
中
国
地
区
大

会（
廣
島
、
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
。
片
山
清
風
は
一
身
上
の
都
合
で
次

点
の
方
に
譲
り
ま
し
た
。

7
月
24
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
中

国
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
鷲
山
吟
詠
会
の
会
員
よ

り
六
名
の
世
話
役
が
運
営
に
協
力
、一
般

三
部
で
杉
村
幸
風
、
一
般
四
部
で
森
康

風
、
短
歌
の
部
で
小
仙
聰
風
が
入
賞
。

全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
23
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞
道
祭

が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
本
年
の
吟
道
祭
は
、
各
流
派
の
合

吟
は
、
取
り
止
め
る
も
、
八
月
十
一
日

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
合

吟
出
場
者
と
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
合
吟
は
、
出

演
者
の
中
か
ら
、
も
う
一
度
再
現
を
と

声
が
出
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

た
。
他
は
例
年
通
り
と
な
る
も
、
や
は

り
、
最
後
の
徳
田
寿
風
先
生
と
大
森
英

風
先
生
の
ご
出
演
は
、
西
讃
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回

は
音
響
の
具
合
が
悪
く
、
先
生
方
の
時

に
は
最
悪
状
態
で
し
た
が
、
お
二
人
の

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
凄
い

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。

4
月
17
日　

岡
山
県
吟
士
権
大
会
西
部

地
区
予
選
会
が
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ジ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
）
に
て
行
わ
れ

一
般
一
部
で
杉
村
幸
風
、
シ
ニ
ア
の
部

で
森
康
風
、
片
山
清
風
、
が
入
賞
。
6

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山
本
）、

藤
田
敏
雄（
鶴
風
）

7
月
4
日
〜
8
月
11
日　

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
を
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

各
会
派
で
練
習
後
、
合
同
練
習
（
四

回
）
を
す
る
。
日
頃
会
う
事
の
な
い
各

流
派
の
方
達
が
、
日
を
重
ね
る
毎
に
楽

し
そ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
、
練
習
す

る
。
中
に
は
、
合
吟
は
初
め
て
、
仕
方

を
知
ら
な
い
会
の
方
も
い
て
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
き
、

全
員
笑
顔
と
な
り
、
西
讃
連
盟
が
一
つ

に
な
っ
た
‼
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
感
謝
で
す
。

8
月
11
日　

穴
吹
学
園
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
練
習
の
時
以

上
に
前
を
向
き
、
揃
っ
て
歩
き
、
声
も

良
く
出
て
い
た
。
会
場
の
方
達
に
も
誉

め
て
頂
き
、
各
流
派
の
方
も
「
気
持
ち

よ
く
出
来
た
。」「
西
讃
連
盟
が
一
つ
に

な
り
、
行
事
を
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
欲
し

い
」
等
の
声
が
あ
り
、
良
か
っ
た
。
ま

た
、
十
月
二
十
三
日
の
西
讃
吟
道
祭

で
、
も
う
一
度
や
り
た
い
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
晴
風
友
の
会
男
子
二
名
、
女

子
七
名
参
加
。

定
し
た
。

【
吟
詠
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、

浅
井
能
延（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
森
博
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英

風
）、
立
川
正
史（
寿
風
）、
横
田
聡（
綾

南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、青
木
純
子

（
孝
風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
宮
本

修（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
吟
詠
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

準
優
勝　

堀
井　

勲（
津
田
）

準
優
勝　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

入　

賞　

溝
川
將
文（
孝
風
）、
堀
川
武

夫（
英
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
大

路
大
幸（
寿
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、
古

川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

園
田
公
子（
寿
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
田
中
啓
子（
寿
風
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

8
月
21
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
競
吟
九
十
九
名
、
自
由
吟
五

名
、
剣
詩
舞
十
九
名
が
参
加
し
て
、
残

暑
厳
し
い
折
り
で
は
あ
っ
た
が
熱
演
が

展
開
さ
れ
、
吟
詠
部
門
の
入
賞
者
が
決

第
三
位　

河
合　

博
一（
寿
風
）

入　

賞　

園
田
公
子（
寿
風
）、
竹
本
富

子（
簡
保
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、堀
川
武
夫（
英
風
）、

米
澤
都
子（
草
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
九
回
中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大

　

会
兼
一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

4
月
23
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
依

然
と
し
て
「
高
止
ま
り
」
の
中
、
吟

詠
・
詩
舞
を
合
わ
せ
て
、
81
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熱
戦
の
結
果
、

（
臥
風
流
の
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
80
歳
未
満
）

入　

賞　

谷
本
美
代
子（
飯
山
）、
荒
井

進（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

佐
々
木　

新
一（
渓
風
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）

●
第
十
八
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

4
月
24
日　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
当
番
の
満
濃
吟
詠
会
の

お
世
話
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
審
者
は
無
級
か
ら
師
範
ま
で
の
12

名
、
指
導
者
吟
詠
は
師
範
か
ら
総
範
ま

11
月
13
日　

第
四
十
九
回
令
和
四
年
度

文
化
祭
を
児
島
公
民
館
の
援
助
に
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
視
聴
覚
室
に
て
短

歌
九
題
、
今
回
は
倉
敷
市
吟
道
祭
出
吟

の
四
題
稽
古
を
重
ね
吟
じ
、
絶
句
・
律

詩
と
特
に
歌
謡
吟
に
多
く
出
吟
さ
れ
熱

心
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
安

田
美
風
さ
ん（
菊
水
流
）が
舞
い
、「
生

田
に
宿
す
」
を
小
仙
聰
風
が
吟
を
奏
で

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

12
月
4
日　

倉
敷
市
文

化
祭
中
心
行
事
。
特
に

今
年
は
倉
敷
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
大
会
と
倉
敷
市

に
よ
る
三
十
回
の
吟
剣

詩
舞
道
祭
を
兼
ね
盛
大

に
と
の
こ
と
で
市
の
教

育
委
員
会
特
に
伊
東
香

織
市
長
、
西
井
弘
人
文

化
連
盟
会
長
、
井
上
游

洲
岡
山
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
会
長
、
他
多
数

の
関
係
有
識
の
方
の
ご

来
場
を
得
ま
し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会
と
し
て

は
合
吟
に
男
子
「
富
士

山
」、
女
子「
菊
花
」、
企

画
吟
男
子「
富
嶽
」、
女

子
「
子
夜
呉
歌
」、
を
最

後
に「
鷲
羽
山
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
記

念
す
べ
き
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
2
5

名
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
臥
風
流
2
名
を
含

む
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

臥
風
流
2
名
の
方
も
、
し
っ
か
り
と

詠
わ
れ
た
が
、
今
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
お
二
方
と
も
、
ご
自
分

の
力
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
に

よ
る
構
成
吟
「
平
山
郁
夫
と
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
名
詩
へ
の
誘
い
」、「
華
麗
な
る
吟

と
舞
」、「
紅
白
剣
詩
舞
並
び
に
吟
詠
合

戦
」
な
ど
が
あ
り
、
私
も
構
成
吟
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
、
東
京
中
野
駅

周
辺
の
都
市
開
発
計
画
に
よ
り
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
回
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
の
で
、
吟
音

会
員
も
多
数
参
加
し
、
榊
原
舞
踊
団
に

よ
る
舞
も
、
尚
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
の
全
国
大
会
決
選

大
会
の
舞
台
は
、
十
一
月
五
日
大
阪
メ

ル
パ
ル
ク
で
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
、
香
川
県
予
選
は
、
九
月
十
日

（
日
）ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

6
月
19
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
各
流
派
か
ら
会
員
百
十
五
名
が

参
加
し
て
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
の
県
大
会
に
向
け
て
熱
吟
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
一
般
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

入　

賞　

清
川
芳
助（
寿
風
）、
森
啓
子

（
綾
南
）、
山
本
初
子（
満
濃
）、
森
博

子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
堀

合
正
健（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
細
川
節

子（
志
度
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英
風
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、
浜
﨑
清
美（
英

風
）、
橋
本
真
希（
孝
風
）、
片
山
辰
夫

（
英
風
）、
直
井
郁
子（
洸
風
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
山
地
英
文（
寿
風
）、

植
松
幸
子（
寿
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英

風
）、
藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、
小

田
孝
子（
寿
風
）、
小
河
聖（
悠
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

努
力
賞　

三
好　

昌
子 

（
ち
き
り
）

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

尾
）、
大
西
博
子（
本
山
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、森
博
子（
英
風
）、

大
西
節
子（
山
本
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、

松
川
吉
伸（
四
電
）、
橋
﨑
圭
子（
飯

山
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木

一
浩（
長
尾
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

準
優
勝　

鈴
木　

利
明（
大
野
原
）

第
三
位　

村
主　

房
子（
寿
風
）

敢
闘
賞　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

入　

賞　

大
野
利
勝（
寿
風
）、
小
田
孝

子（
寿
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
田
中
啓
子（
寿

風
）、
萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
藤

川
美
代
子（
悠
風
）、
山
地
花
枝（
三

渓
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
古
川
し

ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
赤
松
徳
子（
相

愛
）、
柏
野
和
美（
綾
南
陶
）、
堀
井

勲（
津
田
）、
鎌
田
保（
信
風
）
出
吟
順

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
伴
奏
の
尺
八
に
戸
惑
う

と
言
う
方
も
お
り
ま
す
が
、
尺
八
伴
奏

は
、
ご
自
分
の
声
、
節
調
が
自
由
に
活

か
せ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。

　

審
査
員
に
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟

詠
音
楽
会
副
会
長
平
賀
輝
山
先
生
（
広

島
）、
理
事
渡
邉
皇
洲
先
生
（
福
井
）、

理
事
八
代
光
晃
子
先
生（
宮
崎
）の
三
人

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
豆
島
摂
南
流
一
名
、

臥
風
流
二
名
。
第
三
部
鍛
冶
田
智
育
さ

ん
、
第
四
部
山
本
貴
子
さ
ん
が
、
十
二

月
四
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
全
国
決
選
大
会
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
全
国
決
選
大
会
で
は
、
ご
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
応

援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

（
○
印
は
全
国
決
選
大
会
出
場
者
）

【
第
三
部
】

　
　

（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

準
優
勝
○
鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

久
保　
　

仁（
玉
藻
）

入　

賞　

納
田
恭
子（
英
風
）、
立
川
正

史（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）、
木
太

和
代（
仏
生
山
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴

風
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
國
井
陽
子（
鶴

　

昨
年
九
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、
高

松
市
の
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
香
川
地
区
予

選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部

〜
第
五
部
に
九
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
全
国
大
会
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
若
い
世
代
の
方
が
少
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
吟
詠
時
間
も

二
分
で
、
皆
様
の
力
強
い
吟
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
は
、
今
年
度
は
、

臥
風
流
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
、
ホ
テ
ル
マ

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
徳
田
寿
風
大
会
実
行
委

員
長
始
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
と
臥

風
流
会
員
有
志
の
皆
様
が
あ
た
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
の
コ
ロ
ム
ビ
ア

香
川
地
区
予
選
会
は
、
九
月
十
日（
日
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

通
信
員　

小
仙　

聰
風

倉
敷
地
区
だ
よ
り

倉
敷
地
区
だ
よ
り

倉
敷
地
区
だ
よ
り

短歌入賞の小仙聰風鷲山吟詠会　令和4年度総会にて
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施
。
課
題
が
見
え
、
多
く
の
意
見
・
疑

問
点
等
も
出
て
、
改
善
の
余
地
あ
り
。

4
月
2
日　

第
43
回
西
讃
連
盟
定
期
総

会
が
、
三
豊
市
豊
中
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議
事
の
後
、
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
件
は
、
申
込
多

数
あ
り
。

4
月
24
日　

西
讃
連
盟
優
賞
者
決
定
大

会
が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
決
定
大
会
後
、
一
般
吟
詠
。
受

審
者
十
名
内
臥
風
流
入
賞
者
三
名
。

6
月
3
日　

執
行
部
会
が
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
日

を
決
め
る
。
西
讃
の
流
派
と
詩
舞
の
会

を
含
め
総
勢
四
十
五
名
申
込
。

6
月
11
日　

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
選
手

権
西
讃
予
選
大
会
が
、
三
豊
市
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
入
賞
者
二
十
六

名
内
臥
風
流
十
一
名
の
方
が
、
決
戦
大

会
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

【
80
歳
以
上
の
部
】

　

宮
武
明
美（
本
山
）

【
79
歳
以
下
の
部
】

　

鈴
木
利
明（
大
野
原
）、
黒
島
ひ
と
み

（
三
観
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、
藤
田

美
貴
子（
鶴
風
）、
長
谷
川
美
喜
子（
山
本
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
下
川
邦
雄（
山
本
）、

11
月
27
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
於
い
て
開
催
。
近
年
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
本
大
会
も
70
歳
以
上
が

大
半
を
占
め
た
が
、
独
吟
・
連
吟
・
吟

詠
歌
謡
そ
し
て
剣
詩
舞
と
健
在
ぶ
り
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら

れ
る
と
元
気
を
も
ら
っ
た
大
会
で
も
あ

っ
た
。

　

今
後
は
、
高
齢
の
会
員
が
気
楽
に
楽

し
く
参
加
で
き
る
大
会
の
創
意
工
夫
が

重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
参
加
人
数

の
減
少
の
歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
…

2
月
23
日　

西
讃
連
盟
常
任
理
事
会

が
、
観
音
寺
市
立
大
野
原
図
書
館
音
楽

室
で
開
催
。
新
執
行
部
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
た
二
年
間
だ
っ
た

が
、
長
年
の
西
讃
連
盟
の
改
善
点
も
見

え
て
き
ま
し
た
。

3
月
27
日　

西
讃
連
盟
審
査
員
研
修
会

を
、
三
豊
市
仁
尾
町
文
化
会
館
で
開

催
。
モ
デ
ル
吟
士
（
8
名
）
の
吟
詠
を

基
に
、
審
査
員
の
研
修
・
勉
強
会
を
実

わ
ら
ず
各
流
派
か
ら
、
絶
句
・
剣
詩

舞
・
吟
士
交
流
の
舞
・
律
詩
・
歌
謡
吟

詠
そ
し
て
、
八
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

「
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
再
演
な
ど
多
彩
で
、
プ
ロ
番
号

百
一
番
の
参
加
と
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

最
後
は
、
会
員
お
楽
し
み
の
来
賓
吟

士
先
生
の
構
成
吟
詠
。

☆
コ
ロ
ナ
禍　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

☆
奥
の
細
道　

〜
芭
蕉
紀
行
〜

　

お
二
方
の
迫
力
溢
れ
る
圧
巻
の
舞
台

に
余
韻
を
残
し
な
が
ら
閉
会
し
た
。

●
第
三
十
四
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

律
詩
吟
剣
詩
舞
道
大
会

で
の
33
名
、
そ
し
て
剣
詩
舞
12
名
の
総

数
57
名
の
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

　

受
審
者
に
は
、
5
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
先
生
方
か
ら
指
導
メ
モ
を
受
け
取

り
、
5
月
14
日
の
本
番
に
向
け
て
参
考

に
練
習
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
指
導
者
吟
詠
と
少
年
を
交
じ

え
た
剣
詩
舞
で
華
を
添
え
て
閉
会
し
た
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権

　
　
　
　
　

中
讃
地
区
予
選
大
会

6
月
5
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
の

37
名
が
参
加
し
て
中
讃
地
区
予
選
大
会

が
行
わ
れ
、
各
部
門
か
ら
27
名
の
入
賞

者
が
決
定
し
た
。

（
臥
風
流
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
79
歳
以
下
）

入　

賞　

御
厨
敏
江（
春
日
）、
荒
井
進

（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）、
大
野
忠

由（
昇
風
）、
中
山
和
子（
渓
風
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
十
二
回
中
讃
連
盟

　
　
　
　
　

吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

8
月
24
日　

坂
出
市
民
ホ
ー
ル
に
於

て
、
改
修
工
事
が
終
り
三
年
ぶ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

月
5
日
に
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の

岡
山
県
吟
士
権
大
会
へ
向
け
て
参
加
。

片
山
清
風
は
体
調
不
良
の
為
、
次
点
の

方
に
譲
り
ま
し
た
。

4
月
29
日　

第
四
十
八
回
令
和
四
年
度

総
会
を
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
室
に
て
児
島
公
民
館
の
講
座
支
援
を

頂
い
て
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）「
下
津
井
、

本
荘
、
福
田
、
児
島
」
各
練
習
会
の
運

営
で
短
歌
、
絶
句
、
律
詩
、
歌
謡
吟
、

を
二
段
の
方
か
ら
総
範
ま
で
力
を
入
れ

て
大
き
な
声
で
練
習
の
成
果
を
発
揮
致

し
ま
し
た
。

5
月
15
日　

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
岡

山
県
大
会
が
倉
敷
市
児
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
、一
般
二
部
で
杉
村
幸
風
、

一
般
三
部
で
森
康
風
、
片
山
清
風
3
名

が
入
賞
し
、
7
月
17
日
に
中
国
地
区
大

会（
廣
島
、
安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

へ
。
片
山
清
風
は
一
身
上
の
都
合
で
次

点
の
方
に
譲
り
ま
し
た
。

7
月
24
日　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
中

国
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
が
岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
鷲
山
吟
詠
会
の
会
員
よ

り
六
名
の
世
話
役
が
運
営
に
協
力
、一
般

三
部
で
杉
村
幸
風
、
一
般
四
部
で
森
康

風
、
短
歌
の
部
で
小
仙
聰
風
が
入
賞
。

全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
23
日　

西
讃
連
盟
吟
剣
詩
舞
道
祭

が
、
三
豊
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
本
年
の
吟
道
祭
は
、
各
流
派
の
合

吟
は
、
取
り
止
め
る
も
、
八
月
十
一
日

の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
合

吟
出
場
者
と
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
合
吟
は
、
出

演
者
の
中
か
ら
、
も
う
一
度
再
現
を
と

声
が
出
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ

た
。
他
は
例
年
通
り
と
な
る
も
、
や
は

り
、
最
後
の
徳
田
寿
風
先
生
と
大
森
英

風
先
生
の
ご
出
演
は
、
西
讃
の
方
々
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
回

は
音
響
の
具
合
が
悪
く
、
先
生
方
の
時

に
は
最
悪
状
態
で
し
た
が
、
お
二
人
の

先
生
は
、
素
晴
ら
し
い
構
成
吟
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
凄
い

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。

4
月
17
日　

岡
山
県
吟
士
権
大
会
西
部

地
区
予
選
会
が
児
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ジ
ー
ン
ズ
ホ
ー
ル
）
に
て
行
わ
れ

一
般
一
部
で
杉
村
幸
風
、
シ
ニ
ア
の
部

で
森
康
風
、
片
山
清
風
、
が
入
賞
。
6

鈴
木
サ
ツ
キ（
鶴
風
）、
大
西
節
子（
山
本
）、

藤
田
敏
雄（
鶴
風
）

7
月
4
日
〜
8
月
11
日　

サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
合
同
練
習
を
三
豊
市
豊
中

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

各
会
派
で
練
習
後
、
合
同
練
習
（
四

回
）
を
す
る
。
日
頃
会
う
事
の
な
い
各

流
派
の
方
達
が
、
日
を
重
ね
る
毎
に
楽

し
そ
う
に
言
葉
を
交
わ
し
て
、
練
習
す

る
。
中
に
は
、
合
吟
は
初
め
て
、
仕
方

を
知
ら
な
い
会
の
方
も
い
て
驚
い
た
。

最
終
日
に
は
、
思
わ
ず
拍
手
が
起
き
、

全
員
笑
顔
と
な
り
、
西
讃
連
盟
が
一
つ

に
な
っ
た
‼
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
感
謝
で
す
。

8
月
11
日　

穴
吹
学
園
で
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
練
習
の
時
以

上
に
前
を
向
き
、
揃
っ
て
歩
き
、
声
も

良
く
出
て
い
た
。
会
場
の
方
達
に
も
誉

め
て
頂
き
、
各
流
派
の
方
も
「
気
持
ち

よ
く
出
来
た
。」「
西
讃
連
盟
が
一
つ
に

な
り
、
行
事
を
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
欲
し

い
」
等
の
声
が
あ
り
、
良
か
っ
た
。
ま

た
、
十
月
二
十
三
日
の
西
讃
吟
道
祭

で
、
も
う
一
度
や
り
た
い
と
の
声
も
上

が
っ
た
。
晴
風
友
の
会
男
子
二
名
、
女

子
七
名
参
加
。

定
し
た
。

【
吟
詠
第
一
部
】（
79
歳
以
下
）

準
優
勝　

小
泉　

眞
砂
子（
綾
南
）

第
三
位　

木
太　

和
代（
仏
生
山
）

入　

賞　

玉
川
壽
美
子（
志
度
）、
廣
瀬

惠
子（
英
風
）、
大
野
利
勝（
寿
風
）、
山

本
初
子（
満
濃
）、
細
川
節
子（
志
度
）、

浅
井
能
延（
寿
風
）、
堀
田
千
賀
子（
満

濃
）、
森
博
子（
英
風
）、
定
國
浩（
英

風
）、
立
川
正
史（
寿
風
）、
横
田
聡（
綾

南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、青
木
純
子

（
孝
風
）、
今
瀧
幸
子（
満
濃
）、
宮
本

修（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
吟
詠
第
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

藤
井　

チ
ナ
コ（
悠
風
）

準
優
勝　

堀
井　

勲（
津
田
）

準
優
勝　

藤
川　

美
代
子（
悠
風
）

第
三
位　

柏
野　

和
美（
綾
南
陶
）

入　

賞　

溝
川
將
文（
孝
風
）、
堀
川
武

夫（
英
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、
大

路
大
幸（
寿
風
）、
小
竹
勲（
玉
藻
）、
古

川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、
堀
井
勲（
津
田
）、

園
田
公
子（
寿
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）、

鎌
田
保（
信
風
）、
三
好
正
幸（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、
田
中
啓
子（
寿
風
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
東
讃
連
盟
寿
大
学
吟
剣
詩
舞
道
大
会

8
月
21
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
競
吟
九
十
九
名
、
自
由
吟
五

名
、
剣
詩
舞
十
九
名
が
参
加
し
て
、
残

暑
厳
し
い
折
り
で
は
あ
っ
た
が
熱
演
が

展
開
さ
れ
、
吟
詠
部
門
の
入
賞
者
が
決

第
三
位　

河
合　

博
一（
寿
風
）

入　

賞　

園
田
公
子（
寿
風
）、
竹
本
富

子（
簡
保
）、
古
川
し
ず
子（
綾
南
陶
）、

須
田
邦
夫（
四
電
）、堀
川
武
夫（
英
風
）、

米
澤
都
子（
草
風
）、
大
西
良
昌（
鶴
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

●
第
九
回
中
讃
連
盟
吟
士
権
者
決
定
大

　

会
兼
一
般
交
流
吟
剣
詩
舞
道
大
会

4
月
23
日　

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
依

然
と
し
て
「
高
止
ま
り
」
の
中
、
吟

詠
・
詩
舞
を
合
わ
せ
て
、
81
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熱
戦
の
結
果
、

（
臥
風
流
の
関
係
者
の
み
）

【
第
二
部
】（
70
歳
以
上
80
歳
未
満
）

入　

賞　

谷
本
美
代
子（
飯
山
）、
荒
井

進（
昇
風
）　　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
三
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

佐
々
木　

新
一（
渓
風
）

入　

賞　

鎌
田
義
行（
昇
風
）

●
第
十
八
回　

中
讃
班
郊
外
研
修
会

4
月
24
日　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
当
番
の
満
濃
吟
詠
会
の

お
世
話
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
に
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
審
者
は
無
級
か
ら
師
範
ま
で
の
12

名
、
指
導
者
吟
詠
は
師
範
か
ら
総
範
ま

11
月
13
日　

第
四
十
九
回
令
和
四
年
度

文
化
祭
を
児
島
公
民
館
の
援
助
に
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
視
聴
覚
室
に
て
短

歌
九
題
、
今
回
は
倉
敷
市
吟
道
祭
出
吟

の
四
題
稽
古
を
重
ね
吟
じ
、
絶
句
・
律

詩
と
特
に
歌
謡
吟
に
多
く
出
吟
さ
れ
熱

心
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
安

田
美
風
さ
ん（
菊
水
流
）が
舞
い
、「
生

田
に
宿
す
」
を
小
仙
聰
風
が
吟
を
奏
で

会
員
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た（
財
）日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
主
催
の

夏
季
吟
道
大
学
が
、
四
年
ぶ
り
に
七
月

十
六
日
〜
十
七
日
の
二
日
間
、
愛
知
県

碧
南
市
の
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
三
十
六
名
が
参
加
し
、
香

川
県
か
ら
は
、
臥
風
流
の
二
名
が
受
講

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
着
く
と
、
徳
田
寿
風
財

団
副
会
長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
方
々

の
お
出
迎
え
を
う
け
、
期
待
と
不
安
、

そ
し
て
緊
張
に
身
を
引
き
締
め
開
講
式

12
月
4
日　

倉
敷
市
文

化
祭
中
心
行
事
。
特
に

今
年
は
倉
敷
市
吟
剣
詩

舞
道
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
大
会
と
倉
敷
市

に
よ
る
三
十
回
の
吟
剣

詩
舞
道
祭
を
兼
ね
盛
大

に
と
の
こ
と
で
市
の
教

育
委
員
会
特
に
伊
東
香

織
市
長
、
西
井
弘
人
文

化
連
盟
会
長
、
井
上
游

洲
岡
山
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
会
長
、
他
多
数

の
関
係
有
識
の
方
の
ご

来
場
を
得
ま
し
た
。

　

鷲
山
吟
詠
会
と
し
て

は
合
吟
に
男
子
「
富
士

山
」、
女
子「
菊
花
」、
企

画
吟
男
子「
富
嶽
」、
女

子
「
子
夜
呉
歌
」、
を
最

後
に「
鷲
羽
山
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
、
記

念
す
べ
き
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

講
義
の
最
初
に
、
沼
崎
富
会
長
の
基

本
姿
勢
で
あ
る
、
会
場
へ
の
出
入
り
に

は
必
ら
ず
一
礼
す
る
様
に
と
、
吟
剣
詩

舞
道
憲
章
「
礼
と
節
」
の
精
神
を
教
え

ら
れ
、
さ
ら
に
古
典
芸
能
の
品
の
良
さ

を
認
識
し
ま
し
た
。

（
徳
田
寿
風
会
長
が
必
ず
し
て
い
る
お

姿
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。）

　

夕
食
後
の
意
見
交
換
会
（
吟
詠
の
普

及
振
興
を
め
ぐ
っ
て
）
で
は
、
班
別
に

別
れ
、
今
、
詩
吟
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
現
状
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
①
学

校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
採
用
を
働
き
か
け

る
②
大
会
な
ど
諸
行
事
の
ピ
ー
ア
ー
ル

を（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
）地
域
の
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
、

会
員
ひ
と
り
一
人
が
現
状
を
認
識
し
て
、

地
道
な
活
動
を
根
気
よ
く
継
続
す
る
こ

と
が
、
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
演
奏
家
の
河
野
正
明
先

生
の
「
吟
詠
の
発
声
法
」（
伴
奏
と
の
調

和
研
究
）
で
は
…
…
。

　

伴
奏
曲
を
何
度
も
聞
き
、
覚
え
る
。

「
前
奏
を
一
緒
に
口
ず
さ
む
」
こ
れ
で
、

マ
イ
ク
の
前
ま
で
歩
く
間
、
声
を
軽
く

出
す
と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
安
心
し

て
吟
じ
出
せ
る
。

 

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、
全
国
か
ら
1
2
5

名
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

香
川
県
代
表
と
し
て
臥
風
流
2
名
を
含

む
3
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

臥
風
流
2
名
の
方
も
、
し
っ
か
り
と

詠
わ
れ
た
が
、
今
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
お
二
方
と
も
、
ご
自
分

の
力
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
に

よ
る
構
成
吟
「
平
山
郁
夫
と
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
名
詩
へ
の
誘
い
」、「
華
麗
な
る
吟

と
舞
」、「
紅
白
剣
詩
舞
並
び
に
吟
詠
合

戦
」
な
ど
が
あ
り
、
私
も
構
成
吟
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
大
会
は
、
東
京
中
野
駅

周
辺
の
都
市
開
発
計
画
に
よ
り
、
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
今
回
が
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
る
の
で
、
吟
音

会
員
も
多
数
参
加
し
、
榊
原
舞
踊
団
に

よ
る
舞
も
、
尚
一
層
華
や
か
さ
を
増
し
、

素
晴
ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
の
全
国
大
会
決
選

大
会
の
舞
台
は
、
十
一
月
五
日
大
阪
メ

ル
パ
ル
ク
で
開
催
予
定
で
す
。

　

先
ず
、
香
川
県
予
選
は
、
九
月
十
日

（
日
）ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
香
川
県
吟
詠
選
手
権
東
讃
予
選
大
会

6
月
19
日　

高
松
国
分
寺
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
各
流
派
か
ら
会
員
百
十
五
名
が

参
加
し
て
予
選
大
会
が
行
わ
れ
、
七
月

二
十
四
日
の
県
大
会
に
向
け
て
熱
吟
が

展
開
さ
れ
、
各
部
門
の
入
賞
者
が
決
定

し
た
。

【
一
般
一
部
】（
79
歳
以
下
）

優　

勝　

東
原　
　

恵（
寿
風
）

準
優
勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

第
三
位　

池
田　

弘
隆（
四
電
）

入　

賞　

清
川
芳
助（
寿
風
）、
森
啓
子

（
綾
南
）、
山
本
初
子（
満
濃
）、
森
博

子（
英
風
）、
國
井
陽
子（
鶴
尾
）、
堀

合
正
健（
鶴
尾
）、
塩
田
將
展（
英
風
）、

山
本
貴
子（
満
濃
）、
溝
川
鈴
子（
孝

風
）、
小
泉
眞
砂
子（
綾
南
）、
細
川
節

子（
志
度
）、
宮
本
修（
寿
風
）、
今
瀧

幸
子（
満
濃
）、
玉
川
壽
美
子（
志
度
）、

久
保
仁（
玉
藻
）、
定
國
浩（
英
風
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、
浜
﨑
清
美（
英

風
）、
橋
本
真
希（
孝
風
）、
片
山
辰
夫

（
英
風
）、
直
井
郁
子（
洸
風
）、
鍛
冶

田
智
育（
四
電
）、
山
地
英
文（
寿
風
）、

植
松
幸
子（
寿
風
）、
廣
瀬
惠
子（
英

風
）、
藤
本
由
紀
子（
寿
風
）、
横
田
聡

（
綾
南
）、
坂
東
恵
美
子（
英
風
）、
小

田
孝
子（
寿
風
）、
小
河
聖（
悠
風
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
吟
順

【
一
般
二
部
】（
80
歳
以
上
）

優　

勝　

鈴
木　

幹
男（
寿
風
）

努
力
賞　

三
好　

昌
子 

（
ち
き
り
）

【
第
五
部
】

　
　

（
短
歌
・
俳
句
・
新
体
詩
の
部
）

優　

勝　

松
川　

吉
伸（
四
電
）

準
優
勝　

鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

尾
）、
大
西
博
子（
本
山
）、
長
谷
川
美

喜
子（
山
本
）、
西
岡
く
に
子（
本
山
）、

佐
々
木
政
彦（
牟
礼
）、森
博
子（
英
風
）、

大
西
節
子（
山
本
）、
片
山
辰
夫（
英
風
）、

松
川
吉
伸（
四
電
）、
橋
﨑
圭
子（
飯

山
）、
黒
島
ひ
と
み（
三
観
）、
玉
木

一
浩（
長
尾
）　　
　
　
　
　

出
吟
順

【
第
四
部
】（
一
般
の
部
76
歳
以
上
）

優　

勝
○
山
本　

貴
子（
満
濃
）

準
優
勝　

鈴
木　

利
明（
大
野
原
）

第
三
位　

村
主　

房
子（
寿
風
）

敢
闘
賞　

玉
川　

壽
美
子（
志
度
）

入　

賞　

大
野
利
勝（
寿
風
）、
小
田
孝

子（
寿
風
）、
藤
井
チ
ナ
コ（
悠
風
）、

三
野
波
留
子（
牟
礼
）、
田
中
啓
子（
寿

風
）、
萱
原
美
千
子（
綾
南
陶
）、
藤

川
美
代
子（
悠
風
）、
山
地
花
枝（
三

渓
）、
塩
谷
捷
代（
寿
風
）、
古
川
し

ず
子（
綾
南
陶
）、
庵
原
修（
孝
風
）、

篠
原
正
幸（
本
山
）、
赤
松
徳
子（
相

愛
）、
柏
野
和
美（
綾
南
陶
）、
堀
井

勲（
津
田
）、
鎌
田
保（
信
風
）
出
吟
順

　

コ
ロ
ム
ビ
ア
伴
奏
の
尺
八
に
戸
惑
う

と
言
う
方
も
お
り
ま
す
が
、
尺
八
伴
奏

は
、
ご
自
分
の
声
、
節
調
が
自
由
に
活

か
せ
て
、
と
て
も
新
鮮
で
す
。

　

審
査
員
に
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟

詠
音
楽
会
副
会
長
平
賀
輝
山
先
生
（
広

島
）、
理
事
渡
邉
皇
洲
先
生
（
福
井
）、

理
事
八
代
光
晃
子
先
生（
宮
崎
）の
三
人

の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
豆
島
摂
南
流
一
名
、

臥
風
流
二
名
。
第
三
部
鍛
冶
田
智
育
さ

ん
、
第
四
部
山
本
貴
子
さ
ん
が
、
十
二

月
四
日
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
全
国
決
選
大
会
に
駒
を
進
め
ま

し
た
。
全
国
決
選
大
会
で
は
、
ご
自
分

の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
応

援
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
部
門
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

（
○
印
は
全
国
決
選
大
会
出
場
者
）

【
第
三
部
】

　
　

（
一
般
の
部
51
歳
〜
75
歳
）

準
優
勝
○
鍛
冶
田　

智
育（
四
電
）

第
三
位　

久
保　
　

仁（
玉
藻
）

入　

賞　

納
田
恭
子（
英
風
）、
立
川
正

史（
寿
風
）、
住
田
春
美（
英
風
）、
木
太

和
代（
仏
生
山
）、
藤
田
美
貴
子（
鶴

風
）、
横
田
聡（
綾
南
）、
國
井
陽
子（
鶴

　

昨
年
九
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、
高

松
市
の
ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

に
於
い
て
、
第
五
十
八
回
香
川
地
区
予

選
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
部

〜
第
五
部
に
九
十
八
名
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
全
国
大
会
出
場
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
若
い
世
代
の
方
が
少
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
吟
詠
時
間
も

二
分
で
、
皆
様
の
力
強
い
吟
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
は
、
今
年
度
は
、

臥
風
流
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
、
ホ
テ
ル
マ

リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
徳
田
寿
風
大
会
実
行
委

員
長
始
め
コ
ロ
ム
ビ
ア
吟
音
会
員
と
臥

風
流
会
員
有
志
の
皆
様
が
あ
た
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
五
年
度
の
コ
ロ
ム
ビ
ア

香
川
地
区
予
選
会
は
、
九
月
十
日（
日
）

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

音
程
の
本
数
は
、
高
い
方
が
良
い
と

は
限
ら
な
い
。
余
裕
の
あ
る
無
理
の
な

い
本
数
で
…
…
と
、
私
に
と
っ
て
は
、

心
強
く
有
り
難
い
大
変
貴
重
な
講
義
を

聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
二
日

目
の
朝
の
「
と
り
舟
体
操
」
で
し
た
。

　
「
と
り
舟
体
操
の
効
力
」
舟
の
櫂
を

漕
ぐ
よ
う
な
形
で
エ
イ
ッ
―
エ
イ
ッ

―
。
和
歌
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
わ

ば
朝
日
に
匂
う
山
桜
花
」
エ
イ
ッ
―
エ

イ
ッ
―
と
大
声
で
朗
読
、
身
体
を
動
か

し
な
が
ら
の
、
発
声
す
る
事
か
ら
自
然

に
、
腹
筋
を
使
う
発
声（
腹
式
）に
な
る
。

正
確
な
音
程
で
発
声
す
る
た
め
の
腹
筋

の
鍛
練
に
最
適
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を

学
び
、
み
ん
な
と
、
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
大
笑
い
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
帰
宅
後
、
四
班
の
班
長
さ
ん

か
ら
集
合
写
真
と
名
簿
が
届
き
、
会
の

名
前
も
「
絆　
清
玲
会
」
と
名
付
け
ら

れ
、
折
角
の
出
会
い
を
大
事
に
、
こ
れ

か
ら
も
機
会
を
作
り
、
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
大
い

に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
こ
の
夏
季
吟
道
大
学
を
受
講
出

来
た
こ
と
、
大
変
誇
り
に
思
い
、
こ
れ

か
ら
も
ま
し
て
「
吟
剣
詩
舞
道
憲
章
」
の

精
神
「
礼
と
節
」
を
忘
れ
ず
に
、
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
五
日
、
東
京
都
北
区
の
北

と
ぴ
ぁ
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
二
回
全

国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
開
会
式
式
典
に
お

い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

徳
田
寿
風
先
生
は
、
先
ず
冒
頭
本
大

会
主
催
者
と
し
て
白
い
リ
ボ
ン
を
つ
け

て
開
会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
威

風
堂
々
凛
と
し
た
声
が
場
内
に
響
き
渡

る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
吟
剣

詩
舞
道
大
会
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
吟
剣
詩
舞

道
大
賞
の
授
賞
式
で
す
。
赤

い
リ
ボ
ン
を
つ
け
、
先
頭
で
入

場
さ
れ
た
徳
田
寿
風
先
生
。

（
他
に
四
名
の
功
労
賞
受
賞

者
あ
り
）

　
『
吟
剣
詩
舞
大
賞
芸
術
賞
徳

田
寿
風
さ
ん
』
名
前
を
呼
ば

れ
「
は
い
」
と
答
え
て
沼
崎
富
会
長
の

前
に
進
み
出
る
姿
は
優
雅
で
自
信
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。

　

固
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
芸
術
賞
の
扉

を
二
十
二
年
ぶ
り
に
開
い
た
功
績
は
大

き
い
で
す
。
式
典
が
終
わ
る
と
す
ぐ
さ

ま
審
査
委
員
長
と
し
て
合
吟
コ
ン
ク
ー

ル
七
十
二
チ
ー
ム
の
審
査
員
席
に
着
か

れ
ま
し
た
。

　

吟
剣
詩
舞
道
界
の
未
来
は
決
し
て
楽

観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幾
多
の
困
難
改
革
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
持
ち
前
の
知
恵
と
識
見
の
高

さ
で
乗
り
切
っ
て
行
か
れ
る
の
だ
ろ
う

と
先
生
の
後
ろ
姿
に
語
り
掛
け
合
吟
を

傾
聴
し
て
お
り
ま
し
た
。

＊
吟
剣
詩
舞
三
賞　

①
文
化
賞　

②
芸

術
賞　

③
功
労
賞

＊
芸
術
賞
は
平
成
十
一
年
度
来
二
十
二

年
ぶ
り
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

春
日
吟
詠
会　

飯
田　

芳
風

英
風
吟
詠
会　

定
國　

伯
風

夏
季
吟
道
大
学
に

　
　
　
　
参
加
し
て

夏
季
吟
道
大
学
に

　
　
　
　
参
加
し
て春日吟詠会

飯田　芳風
英風吟詠会
定國　伯風

倉敷市吟剣詩舞道連盟文化祭、
山本鷲風会長とフィナーレ

詩 吟 臥 風 流 だ よ り2023年（令和5年）2月10日 第88号



　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た（
財
）日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
主
催
の

夏
季
吟
道
大
学
が
、
四
年
ぶ
り
に
七
月

十
六
日
〜
十
七
日
の
二
日
間
、
愛
知
県

碧
南
市
の
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
三
十
六
名
が
参
加
し
、
香

川
県
か
ら
は
、
臥
風
流
の
二
名
が
受
講

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
着
く
と
、
徳
田
寿
風
財

団
副
会
長
を
は
じ
め
、
事
務
局
の
方
々

の
お
出
迎
え
を
う
け
、
期
待
と
不
安
、

そ
し
て
緊
張
に
身
を
引
き
締
め
開
講
式

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

講
義
の
最
初
に
、
沼
崎
富
会
長
の
基

本
姿
勢
で
あ
る
、
会
場
へ
の
出
入
り
に

は
必
ら
ず
一
礼
す
る
様
に
と
、
吟
剣
詩

舞
道
憲
章
「
礼
と
節
」
の
精
神
を
教
え

ら
れ
、
さ
ら
に
古
典
芸
能
の
品
の
良
さ

を
認
識
し
ま
し
た
。

（
徳
田
寿
風
会
長
が
必
ず
し
て
い
る
お

姿
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。）

　

夕
食
後
の
意
見
交
換
会
（
吟
詠
の
普

及
振
興
を
め
ぐ
っ
て
）
で
は
、
班
別
に

別
れ
、
今
、
詩
吟
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
現
状
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
①
学

校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
採
用
を
働
き
か
け

る
②
大
会
な
ど
諸
行
事
の
ピ
ー
ア
ー
ル

を（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
）地
域
の
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
、

会
員
ひ
と
り
一
人
が
現
状
を
認
識
し
て
、

地
道
な
活
動
を
根
気
よ
く
継
続
す
る
こ

と
が
、
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
演
奏
家
の
河
野
正
明
先

生
の
「
吟
詠
の
発
声
法
」（
伴
奏
と
の
調

和
研
究
）
で
は
…
…
。

　

伴
奏
曲
を
何
度
も
聞
き
、
覚
え
る
。

「
前
奏
を
一
緒
に
口
ず
さ
む
」
こ
れ
で
、

マ
イ
ク
の
前
ま
で
歩
く
間
、
声
を
軽
く

出
す
と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
安
心
し

て
吟
じ
出
せ
る
。

　

音
程
の
本
数
は
、
高
い
方
が
良
い
と

は
限
ら
な
い
。
余
裕
の
あ
る
無
理
の
な

い
本
数
で
…
…
と
、
私
に
と
っ
て
は
、

心
強
く
有
り
難
い
大
変
貴
重
な
講
義
を

聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
二
日

目
の
朝
の
「
と
り
舟
体
操
」
で
し
た
。

　
「
と
り
舟
体
操
の
効
力
」
舟
の
櫂
を

漕
ぐ
よ
う
な
形
で
エ
イ
ッ
―
エ
イ
ッ

―
。
和
歌
「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
わ

ば
朝
日
に
匂
う
山
桜
花
」
エ
イ
ッ
―
エ

イ
ッ
―
と
大
声
で
朗
読
、
身
体
を
動
か

し
な
が
ら
の
、
発
声
す
る
事
か
ら
自
然

に
、
腹
筋
を
使
う
発
声（
腹
式
）に
な
る
。

正
確
な
音
程
で
発
声
す
る
た
め
の
腹
筋

の
鍛
練
に
最
適
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を

学
び
、
み
ん
な
と
、
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
大
笑
い
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
帰
宅
後
、
四
班
の
班
長
さ
ん

か
ら
集
合
写
真
と
名
簿
が
届
き
、
会
の

名
前
も
「
絆　
清
玲
会
」
と
名
付
け
ら

れ
、
折
角
の
出
会
い
を
大
事
に
、
こ
れ

か
ら
も
機
会
を
作
り
、
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
大
い

に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
こ
の
夏
季
吟
道
大
学
を
受
講
出

来
た
こ
と
、
大
変
誇
り
に
思
い
、
こ
れ

か
ら
も
ま
し
て
「
吟
剣
詩
舞
道
憲
章
」
の

精
神
「
礼
と
節
」
を
忘
れ
ず
に
、
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
五
日
、
東
京
都
北
区
の
北

と
ぴ
ぁ
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
二
回
全

国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
開
会
式
式
典
に
お

い
て
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

徳
田
寿
風
先
生
は
、
先
ず
冒
頭
本
大

会
主
催
者
と
し
て
白
い
リ
ボ
ン
を
つ
け

て
開
会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
威

風
堂
々
凛
と
し
た
声
が
場
内
に
響
き
渡

る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
吟
剣

詩
舞
道
大
会
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
吟
剣
詩
舞

道
大
賞
の
授
賞
式
で
す
。
赤

い
リ
ボ
ン
を
つ
け
、
先
頭
で
入

場
さ
れ
た
徳
田
寿
風
先
生
。

（
他
に
四
名
の
功
労
賞
受
賞

者
あ
り
）

　
『
吟
剣
詩
舞
大
賞
芸
術
賞
徳

田
寿
風
さ
ん
』
名
前
を
呼
ば

れ
「
は
い
」
と
答
え
て
沼
崎
富
会
長
の

前
に
進
み
出
る
姿
は
優
雅
で
自
信
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。

　

固
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
芸
術
賞
の
扉

を
二
十
二
年
ぶ
り
に
開
い
た
功
績
は
大

き
い
で
す
。
式
典
が
終
わ
る
と
す
ぐ
さ

ま
審
査
委
員
長
と
し
て
合
吟
コ
ン
ク
ー

ル
七
十
二
チ
ー
ム
の
審
査
員
席
に
着
か

れ
ま
し
た
。

　

吟
剣
詩
舞
道
界
の
未
来
は
決
し
て
楽

観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幾
多
の
困
難
改
革
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
持
ち
前
の
知
恵
と
識
見
の
高

さ
で
乗
り
切
っ
て
行
か
れ
る
の
だ
ろ
う

と
先
生
の
後
ろ
姿
に
語
り
掛
け
合
吟
を

傾
聴
し
て
お
り
ま
し
た
。

＊
吟
剣
詩
舞
三
賞　

①
文
化
賞　

②
芸

術
賞　

③
功
労
賞

＊
芸
術
賞
は
平
成
十
一
年
度
来
二
十
二

年
ぶ
り
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

の
愛
好
家
の
方
々
に
ご
参
加
を
い

た
だ
く
初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

出
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た

た
め
、
吟
詠
は
合
吟
・
連
吟
に

し
、
剣
詩
舞
で
は
地
吟
に
よ
る
群

舞
に
し
ま
し
た
。
や
や
欲
張
っ
た

演
目
に
し
た
こ
と
も
あ
り
時
間
が

長
す
ぎ
た
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
出
場
者
の
客
席

へ
の
出
入
り
が
目
立
っ
た
と
い
う

ご
指
摘
等
も
あ
り
、
種
々
反
省
の

感
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

　

と
も
あ
れ
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

初
の
会
場
で
初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

を
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
安

堵
し
て
い
る
の
が
本
音
で
す
。
出

場
者
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
は

臥
風
流
の
方
々
で
し
た
。
盛
夏
の

折
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
追
記
〉
当
日
の
出
場
者
数　

東
讃
二
百
三
十
人　

中
讃
三
十
五

人　

西
讃
四
十
五
人　

合
計
三
百

十
人

　

昨
年
八
月
十
一
日
（
祝
・
山
の
日
）、

穴
吹
学
園
ホ
ー
ル（
旧
高
松
テ
ル
サ
）に

お
い
て
【
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
】
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
例
年
六
〜
八
月
の
期
間
に
高
松
市
で

開
催
さ
れ
て
い
る
〈
高
松
市
市
民
文
化

祭
ア
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
た
か
ま
つ
〉
の
二

〇
二
二
年
主
催
事
業
へ
参
加
の
応
募
を

し
、
書
類
審
査
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
経
て
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
（
以
下
＝

県
総
連
）
で
は
執
行
部
会
役
員
に
よ

り
、
令
和
三
年
十
月
か
ら
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
萱
本
如
泉
会
長
・
徳
田

寿
風
実
行
委
員
長
の
も
と
、
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
「
高
松
市
市
民
文
化
祭
…
」
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
県
総
連
と
し
て
出
場
者

は
主
に
「
東
讃
連
盟
」
加
盟
団
体
の
会

員
し
、「
中
讃
連
盟
」「
西
讃
連
盟
」
に

は
賛
助
出
演
の
部
を
設
け
て
、
自
由
な

演
目
で
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
県
下
一
円
か
ら
吟
剣
詩
舞

令
和
三
年
度
　
徳
田
寿
風
先
生

吟
剣
詩
舞
大
賞
芸
術
賞
　受
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
三
年
度
　
徳
田
寿
風
先
生

吟
剣
詩
舞
大
賞
芸
術
賞
　受
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

県
総
連
事
務
局
次
長　

草
薙　

賢
風

吟
剣
詩
舞
道

　サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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の
愛
好
家
の
方
々
に
ご
参
加
を
い

た
だ
く
初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

出
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た

た
め
、
吟
詠
は
合
吟
・
連
吟
に

し
、
剣
詩
舞
で
は
地
吟
に
よ
る
群

舞
に
し
ま
し
た
。
や
や
欲
張
っ
た

演
目
に
し
た
こ
と
も
あ
り
時
間
が

長
す
ぎ
た
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
出
場
者
の
客
席

へ
の
出
入
り
が
目
立
っ
た
と
い
う

ご
指
摘
等
も
あ
り
、
種
々
反
省
の

感
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

　

と
も
あ
れ
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

初
の
会
場
で
初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

を
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
に
安

堵
し
て
い
る
の
が
本
音
で
す
。
出

場
者
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
は

臥
風
流
の
方
々
で
し
た
。
盛
夏
の

折
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
追
記
〉
当
日
の
出
場
者
数　

東
讃
二
百
三
十
人　

中
讃
三
十
五

人　

西
讃
四
十
五
人　

合
計
三
百

十
人

　

令
和
五
年
一
月
七
日（
土
）、
高
松
国

分
寺
ホ
ー
ル
に
三
百
余
名
の
参
加
者
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
始
め
は
大
森
英
風
先
生
、
徳
田

寿
風
先
生
に
よ
る
令
和
五
年
度
の
指
定

吟
題
解
説
と
吟
詠
。
会
場
の
皆
さ
ん
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
り
、
香
川
県
総
連
会
長
萱
本
如
泉

先
生
か
ら
は
『
過
去
最
高
の
解
説
だ
っ

た
』
と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
徳
田
寿
風
先
生
が
『
徳
川

家
康
公
の
御
遺
訓
を
読
み
解
く
』
と
題

し
て
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
先
取
り
し

て
の
お
話
と
、
徳
田
先
生
作
譜
に
よ
る

「
遺
訓
」
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
４
年
度
の
全
国
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者
東
原
妃
風
さ
ん
、
草

薙
賢
風
さ
ん
、
圖
子
麗
麦
さ
ん
、
中
村

江
風
さ
ん
の
ご
披
露
吟
詠
が
あ
り
、
さ

ら
に
少
壮
O
B
両
先
生
の
競
演
が
あ

り
、
最
高
峰
の
吟
詠
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
『
新
し
き
年
の
始
の
』
を
小

さ
い
声
で
合
唱
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

 

本
日
の
大
会
が
こ
れ
か
ら
新
吟
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
皆
様
の
一
助
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

令
和
五
年
一
月
一
日
、
四
国
新
聞
の

新
年
読
者
文
芸
・
四
国
柳
壇
に
て
兼
題

「
華
」
第
一
席
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

思
い
も
寄
ら
ぬ
入
選
に
我
が
家
は
騒

然
と
な
り
、
願
っ
て
も
無
い
よ
う
な
お

年
玉
を
頂
き
、
嬉
し
い
元
旦
で
し
た
。

　

認
知
予
防
で
始
め
た
句
づ
く
り
で
す

が
、
こ
う
し
て
臥
風
流
だ
よ
り
に
ま
で

掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
と
は
誠
に
恐
縮

の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
臥
風
流
で
の

吟
歴
の
あ
る
娘（
美
福
）も
同
日
四
国
歌

壇
で
第
三
席
と
勿
体
無
い
入
選
と
な

り
、
残
す
余
生
、
親
子
で
同
じ
趣
味
の

吟
と
句
づ
く
り
で
精
進
を
誓
う
年
始
め

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
終
息
と
臥
風
流

吟
詠
会
の
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
会
の
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
八
月
十
一
日
（
祝
・
山
の
日
）、

穴
吹
学
園
ホ
ー
ル（
旧
高
松
テ
ル
サ
）に

お
い
て
【
吟
剣
詩
舞
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
】
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
例
年
六
〜
八
月
の
期
間
に
高
松
市
で

開
催
さ
れ
て
い
る
〈
高
松
市
市
民
文
化

祭
ア
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
た
か
ま
つ
〉
の
二

〇
二
二
年
主
催
事
業
へ
参
加
の
応
募
を

し
、
書
類
審
査
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
経
て
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
（
以
下
＝

県
総
連
）
で
は
執
行
部
会
役
員
に
よ

り
、
令
和
三
年
十
月
か
ら
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
萱
本
如
泉
会
長
・
徳
田

寿
風
実
行
委
員
長
の
も
と
、
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
「
高
松
市
市
民
文
化
祭
…
」
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
県
総
連
と
し
て
出
場
者

は
主
に
「
東
讃
連
盟
」
加
盟
団
体
の
会

員
し
、「
中
讃
連
盟
」「
西
讃
連
盟
」
に

は
賛
助
出
演
の
部
を
設
け
て
、
自
由
な

演
目
で
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
県
下
一
円
か
ら
吟
剣
詩
舞

令
和
四
年
度

新
春
錬
成
大
会
開
か
る

香
川
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟　

松
原　

綾
風

あ
ゆ
み
吟
詠
会　

樋
口　

徳
風

年
の
初
め
に

一
等
賞

　
　
運
動
会
の
華
に
な
る

樋
口　
徳
子　
作

吟剣詩舞道サマーフェスティバル　大会役員の皆様でのフィナーレ

香川県総連会長
萱本如泉先生
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令
和
五
年
一
月
七
日（
土
）、
高
松
国

分
寺
ホ
ー
ル
に
三
百
余
名
の
参
加
者
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
始
め
は
大
森
英
風
先
生
、
徳
田

寿
風
先
生
に
よ
る
令
和
五
年
度
の
指
定

吟
題
解
説
と
吟
詠
。
会
場
の
皆
さ
ん
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
り
、
香
川
県
総
連
会
長
萱
本
如
泉

先
生
か
ら
は
『
過
去
最
高
の
解
説
だ
っ

た
』
と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
徳
田
寿
風
先
生
が
『
徳
川

家
康
公
の
御
遺
訓
を
読
み
解
く
』
と
題

し
て
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
先
取
り
し

て
の
お
話
と
、
徳
田
先
生
作
譜
に
よ
る

「
遺
訓
」
の
吟
詠
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
４
年
度
の
全
国
吟
詠
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者
東
原
妃
風
さ
ん
、
草

薙
賢
風
さ
ん
、
圖
子
麗
麦
さ
ん
、
中
村

江
風
さ
ん
の
ご
披
露
吟
詠
が
あ
り
、
さ

ら
に
少
壮
O
B
両
先
生
の
競
演
が
あ

り
、
最
高
峰
の
吟
詠
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
『
新
し
き
年
の
始
の
』
を
小

さ
い
声
で
合
唱
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

 

本
日
の
大
会
が
こ
れ
か
ら
新
吟
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
皆
様
の
一
助
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

（
本
部
役
員
名
簿
令
和
4
年
1
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
脱
会
〕
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№
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吟
詠
会

　
　
　

代
表
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陽
子（
洋
風
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六
月
一
日
付　

脱
会
に
よ
る

〔
本
部
役
員
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修（
常
任
理
事
の
辞
任
）〕

2
頁　

川
田　

美
也
子

　
　
　
　
　
　
　
（
美
風
・
仏
生
山
）

　
　
　

六
月
五
日
付　

体
調
不
良

〔
総
範
の
退
会
〕
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頁　

政
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陽
子（
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風
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洋
風
）
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月
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日
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会
に
よ
る
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事
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任
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風
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）
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月
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十
日
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に
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3
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師
範
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秋
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ミ
子
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逍
風
・
木
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）

　
　
　

六
月
一
日
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体
調
不
良
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頁　
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風
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風
）
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月
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日
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会
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2
頁
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師
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調
不
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日
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子（
和
風
・
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日
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亡
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忠
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風
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日
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の
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風
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友
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仏
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日
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調
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・
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・
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等
の
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の
会
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を
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加
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頁　
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吟
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者
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頁  
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吟
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先
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井　

田
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子
↓
髙
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渉

　
　
　

〒
七
六
一
―
〇
一
〇
四　
　
　

　
　
　

高
松
市
高
松
町
3
1
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1
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T
E
L
〇
八
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―
八
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三
―
三
三
八
二
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№
89　

香
南
町
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者

　
　
　
　

山
下　

菊
風
↓
黒
川　

謙
風
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先
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王
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健
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七
六
一
―
一
四
〇
六
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松
市
香
南
町
西
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2
3
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―
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T
E
L
〇
八
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―
八
七
九
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六
二
一
五

　
　
　

指
導
者

　
　
　
　

山
下　

菊
風
↓
黒
川　

謙
風
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所
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の
変
更
〕

36
頁　

石
川　

キ
ヨ
子（
清
風
・
鶴
風
）

　
　
　

6
5
―
1
↓
6
5
1

45
頁　

寺
竹　

彩
結（
臥
彩
・
英
風
）

　
　
　

1
2
2
9
↓
1
2
2
6

（
本
部
役
員
名
簿
令
和
4
年
7
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
総
範
の
退
会
〕

24
頁　

鬼
生
田　

美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
（
怜
風
・
草
風
）

　
　
　

九
月
八
日
付　

高
齢
の
た
め

〔
師
範
の
退
会
〕

28
頁　

小
河　

長
子（
長
風
・
三
友
）

　
　
　

八
月
七
日
付　

体
調
不
良

30
頁　

谷
口　

智
寿
子（
智
風
・
志
度
）

　
　
　

八
月
十
八
日
付
一
身
上
の
都
合

31
頁　

和
田　

和
男（
仁
風
・
寿
風
）

　
　
　

十
二
月
三
日
付　

死
亡
に
よ
る

33
頁　

川
渕　

博
子（
博
風
・
志
度
）

　
　

八
月
十
八
日
付
一
身
上
の
都
合

38
頁　

西　

秀
子（
秀
風
・
長
尾
）

　
　
　

七
月
十
五
日
付　

体
調
不
良

〔
師
範
の
休
会
〕　

35
頁　

関
口　

康
子（
康
風
・
鷲
山
）

　
　
　

七
月
三
十
一
日
付　

体
調
不
良

〔
師
範
の
復
帰
〕

37
頁　

４
行
目
に
挿
入

　
　
　

下
出　

博
司（
呉
風
）

　
　
　

七
月
一
日
付　

寿
風
吟
詠
会

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
三
七
―
〇
八
二
六

　
　
　

広
島
県
呉
市
両
城
1
―
1
0
―
2
0   

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
九
一
一
七
―
五
二
六
八

〔
代
表
者
・
連
絡
先
・
指
導
者
等
の
変
更
〕

6
頁　

№
14　

仏
生
山
吟
詠
会

　
　
　

連
絡
先

　
　
　
　

岸
下　

秋
子
↓
木
太　

和
代

　
　
　

〒
七
六
一
―
八
〇
七
八

　
　
　

高
松
市
仏
生
山
町
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
4
5
3
―
2

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
八
九
―
二
三
三
七

14
頁　

№
83　

三
観
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者

　
　
　
　

白
川　

臥
洋
↓
大
森　

正
風

会
員
数
の
変
更
は
省
略
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

吟詠競演
徳田寿風先生

吟詠競演
大森英風先生

受講者の合唱

詩 吟 臥 風 流 だ よ り 第88号　2023年（令和5年）2月10日



（
本
部
役
員
名
簿
令
和
4
年
1
月
の
各
頁
を
示
す
）

〔
脱
会
〕
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頁　
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風
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詠
会
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表
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陽
子（
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風
）
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月
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日
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脱
会
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事
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仏
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日
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範
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退
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風
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風
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町
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一
日
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調
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良
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理
風
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太
中
）　

　
　
　

六
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一
日
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齢
の
た
め
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頁　
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風
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相
愛
）

　
　
　

一
月
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日
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死
亡

32
頁　
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風
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風
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六
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十
日
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）
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上
の
都
合

31
頁　

和
田　

和
男（
仁
風
・
寿
風
）

　
　
　

十
二
月
三
日
付　

死
亡
に
よ
る

33
頁　

川
渕　

博
子（
博
風
・
志
度
）

　
　

八
月
十
八
日
付
一
身
上
の
都
合

38
頁　

西　

秀
子（
秀
風
・
長
尾
）

　
　
　

七
月
十
五
日
付　

体
調
不
良

〔
師
範
の
休
会
〕　

35
頁　

関
口　

康
子（
康
風
・
鷲
山
）

　
　
　

七
月
三
十
一
日
付　

体
調
不
良

〔
師
範
の
復
帰
〕

37
頁　

４
行
目
に
挿
入

　
　
　

下
出　

博
司（
呉
風
）

　
　
　

七
月
一
日
付　

寿
風
吟
詠
会

　
　
　

連
絡
先　

〒
七
三
七
―
〇
八
二
六

　
　
　

広
島
県
呉
市
両
城
1
―
1
0
―
2
0   

　
　
　

T
E
L
〇
九
〇
―
九
一
一
七
―
五
二
六
八

〔
代
表
者
・
連
絡
先
・
指
導
者
等
の
変
更
〕

6
頁　

№
14　

仏
生
山
吟
詠
会

　
　
　

連
絡
先

　
　
　
　

岸
下　

秋
子
↓
木
太　

和
代

　
　
　

〒
七
六
一
―
八
〇
七
八

　
　
　

高
松
市
仏
生
山
町
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
4
5
3
―
2

　
　
　

T
E
L
〇
八
七
―
八
八
九
―
二
三
三
七

14
頁　

№
83　

三
観
吟
詠
会

　
　
　

代
表
者

　
　
　
　

白
川　

臥
洋
↓
大
森　

正
風

会
員
数
の
変
更
は
省
略
し
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
的
に
も
国
内
で
も
大
変

な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
急
激
な
円
高
に

よ
る
物
価
高
騰
等
々
、
し
か
し
、
我
が

臥
風
流
は
2
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
も
負

け
ず
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
コ
ロ
ナ
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
役
員
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
年
は
卯
年
、
う
さ
ぎ
は
穏
や
か
で

温
厚
な
性
質
か
ら
家
内
安
全
。
ま
た
、

そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛
躍
」、「
向

上
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
臥
風
流
も
高
齢
化
の

波
が
来
て
い
ま
す
が
年
齢
を
気
に
せ
ず

一
人
ひ
と
り
が
臥
風
流
を
盛
り
上
げ
、

元
気
に
う
さ
ぎ
に
負
け
な
い
よ
う
に
徳

田
寿
風
新
会
長
の
下
、
大
き
く
飛
躍
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

普
及
部
部
長　

玉
木　

浩
風

鎌
田　

鵬
風

浅
井　

延
風

片
山　

辰
風

田
辺　

磊
風

松
村　

清
風

皆
様
の
情
報
・
ニ
ュ
ー
ス
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

吟
歴
５０
周
年
　徳
田
寿
風

　
　
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅴ

　

令
和
5
年
3
月
5
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
開
演

　

レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
場
無
料

鍛冶田洸風 制作
卯まくいきます‼
う
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